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神
奈
川
県
漢
詩
連
盟（
以
下
、
神
漢
連
）
は

二
〇
〇
六
年（
平
成
十
八
年
）十
月
十
四
日
に
初
代

会
長
・
故
中
山
清
氏
を
中
心
に
設
立
さ
れ
、
今
年
で

二
十
周
年
と
な
り
ま
す
。
先
人
の
苦
労
を
振
り
返
り

な
が
ら
、皆
で
盛
大
に
祝
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

中
国
の「
貞
観
政
要
」と
い
う
書
物
に
、有
名
な
語

句
と
し
て「
創
業
と
守
成
い
ず
れ
が
難
き
や
」（
新
た

に
事
業
を
興
す
こ
と〝
創
業
〞と
、出
来
上
が
っ
た
事

業
を
守
り
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と〝
守
成
〞の
ど
ち

ら
が
難
し
い
か
）が

あ
り
ま
す
。
神
漢
連

は
今
や
明
ら
か
に

「
守
成
」
の
世
代
で

す
。
本
年
は
、「
ど

の
よ
う
に
、
神
漢
連

の
理
念
を
守
り
発

展
さ
せ
て
い
く
か
」

に
つ
い
て
、
全
会
員
が
考
え
て
、
決
意
を
新
た
に
す

る
年
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

神
漢
連
の
目
的
は
、
規
約
の
冒
頭
に
も
述
べ
て
い

る
通
り
、「
神
奈
川
県
に
お
け
る
漢
詩
の
研
究
、普
及

並
び
に
交
流
」を
お
こ
な
う
こ
と
で
す
。
こ
の
目
的

に
対
し
て
、以
下
の
三
原
則
で
歩
ん
で
い
ま
す
。

一
．
多
様
な
人
材
が
集
ま
り
、
そ
の
意
見
・
経
験
が

生
か
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
。

二
．「
漢
詩
を
学
ぶ
、
漢
詩
で
遊
ぶ
」を
モ
ッ
ト
ー
と

す
る
。

三
．毎
年「
漢
詩
入
門
講
座
」を
開
催
し
て
新
規
会
員

を
迎
え
入
れ
、
さ
ら
に
同
期
漢
詩
サ
ー
ク
ル
を

結
成
す
る
。

　

漢
詩
は「
絶
滅
危
惧
種
」と
言
わ
れ
て
久
し
い
で

す
が
、
神
漢
連
は
二
十
年
前
の
創
立
時
の
会
員
の
凡

そ
三
倍
の
人
員
を
現
在
も
擁
し
て
い
ま
す
。
会
員
は

高
年
齢
の
方
が
多
い
で
す
が
、
こ
の
方
々
が
趣
味
と

し
て
漢
詩
鑑
賞
・
作
詩
を
選
び
、
そ
し
て
豊
か
な
人

生
を
送
る
こ
と
の
一
助
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
お
互

い
誇
る
べ
き
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
、
人
口
減
少
、
高
齢
者
の
就
労
に
よ
る
時
間

制
約
、
学
校
で
の
漢
文
・
漢
詩
教
育
の
変
化
な
ど
、

社
会
構
造
の
激
変
に
伴
い
、
厳
し
い
社
会
環
境
が
予

想
さ
れ
ま
す
が
、
漢
詩
鑑
賞
・
作
詩
が
人
生
の
素
晴

ら
し
い
趣
味
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
さ
し
く
、
論
語
の「
子
曰
、
学
而
時
習
之
、
不

亦
説
乎
」（
子
曰

の
た
ま
わく
、
学
び
て
時
に
之
を
習
う
、
亦
た

説よ
ろ
こば
し
か
ら
ず
や
）で
あ
り
、
ホ
イ
ジ
ン
ガ
の
名
著

「
ホ
モ
・
ル
ー
デ
ン
ス
」（
ラ
テ
ン
語
で「
遊
ぶ
人
」の

意
）に
説
か
れ
て
い
る
通
り
、「
遊
び
こ
そ
が
人
間
活

動
の
根
源
」で
す
。

　

尚
、「
こ
の
十
年
の
歩
み
」編
集
の
目
的
・
背
景
は
、

以
下
の
通
り
で
す
。

①
神
漢
連
は
設
立
二
十
周
年
を
迎
え
、
設
立
経
緯
・

趣
旨
や
、
こ
れ
迄
の
歩
み
を
知
ら
な
い
会
員
が
多

数
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

②
こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
活
動
記
録
と
共
に

活
動
趣
旨
が
会
員
に
分
り
易
く
伝
わ
る
よ
う
に
、

「
こ
の
十
年
の
歩
み
」（
二
〇
一
六
〜
二
六
年
）を

編
集
す
る
。

 

（「
最
初
の
十
年
の
歩
み
」（
二
〇
〇
六
〜
一
六
年
）

に
つ
い
て
は
、会
報
二
十
号
特
別
記
念
号
を
参
照
）

③
そ
し
て
、
神
漢
連
の
良
き
伝
統
が
次
の
世
代
に
伝

わ
り
、
新
た
な
活
力
を
以
っ
て
更
な
る
展
開
を
図

る
。

　

改
め
て
、
こ
の
編
集
目
的
を
認
識
の
上
、
次
の
十

年
に
向
か
っ
て
力
強
い
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
ょ

う
。
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香
取 

和
之



2

漢詩神奈川神奈川県漢詩連盟会報　第40号 令和8（2026）年9月15日

　

神
漢
連
創
立

二
十
周
年
お
め

で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

神
漢
連
は
創

立
以
来
、
着
実
に
会
員
を
増
や
し
、
多
く
の
作

詩
者
を
輩
出
し
、
そ
の
勢
い
は
衰
え
る
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
。
成
功
の
秘
訣
は
、
新
聞
に
公
告

を
出
し
て
新
会
員
を
募
り
、
先
輩
が
作
詩
法
を

指
導
し
、
シ
ャ
レ
た「
会
」の
名
を
つ
け
て
一
年

間
の
勉
強
が
修
了
す
る
と
、
次
年
度
以
降
は
会

が
独
自
に
作
詩
活
動
を
行
う
と
い
う
、「
神
奈
川

方
式
」を
と
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。創
立
し
て
か

ら
二
十
年
経
ち
ま
し
た
か
ら
、
い
ま
は
二
十
の

同
期
の
会
が
そ
れ
ぞ
れ
競
い
合
っ
て
活
動
し
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
総
会
で
は
、「
第
〇
期

生
〇
〇
会
」の
報
告
が
延
々
と
続
き
ま
す
。こ
の

活
況
は
他
の
連
盟
・
団
体
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

募
集
す
れ
ば
参
加
希
望
者
が
殺
到
し
、
会
の

活
動
が
継
続
し
て
衰
え
な
い
の
は
、
風
光
明
媚

な
神
奈
川
で
あ
る
と
い
う
地
理
的
な
条
件
、
美

し
い
港
な
ど
の
観
光
地
に
多
く
の
人
が
集
ま
り

文
化
の
循
環
発
展
が
あ
る
と
い
う
文
化
的
な
条

件
、
人
が
多
い
か
ら
漢
詩
に
情
熱
を
も
つ
人
も

多
い
と
い
う
人
材
的
な
条
件
が
融
合
し
て
有
利

に
働
い
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

漢
詩
創
作
の
伝
統
は
、
今
の
私
た
ち
が
良
い

詩
を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
ま
す
。
未

来
の
人
々
が
今
の
私
た
ち
の
詩
を
見
る
可
能
性

が
あ
る
か
ど
う
か
、
見
た
時
に
す
ば
ら
し
い
と

感
動
し
て
く
れ
る
か
ど
う
か
、
そ
れ
は
今
の
私

た
ち
の
作
品
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
未
来
に
残

る
名
作
を
残
す
べ
く
、こ
の
今
に
お
い
て
、さ
ら

に
共
に
楽
し
み
な
が
ら
、
日
々
切
磋
琢
磨
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
十
年
後
、
今
に
も
増

し
て
神
漢
連
に
日
本
を
代
表
す
る
多
く
の「
詩

人
」が
活
躍
し
て
い
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

慶
賀
神
漢
連
創
立
二
十
年　
　
　
　
　
　
　

翔
堂

金
河
至
所
景
雲
生 

金
河
至
る
所
に
景
雲
生
じ

風
月
常
牽
無
限
情 

風
月
常
に
牽
く
無
限
の
情

二
十
年
來
詩
趣
溢 
二
十
年
来　
詩
趣
溢
る

此
應
能
使
後
人
驚 
此
れ
応
に
能
く
後
人
を
し
て
驚
か
し
む
べ
し

神
漢
連
創
立
二
十
周
年
を
祝
う

 

全
日
本
漢
詩
連
盟
会
長　

鷲
野 

正
明
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最
初
の
十
年
間（
二
〇
〇
六
年
〜
二
〇
一
六
年
）

の
歩
み

　

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟（
以
下
、
神
漢
連
）は
、
朝
日

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
横
浜
で
漢
詩
作
法
を
教
え
て

お
ら
れ
た
故
窪
寺
啓
先
生
の
御
指
導
と
、
全
日
本
漢

詩
連
盟
会
長
の
故
石
川
忠
久
先
生
の
ご
支
援
の
も

と
、二
〇
〇
六
年（
平
成
十
八
年
）十
月
十
四
日
に
初

代
会
長
・
故
中
山
清
氏
を
中
心
に
七
十
八
名
で
結
成

さ
れ
た
。

　

故
中
山
元
会
長
は
、「
全
日
本
漢
詩
連
盟
が
発
足

し
て
か
ら
は
や
三
年
を
経
過
し
、
組
織
拡
充
と
き
め

細
か
な
活
動
の
た
め
に
、
各
都
道
府
県
に
も
連
盟
を

つ
く
ろ
う
と
い
う
機
運
が
生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
相

協
力
し
て
、
漢
詩
文
化
の
振
興
は
勿
論
、
県
単
位
で

お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
文
化
行
事
に
も
対
応
が
の
ぞ

ま
れ
る
わ
け
で
す
。
関
東
地
域
で
も
、
群
馬
、
茨
城
、

東
京
、
千
葉
と
あ
い
つ
い
で
組
織
が
結
成
さ
れ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
情
勢
の
中
で
当
県
で
も
、

昨
年（
平
成
十
七
年
）秋
よ
り
有
志
の
方
々
と
相
談

し
て
準
備
に
着
手
し
、
今
年
に
入
り
ま
し
て
か
ら
は

準
備
委
員
が
集
ま
り
具
体
的
作
業
を
進
め
て
発
会
と

な
っ
た
次
第
で
す
」（「
漢
詩
神
奈
川
」創
刊
号
）と
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

　

驚
く
べ
き
こ
と
は
、
当
初
か
ら「
初
心
者
入
門
講

座
」（
漢
詩
入
門
講
座
）、「
研
修
会
」、「
吟
行
会
」が

企
画
実
施
さ
れ
て
お
り
、
現
在
に
い
た
る
ま
で
継
続

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
神
漢
連
は
順
調
に
発
展
し
、
創
立
十
周

年（
二
〇
一
六
年
、
平
成
二
十
八
年
）に
は
、
会
員
数

二
百
三
十
八
名（
二
〇
一
六
年
三
月
末
）と
な
っ
た
。

漢
詩
サ
ー
ク
ル
は
一
期
〜
十
期
と
岳
精
会
漢
詩
研

究
会
の
十
一
サ
ー
ク
ル
に
な
り
、
サ
ー
ク
ル
交
流
会

「
バ
ト
ル
漢
詩
甲
子
園
」も
四
回
開
催
さ
れ
た
。
ま
た

新
た
に
、
漢
詩
鑑
賞
会
と
し
て
大
簡
会（
輪
講
方
式
）

を
始
め
、「
Ａ
」、「
Ｂ
」、「
Ⅽ
」、霧
笛
女
子
会
が
順
次

発
足
し
た
。

　

神
漢
連
発
足
四
年
目
に
は
横
浜
開
港
百
五
十
周
年

記
念
全
国
漢
詩
大
会
を
開
催
し
、
さ
ら
に
十
周
年
に

は
中
華
街
と
コ
ラ
ボ
し
て
中
華
街
・
中
華
料
理
を
詩

題
と
し
た
全
国
漢
詩
大
会
を
開
催
し
た
。
神
奈
川
清

韻
は
第
一
集（
八
十
八
首
）、
第
二
集（
百
三
首
）を

発
刊
し
た
。
ま
た
、
神
漢
連
叢
書
と
し
て
、「
七
言
絶

句
こ
こ
か
ら
一
歩
―
佩
文
齋
詠
物
詩
選
七
絶
抄
」「
歩

こ
う
神
奈
川　

漢
詩
八
十
景
」を
出
版
し
た
。
さ
ら

に
、
十
年
間
途
切
れ
る
こ
と
な
く
年
二
回
会
報「
漢

詩
神
奈
川
」が
発
刊
さ
れ
、
全
国
の
漢
詩
連
盟
に
先

駆
け
て
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
を
開
設
し
た
。
ま
た
、
全
国

漢
詩
大
会
で
は
二
〇
一
二
年
に
故
石
川
省
吾
氏
が
文

部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
る
な
ど
、
多
く
の
方
々

が
入
賞
・
入
選
さ
れ
て
き
た
。

　

尚
、
会
長
は
初
代
故
中
山
清
氏
か
ら
二
代
岡
崎
満

義
氏
と
引
き
継
が
れ
、
事
務
局
長
は
、
故
田
原
健
一

氏
に
始
ま
り
、
故
桜
庭
慎
吾
氏
、
三
村
公
二
氏
と
引

き
継
が
れ
て
き
た
。

神
漢
連
の
良
き
伝
統

　

最
初
の
十
年
間
の
歩
み
を
振
り
返
る
と
、
神
漢
連

は
以
下
の
三
原
則
の
も
と
発
展
し
て
き
た
と
認
識
し

て
い
る
。

一
． 

多
様
な
人
材
が
集
ま
り
、
そ
の
意
見
・
経
験
が

生
か
さ
れ
る
。

二
． 「
漢
詩
を
学
ぶ
、
漢
詩
で
遊
ぶ
」を
モ
ッ
ト
ー
と

す
る
。

三
． 

毎
年「
漢
詩
入
門
講
座
」を
開
催
し
て
新
規
会

員
を
迎
え
入
れ
、
さ
ら
に
同
期
漢
詩
サ
ー
ク
ル

を
結
成
す
る
。

　

第
一
項
の
多
様
性
に
つ
い
て
は
、
趣
味
で
は
詩
吟

や
書
道
の
愛
好
家
な
ど
、
現
役
時
代
は
民
間
企
業
・

役
所
・
学
校
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
文
科
系
・
理
科
系
、

男
性
・
女
性
、
Ｉ
Ｔ
に
強
い
人
・
中
国
語
に
堪
能
な

人
な
ど
…
。
こ
の
よ
う
な
多
様
性
が
あ
る
の
で
、
各

漢
詩
サ
ー
ク
ル
に
は
活
気
が
あ
り
、
ま
た
最
近
で
は

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
用
い
た
諸
活
動
や
七
絶
推
敲
表
の
開

発
・
活
用
な
ど
に
繋
が
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

神
漢
連
二
十
年
史
「
こ
の
十
年
の
歩
み
」
概
要 

会
長　

香
取
和
之
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第
二
項
の
モ
ッ
ト
ー
に
つ
い
て
は
、
私
は
以
下
の

よ
う
に
受
け
と
め
て
い
る
。

①
我
々
は
漢
詩
を
熱
心
に
、
且
つ
の
び
や
か
に
ゆ
っ

た
り
と
学
び
、
そ
し
て
豊
か
な
人
生
を
送
る
た
め

の
一
助
と
し
て
い
る
。
珠
玉
の
詩
句
へ
の
感
動
、

生
活
の
う
る
お
い
、
描
写
の
妙
に
触
れ
る
こ
と
、

名
所
旧
跡
訪
問
の
楽
し
み
…
。

② 

漢
詩
を
学
ぶ
活
動
の
な
か
に
、
常
に
漢
詩
を
楽
し

み
、遊
ぶ
要
素
を
取
り
入
れ
る
。「
オ
ン
ラ
イ
ン
吟

行
会
」、「
自
詠
自
書
」、「
自
詠
自
吟
」な
ど
。

　

第
三
項
は「
金
港
方
式
」と
し
て
、故
石
川
忠
久
先

生
か
ら
お
褒
め
の
言
葉
を
頂
い
た
も
の
で
す
。

① 

毎
年
四
月
か
ら
五
月
に
数
回
の「
漢
詩
入
門
講

座
」を
開
催
し
、
古
今
の
名
詩
を
鑑
賞
す
る
と
共

に
、「
だ
れ
に
も
で
き
る
漢
詩
の
作
り
方
」を
用
い

て
、七
言
絶
句
を
一
首
作
れ
る
よ
う
に
な
る
。

② 

や
り
方
と
し
て
は
、
講
義
と
共
に
、
神
漢
連
の
会

員
が
数
名
の
少
人
数
グ
ル
ー
プ
毎
に
実
作
指
導

を
行
う
。

③ 

更
に
、
新
会
員
が
同
期
の
サ
ー
ク
ル
を
作
り
、
そ

こ
に
作
詩
レ
ベ
ル
の
高
い
会
員
を
講
師
と
し
て

派
遣
し
、作
詩
の
学
習
を
自
主
的
に
続
け
る
。

こ
の
よ
う
に
、
神
漢
連
に
は
諸
先
輩
が
築
き
上
げ
た

よ
き
伝
統
が
あ
り
、
そ
れ
を
大
切
に
し
な
が
ら
時
代

の
変
化
に
も
対
応
し
て
い
る
。

こ
の
十
年
間（
二
〇
一
六
年
〜
二
〇
二
六
年
）

の
歩
み

　

こ
の
十
年
間
の
歩
み
の
詳
細
は
各
記
事
に
記
す

が
、本
原
稿
で
は
そ
の
概
要
を
記
す
。

一
．漢
詩
入
門
講
座
と
漢
詩
サ
ー
ク
ル

　

一
般
の
人
向
け
の
漢
詩
入
門
講
座
は
内
容
を
見

直
し
な
が
ら
毎
年
四
・
五
月
に
開
催
さ
れ
、
本
年
は

第
二
十
回
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
漢
詩
サ
ー
ク
ル

第
二
十
期
が
発
足
し
た
。
漢
詩
サ
ー
ク
ル
は
神
漢
連

活
動
の
中
核
で
あ
る
が
、
会
員
の
高
齢
化
な
ど
に
よ

る
各
サ
ー
ク
ル
員
の
減
少
や
、
講
師
の
高
齢
化
に
よ

る
退
任
に
よ
り
、
統
廃
合
を
繰
り
返
し
て
現
在
十
六

サ
ー
ク
ル
で
あ
る
。

二
．漢
詩
鑑
賞

　

漢
詩
講
演
会
を
春
の
総
会
時
と
秋
の
二
回
開
催
し

て
お
り
、
会
員
以
外
に
も
開
放
し
て
い
る
。
会
員
の

漢
詩
鑑
賞
会
と
し
て
は
、大
簡
会（
輪
講
方
式
）を
始

め
、「
Ａ
」、「
Ｂ
」、「
Ⅽ
」、霧
笛
女
子
会
を
継
続
す
る

と
共
に
、漢
詩
鑑
賞
入
門
講
座（
鑑
賞
会
Ⅾ
）を
昨
年

五
月
に
開
講
し
た
。
こ
れ
は
以
下
の
漢
詩
学
習
計
画

の
一
環
で
も
あ
る
。

三
．漢
詩
学
習

　

漢
詩
学
習
計
画
と
し
て
は
、
初
級
者（
入
会
後
数

年
を
想
定
）、
中
級
者（
全
国
大
会
入
選
レ
ベ
ル
）、

上
級
者（
全
国
大
会
特
別
賞
受
賞
レ
ベ
ル
）に
区
分

し
て
進
め
つ
つ
あ
る
。

① 

初
級
者
…
「
鑑
賞
入
門
講
座
」の
新
設
、
さ
ら
に

「
作
詩
の
為
の
漢
文
法
」「
捜
韻
の
使
い
方
」「
七
絶

推
敲
表
の
使
い
方
」等
の
講
習
会
を
定
例
化
す

る
。

② 

中
上
級
者
…
神
漢
連
内
で
の
切
磋
琢
磨
と
共
に
、

全
国
漢
詩
大
会
へ
積
極
的
に
応
募
す
る
こ
と
や
、

斯
文
会
や
二
松
詩
文
会
な
ど
外
部
で
の
作
詩
指

導
も
受
け
る
よ
う
に
勧
め
る
。

四
．研
修
会
、吟
行
会
・
オ
ン
ラ
イ
ン
吟
行
会

　

研
修
会
は
コ
ロ
ナ
流
行
に
よ
り
開
催
さ
れ
な
い

年
も
あ
っ
た
が
、
近
年
は
十
二
月
開
催
と
再
び
定
着

し
て
い
る
。
吟
行
会
は
準
備
の
大
変
さ
か
ら
通
年
で

は
実
施
し
な
い
事
と
し
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
活
用
し
た
オ

ン
ラ
イ
ン
吟
行
会
を
十
五
周
年
記
念
行
事
と
し
て
始

め
、年
二
回
開
催
と
定
例
化
し
て
い
る
。

五
．神
辞
会
、自
詠
自
書

　
「
神
辞
会
」を
発
足
さ
せ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
Ａ
Ｉ
、
Ｐ
Ⅽ
／
モ
バ
イ
ル
端
末
ツ
ー
ル
を
整
備
し

て
漢
詩
創
作
の
一
助
と
す
る
取
り
組
み
を
始
め
た
。

「
七
絶
推
敲
表
」は
そ
の
成
果
の
一
つ
で
あ
る
。
神
漢

連
に
は
長
年
の
活
動
を
通
じ
て
、
漢
詩
鑑
賞
・
創
作

に
関
す
る
貴
重
な
資
料
が
蓄
積
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

ら
を
体
系
化
し
て「
神
漢
連
図
書
館
」を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
内
に
構
成
し
た
。「
自
詠
自
書
」へ
の
取
り
組
み
と

し
て
は
、
同
展
示
会
を
総
会
に
合
わ
せ
て
年
一
回
開

催
し
て
い
る
。

六
．広
報
、刊
行

　

広
報
と
し
て
は
、会
報「
漢
詩
神
奈
川
」を
一
月
と

七
月
の
年
二
回
発
行
し
て
、
神
漢
連
の
活
動
を
分
か

り
易
く
伝
え
る
と
共
に
、
出
来
る
だ
け
多
く
の
会
員
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会
長
、
第
四
代
香
取
和
之
と
引
き
継
が
れ
た
。
事
務

局
長
は
、
高
津
有
二
氏
、
久
川
憲
四
郎
氏
と
引
き
継

が
れ
た
。
運
営
委
員
会
は
毎
月
開
催
さ
れ
て
い
る
。

理
事
会
は
年
一
回
主
と
し
て
紙
上
審
議
で
行
わ
れ
て

い
る
。
総
会
は
年
一
回
開
催
さ
れ
、
引
き
続
き
漢
詩

講
演
会
を
開
催
し
、
夜
は
会
員
同
志
の
親
睦
を
図
る

懇
親
会
を
行
っ
て
い
る
。

　

神
漢
連
の
年
会
費
は
こ
の
十
年
間
二
千
円
に
据
え

置
か
れ
て
い
る
が
、
関
係
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
よ
り
何
と
か
健
全
な
収
支
を
維
持
し
て
い
る
。
故

田
原
健
一
氏
か
ら
は
多
額
の
寄
付
を
頂
い
て
、
田
原

基
金
を
設
立
し
、
出
版
事
業
他
に
活
用
さ
せ
て
頂
い

て
い
る
。
ま
た
十
五
周
年
・
二
十
周
年
記
念
事
業
な

ど
特
定
の
大
型
イ
ベ
ン
ト
時
に
は
多
数
の
会
員
か
ら

寄
付
を
頂
い
て
い
る
。

今
後
の
課
題

　

会
員
数
は
今
後
減
少
す
る
と
思
わ
れ
、
会
の
運
営

の
ス
リ
ム
化
が
増
々
求
め
ら
れ
る
と
予
想
さ
れ
る
。

ま
た
、
会
員
及
び
各
会
講
師
の
高
齢
化
に
よ
り
、
神

漢
連
の
運
営
は
年
々
厳
し
く
な
る
と
思
わ
れ
る
。
更

に
、
サ
ー
ク
ル
等
で
の
漢
詩
研
修
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
、
若
年
次
の
サ
ー
ク
ル
会
員
に
よ
る
主
体
的
活

動
、
Ｉ
Ｔ
環
境
を
駆
使
し
た
運
営
効
率
化
、
若
年
層

の
会
員
勧
誘
と
、
課
題
は
尽
き
な
い
が
、
着
実
に
進

め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

尚
、こ
の
よ
う
な
環
境
に
あ
っ
て
も
、前
述
の「
神

漢
連
の
良
き
伝
統
」に
基
づ
い
て
活
動
す
れ
ば
、
神

漢
連
の
将
来
に
は
活
路
が
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
。

年
と
二
〇
二
六
年
に
、
ま
た
全
日
本
漢
詩
大
会
で
高

橋
純
子
氏
が
二
〇
二
五
年
に
、
文
部
科
学
大
臣
賞

を
受
賞
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
神
漢
連
と
し
て

二
〇
一
八
年
に
中
国
大
陸
、
二
〇
一
九
年
に
台
湾
に

漢
詩
ツ
ア
ー
を
行
っ
た
。
十
五
周
年
記
念
行
事
で
は

オ
ン
ラ
イ
ン
吟
行
会
、
漢
詩
自
由
訳
コ
ン
ク
ー
ル
や

記
念
グ
ッ
ズ
な
ど
多
く
の
新
企
画
を
行
っ
た
。「
令

和
六
年
度
全
日
本
漢
詩
大
会
神
奈
川
大
会
」で
は
神

漢
連
会
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
、
盛
大
な
式

典
、交
流
懇
親
会
、吟
行
会
を
成
功
裏
に
完
遂
し
た
。

　

会
員
制
度
で
は
、
漢
詩
に
学
術
的
専
門
知
識
を
有

す
る
先
生
方
を
特
別
会
員
と
し
て
お
迎
え
す
る
こ
と

に
し
た
。
尚
、
詩
力
の
高
い
ベ
テ
ラ
ン
会
員
は
竹
林

舎
友
と
し
て
顕
彰
し
、
後
輩
へ
の
指
導
を
お
願
い
し

て
い
る
。

八
．神
漢
連
の
運
営

　
「
神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
規
約
」は
二
〇
二
五
年
に

大
幅
な
見
直
し
を
行
っ
た
。

① 

若
手
会
員
勧
誘
の
一
環
と
し
て
、「
Ｕ
23
会
員
」

（
会
費
無
料
）を
新
設
す
る
。

② 

九
十
歳
以
上
の
会
員
が
継
続
し
易
く
す
る
為
に
、

原
則
終
身
会
員
と
し
て
新
た
な
会
費
不
要
と
す

る
。

　

会
員
数
は
二
〇
二
六
年
三
月
末
で
、
二
百
三
十
六

名
と
十
年
前
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
会
員
の
世
代
交

代
は
否
応
な
し
に
進
ん
で
お
り
、
田
原
健
一
氏
、
城

田
六
郎
氏
、
桜
庭
慎
吾
氏
は
じ
め
多
く
の
方
が
鬼
籍

に
入
ら
れ
た
。

　

尚
、
こ
の
十
年
間
で
会
長
は
、
第
三
代
三
村
公
二

の
声
が
伝
わ
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
大
幅
刷
新
し
て
、
神
漢
連
の
全

分
野
の
活
動
が
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
全
会
員
に
伝
わ
る

よ
う
に
な
り
、
ま
た
会
報
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
な
ど
過

去
の
記
録
の
ア
ー
カ
イ
ブ
と
し
て
機
能
も
果
た
し
て

い
る
。
神
漢
連Y

ouT
ube

と
し
て
は
、
漢
詩
講
演

会
な
ど
の
様
子
が
登
録
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
参
加

出
来
な
か
っ
た
人
も
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

尚
、
漢
詩
入
門
講
座
や
漢
詩
講
演
会
の
Ｐ
Ｒ
と
し

て
は
、
神
奈
川
県
や
横
浜
市
の
教
育
委
員
会
の
後
援

を
得
て
、
分
か
り
易
く
見
栄
え
の
い
い
チ
ラ
シ
を
毎

回
作
成
し
て
配
布
す
る
こ
と
が
定
着
し
た
。

　

刊
行
と
し
て
は
、
神
奈
川
清
韻
は
二
〇
二
一
年
度

に
第
三
集（
百
四
十
首
）、
二
〇
二
六
年
度
に
第
四
集

（
百
四
十
四
首
）を
発
行
し
た
。
ま
た
二
〇
二
〇
年
度

に
は「
コ
ロ
ナ
禍
克
服
を
目
指
し
て
」漢
詩
集
を
発

行
し
た
。神
漢
連
叢
書
と
し
て
は
、「
だ
れ
で
も
わ
か

る 

七
言
絶
句
こ
こ
か
ら
一
歩
」上
・
下
、
及
び「
平

成
の
漢
詩
遊
び
」を
出
版
し
た
。

七
．特
記
事
項

　

二
〇
二
〇
年
二
月
勃
発
の
コ
ロ
ナ
流
行
は
、
行
動

制
限
に
よ
り
、
漢
詩
サ
ー
ク
ル
・
鑑
賞
会
の
対
面
式

例
会
の
休
会
を
何
か
月
も
余
儀
な
く
さ
せ
、
神
漢
連

活
動
を
大
き
く
低
下
さ
せ
た
。
し
か
し
そ
の
結
果
、

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
の
利
用
が
一
般
化
し
て
そ
の
利
便
さ
が
認

め
ら
れ
、漢
詩
鑑
賞
会
Ａ
、Ｂ
、
Ⅽ
、大
簡
会
は
Ｚ
Ｏ

Ｏ
Ｍ
方
式
に
切
り
替
わ
っ
た
。

　

こ
の
十
年
で
特
筆
す
べ
き
は
、
全
国
漢
詩
の
祭
典

で
故
城
田
六
郎
氏
と
和
田
肇
允
氏
が
各
々
二
〇
二
〇
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寄
稿
…
ス
マ
ホ
は
持
た
な
い

元
会
長　

岡
崎
満
義

　　

私
は〝
先
生
運
〞が
い
い
。小
学
校
一
年
の
と
き
の

長
谷
先
生
、
中
学
時
代
の
田
中
弥
寿
助
先
生
、
高
校

時
代
の
香
川
正
晴
先
生
、
大
学
時
代
の
田
中
美
知
太

郎
先
生
。
社
会
人
に
な
っ
て
も
、
横
浜
の
朝
日
カ
ル

チ
ャ
ー
教
室
で
漢
詩
実
作
を
習
っ
た
窪
寺
啓
先
生
、

文
藝
春
秋
編
集
長
時
代
に
、
上
智
大
学
で
広
報
委
員

に
な
っ
た
と
き
、
石
川
忠
久
先
生
に
出
会
っ
た
こ

と
。

　

雑
誌
編
集
者
と
し
て
も
、
い
い
作
家
に
出
会
っ

た
。
松
本
清
張
、
三
浦
哲
郎
、
笹
沢
左
保
、
永
六
輔
、

和
田
誠
の
諸
先
生
。こ
ん
な
好
運
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
も
そ
ん
な
中
で
生
ま
れ
た
。
神

奈
川
の
漢
詩
好
き
の
人
た
ち
と
、
楽
し
い
学
習
を
つ

づ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
私
は
雑
誌
編
集
者
時
代
、

編
集
会
議
で
感
じ
た
こ
と
は
、
自
分
の
頭
だ
け
で
考

え
た
プ
ラ
ン
は
、
す
ぐ
底
を
つ
く
こ
と
だ
っ
た
。
他

人
の
頭
を
借
り
る
こ
と
が
、
私
の
解
決
法
だ
っ
た
。

と
に
か
く
人
に
会
う
。
人
に
会
っ
て
話
を
聞
く
の
が

編
集
者
の
第
一
の
仕
事
だ
と
思
っ
た
。

　

始
め
て
会
う
人
に
は
ま
ず
手
紙
を
書
く
。
そ
の
上

で
電
話
を
す
る
。
作
家
の
堀
田
善
衛
さ
ん
の
奥
様
が

「
あ
な
た
は
ま
ず
手
紙
を
く
れ
た
方
ね
。
私
が
責
任

も
っ
て
エ
ッ
セ
イ
を
書
か
せ
ま
す
」と
、
ほ
め
て
く

れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
あ
る
作
家
が

「
自
筆
の
手
紙
を
書
く
こ
と
は
、
人
生
の
大
事
」と
書

い
て
い
た
文
章
を
読
ん
で
、
私
は
深
く
同
感
。
今
も

ス
マ
ホ
は
持
た
ず
に
、
通
信
手
段
は
手
紙
と
葉
書
。

近
く
の
郵
便
局
に
葉
書
と
切
手
を
よ
く
買
い
に
行

く
の
で
、
と
き
に
ア
メ
玉
を
一
つ
く
れ
る
。
も
っ
と

も
、
生
命
保
険
の
お
ば
さ
ん
に
は「
そ
ん
な
妙
な
我

を
張
ら
ず
に
、
ス
マ
ホ
を
持
っ
て
み
れ
ば
、
人
生
も

変
わ
っ
て
き
ま
す
よ
」と
、笑
わ
れ
て
い
る
。

　

ス
マ
ホ
全
盛
時
代
に
な
っ
て
、
雑
誌
が
売
れ
な
く

な
り
、
出
版
社
は
弱
っ
て
い
る
。
ス
マ
ホ
は
雑
誌
殺

し
の
親
玉
だ
か
ら
、
私
は
持
た
な
い
。
ス
マ
ホ
を
通

さ
ず
に
、
直
接
人
と
会
っ
て
雑
談
を
す
る
こ
と
が
、

私
の
人
生
だ
と
思
っ
て
い
る
。

（
参
考
）社
会
的
な
浮
力
を
つ
け
よ
う

「
神
漢
連
十
年
の
歩
み
」の
刊
行
に
あ
た
っ
て

（
会
報
二
十
号
の
再
録
）

　

私
が
漢
詩
を
学
び
始
め
た
の
は
出
版
社
を
リ
タ
イ

ア
し
て
三
年
目
の
六
十
五
歳
の
と
き
。
そ
の
後
、
全

日
本
漢
詩
連
盟
、
神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
の
創
立
に
か

か
わ
る
幸
運
を
得
た
。
漢
詩
に
か
か
わ
る
こ
と
で
私

は
両
手
で
受
け
て
も
こ
ぼ
れ
る
ほ
ど
の
果
実
を
も

ら
っ
た
。

　

才
能
豊
か
な
人
材
が
神
漢
連
に
次
々
に
集
ま
っ
て

く
る
様
を
、
私
は
驚
き
、
う
れ
し
く
思
い
、
手
を
た

ず
さ
え
て
活
動
し
て
き
た
こ
と
を
あ
り
が
た
い
と

思
っ
て
い
る
。「
漢
詩
を
学
ぶ
、
漢
詩
で
遊
ぶ
」を
神

漢
連
の
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
、
の
び
や
か
に
、
ゆ
っ
た

り
と
活
動
で
き
た
と
実
感
し
て
い
る
。
初
代
会
長
の

故
中
山
清
さ
ん
の〝
誠
実
ま
じ
め
路
線
〞を
ふ
み
は

ず
さ
な
い
よ
う
に
、
そ
こ
に
遊
び
の
要
素
も
加
え
て

進
ん
で
い
く
方
向
性
が
は
っ
き
り
し
て
き
た
よ
う
に

思
う
。

　

ス
ー
パ
ー
少
子
高
齢
化
単
身
者
社
会
と
し
て
の

日
本
は
世
界
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
、
も
は
や
お
手

本
と
す
る
国
は
な
い
。
手
探
り
で
生
き
の
び
る
道
筋

を
探
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。医
療
、年
金
、

福
祉
の
重
み
が
ず
っ
し
り
と
若
い
世
代
の
肩
に
か

か
っ
て
く
る
。
高
齢
者
が
社
会
的
お
荷
物
に
な
ら
な

い
た
め
に
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。
私
は
遊
ぶ
こ
と

で
社
会
的
な
浮
力
が
つ
い
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
る
。
日
本
型
の
ホ
モ
・
ル
ー
デ
ン
ス（
遊

ぶ
人
）の
道
を
探
索
し
て
み
た
い
。
神
漢
連
の
活
動

も
そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
。
一
人
遊
び
も
よ
い
。
み

ん
な
で
輪
に
な
っ
て
遊
べ
た
ら
も
っ
と
面
白
く
、
浮

力
も
増
す
だ
ろ
う
。

　

こ
ん
ど
神
漢
連
十
年
史
を
編
ん
だ
の
は
、
単
に
十

年
の
歴
史
を
記
録
す
る
た
め
で
は
な
く
、
温
故
知

新
、
古
き
を
あ
た
た
め
て
新
し
き
を
知
る
、
さ
ら
に

未
来
に
向
け
て
の
活
動
ス
タ
イ
ル
を
考
え
る
た
め
で

あ
る
。
こ
の
十
年
史
が
会
員
の
み
な
さ
ん
一
人
一
人

の
チ
エ
を
ひ
き
出
し
、「
漢
詩
を
学
ぶ
、
漢
詩
で
遊

ぶ
」の
さ
ら
に
具
体
的
な
ス
タ
イ
ル
を
作
り
出
す
手

立
て
の
一
つ
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。
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会
長
時
代
の
思
い
出

 

前
会
長　

三
村
公
二

　

二
〇
一
七
年
か
ら

六
年
間
、
会
長
を
務
め

た
の
で
あ
る
が
、
会
長

時
代
よ
り
そ
の
前
の

事
務
局
長
時
代
の
方

が
仕
事
し
た
と
い
う

思
い
が
強
く
、
会
長
時

代
の
六
年
間
、
何
を
や
っ
た
か
と
問
わ
れ
る
と
、
よ

く
思
い
出
せ
な
い
。
事
務
局
長
の
時
は
自
ら
先
頭
に

立
っ
て
活
動
し
て
き
た
が
、
会
長
時
代
は
隠
れ
た
人

材
の
発
掘
を
一
つ
の
目
標
に
し
て
い
た
関
係
も
あ

り
、
皆
さ
ん
に
仕
事
を
お
願
い
し
て
や
っ
て
頂
い
て

い
た
為
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

岡
崎
前
会
長
が
引
退
さ
れ
る
事
が
明
ら
か
に
な
っ

た
二
〇
一
七
年
の
理
事
会
で
、
岡
崎
会
長
は
ご
欠
席

で
手
紙
だ
っ
た
が
、
後
任
の
会
長
に
は
三
村
、
事
務

局
長
に
は
高
津
を
推
薦
し
た
い
と
書
い
て
あ
っ
た
。

会
長
候
補
に
は
も
っ
と
適
任
な
方
が
沢
山
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
の
で
、
正
直
な
所
そ
の
時
は
辞
退
す
る
つ

も
り
で
あ
っ
た
。
所
が
、
窪
寺
先
生
か
ら
皆
が
応
援

し
て
く
れ
る
か
ら
引
き
う
け
な
さ
い
、
と
い
わ
れ
、

そ
れ
ま
で
事
務
局
長
と
し
て
携
わ
っ
て
き
た
路
線
に

従
っ
て
運
営
す
れ
ば
よ
い
の
だ
、
と
思
っ
て
引
き
受

け
る
決
心
を
し
た
。

　

先
ず
は
岡
崎
前
会
長
が
提
唱
さ
れ
た「
漢
詩
を
学

ぶ
、
漢
詩
で
遊
ぶ
」を
基
本
に
置
い
て
、
神
漢
連
の

強
い
所
、
弱
い
所
を
今
一
度
見
直
し
て
み
よ
う
と
考

え
た
。
誰
し
も
が
認
め
る
神
漢
連
の
強
い
所
、
故
石

川
忠
久
先
生
に
も
褒
め
ら
れ
た「
入
門
講
座
」と「
鑑

賞
会
」、さ
ら
に
は
、会
報
、Ｈ
Ｐ
等
の
一
層
の
強
化
・

充
実
を
図
る
事
が
課
題
で
あ
っ
た
が
、
よ
く
よ
く
見

直
し
て
み
る
と
、例
え
ば
、鑑
賞
会
Ａ
、Ｂ
、Ｃ
共
に
、

高
齢
化
に
伴
う
責
任
者
の
交
代
、
内
容
の
変
更
の
時

期
に
来
て
い
た
の
で
、
そ
の
対
策
が
必
要
で
あ
っ

た
。

　
一
方
、
新
し
い
取
り
組
み
と
し
て
、「
ス
マ
ホ
で
漢

詩
」の
言
葉
で
代
表
さ
れ
る
Ｐ
Ｃ
を
ベ
ー
ス
に
し
た

「
神
辞
会
」を
立
ち
上
げ
た
。そ
の
結
果
、Ａ
Ｉ
の
活
用

に
い
た
る
ま
で
の
様
々
な
開
発
・
提
唱
が
な
さ
れ
た
。

　

神
漢
連
の
弱
い
所
は
、
漢
詩
を
学
問
レ
ベ
ル
で
理

解
で
き
る
人
材
が
い
な
い
事
で
あ
ろ
う
。
こ
の
課
題

の
強
化
策
と
し
て
、顧
問
の
故
石
川
忠
久
先
生
、（
残

念
な
が
ら
期
中
に
亡
く
な
ら
れ
た
の
で
後
任
の
）鷲

野
正
明
先
生
、
窪
寺
啓
先
生
に
加
え
て
、
市
川
桃
子

先
生
、
後
藤
淳
一
先
生
、
高
芝
麻
子
先
生
、
独
力
で

詩
語
集
を
作
ら
れ
た
菅
原
武
先
生
に「
特
別
会
員
」

に
な
っ
て
頂
い
て
助
言
を
頂
く
体
制
を
構
築
し
た
。

例
え
ば
、
高
芝
先
生
に「
漢
文
法
基
礎
講
座
」を
開

催
し
て
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
の
漢
詩
基
礎
レ
ベ
ル
の

ア
ッ
プ
を
図
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
体
制
の
十
分
な

活
用
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
事
は
残
念
で
あ
っ
た
。

　

在
任
中
の
最
も
大
き
な
事
件
は
コ
ロ
ナ
が
蔓
延

し
、
対
面
で
の
打
ち
合
わ
せ
・
会
合
が
開
催
出
来
な

く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
窮
す
れ
ば
通
ず
の
例
え
通

り
、神
辞
会
の
人
達
の
提
案
で
、Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
会
議
が
創

設
さ
れ
、Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
ホ
ス
ト
も
育
ち
、今
で
は
神
漢
連

に
定
着
し
て
鑑
賞
会
は
全
て
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
開
催
に
な
っ

て
い
る
。怪
我
の
功
名
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

事
務
局
長
時
代
の
思
い
出前

事
務
局
長　

高
津
有
二

　

二
〇
一
七
年
、
事
務

局
長
の
お
話
が
あ
っ

た
時
、
会
社
定
年
後
に

色
ん
な
趣
味
に
手
を

出
し
て
い
た
こ
と
と
、

果
た
し
て
自
分
に
出

来
る
か
な
と
い
う
不

安
も
あ
っ
て
、
お
断
り
し
た
の
だ
が
、
神
漢
連
創
立

以
来
、
ご
尽
力
し
て
こ
ら
れ
た
故
田
原
副
会
長
か
ら

の
心
強
い
一
言
で
、お
引
き
受
け
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

三
村
会
長
の
も
と
で
六
年
間
、
役
員
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
と
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
で
何
と
か
お
役

目
を
果
た
せ
た
か
な
と
懐
か
し
く
思
い
出
し
て
い

る
。

　

生
憎
と
コ
ロ
ナ
禍
に
遭
遇
し
、
そ
れ
な
り
に
活
動

に
制
約
も
あ
っ
た
が
、
故
石
川
忠
久
先
生
と
ご
一
緒

し
た
吟
行
会
、
バ
ト
ル
漢
詩
甲
子
園
、
中
国
西
安
、

敦
煌
、
台
湾
の
漢
詩
ツ
ア
ー
、
高
芝
先
生
の「
漢
文

法
基
礎
講
座
」、
ス
マ
ホ
・
パ
ソ
コ
ン
時
代
を
迎
え

て
、
鑑
賞
会
に
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
方
式
の
導
入
、
神
辞
会
の

立
ち
上
げ
な
ど
、思
い
出
は
尽
き
な
い
。

　

神
漢
連
は
、
全
日
本
漢
詩
連
盟
の
中
で
は
最
多
の

会
員
を
有
し
、
最
も
活
発
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
県

連
で
あ
る
。
会
員
の
皆
さ
ん
は
、
漢
詩
を
学
ぶ
こ
と

の
楽
し
さ
を
満
喫
し
て
い
た
だ
き
、
県
連
と
し
て
は

漢
詩
文
化
の
伝
統
を
絶
や
す
こ
と
な
く
、
発
展
さ
せ

て
い
く
た
め
に
、
全
国
の
先
頭
に
立
っ
て
活
動
し
て

頂
く
こ
と
を
衷
心
よ
り
お
願
い
し
て
や
ま
な
い
。
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漢
詩
入
門
講
座
と

漢
詩
サ
ー
ク
ル

漢
詩
入
門
講
座

―
「
金
河
新
様
式
」を
模
索
し
て
―

副
会
長　

新
井
治
仁

　

入
門
講
座
の
こ
の

十
年
を
下
段
の
実
施

状
況
表
か
ら
、
振
り

返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
、
受
講
者
数
で
す

が
、
十
一
期
か
ら
順
調

に
応
募
者
が
増
加
の

後
、
令
和
二
年
に
コ
ロ
ナ
蔓
延
の
緊
急
事
態
宣
言
と

な
り
、
長
い
警
戒
時
期
に
入
り
ま
し
た
。
世
界
的
な

規
模
で
の
人
流
の
停
止
、死
者
数
の
拡
大
は
、二
十
一

世
紀
の
歴
史
に
刻
ま
れ
る
出
来
事
で
、一
時
は「
漢
詩

ど
こ
ろ
で
は
な
い
」と
心
配
し
た
も
の
で
す
。

　

そ
れ
で
も
十
五
期
、
十
六
期
と
、
何
と
か
講
師
、

参
加
者
の
ご
協
力
で
講
座
日
程
の
繰
り
延
べ
な
ど
織

り
込
み
な
が
ら
サ
ー
ク
ル
結
成
を
維
持
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
間
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る
例
会
、
連

盟
発
行
の「
コ
ロ
ナ
禍
克
服
を
目
指
し
て
」詩
集
な

ど
で
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
、
一

年
次
も
欠
か
す
こ
と
無
く
た
す
き
を
渡
す
の
に
大
い

に
役
立
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

　

令
和
六
年
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
の「
光
る
君
へ
」が
ブ
ー
ム
と

な
り
定
員
四
十
名
を
は
る
か
に
オ
ー
バ
ー
す
る
応

募
を
い
た
だ
き
、
翌
年
ま
で
お
待
ち
い
た
だ
く
盛
況

で
、
初
め
て
男
女
比
率
も
女
性
が
多
数
と
な
っ
て
、

現
代
版
紫
式
部
志
向
の
盛
り
上
が
り
を
感
じ
た
も
の

で
し
た
。
サ
ー
ク
ル
入
会
率
は
各
年
次
で
異
な
り
ま

す
が
、
近
年
確
実
に
、
定
年
退
職
者
の
方
々
で
も
第

二
の
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
、
漢
詩
を
趣
味
と
し
た
い

と
の
ご
希
望
に
多
く
接
し
ま
す
。 

　

ま
た
、
従
来
に
も
増
し
て
詩
吟
、
書
道
、
書
画
な

ど
の
経
験
者
で
、
改
め
て
漢
詩
を
学
び
、
融
合
一
体

化
し
て
、
文
化
領
域
を
拡
大
し
、
そ
の
見
識
を
深
掘

り
し
た
い
と
の
思
い
で
参
加
さ
れ
る
方
が
増
え
て
い

る
と
見
え
ま
す
。 

　

加
え
て
、
二
十
三
歳
以
下
の
若
年
者
向
け
に
年
会

費
無
料
化
、
ズ
ー
ム
の
土
日
開
催
な
ど
加
入
促
進
策

を
進
め
て
、
世
代
間
交
流
、
世
代
交
代
の
加
速
を
よ

り
具
体
化
し
て
い
く
べ
く
、
会
員
諸
氏
か
ら
更
な
る

ア
イ
デ
ィ
ア
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　

現
在
も
結
成
後
の
サ
ー
ク
ル
人
員
の
減
少
に
よ

り
、
サ
ー
ク
ル
合
併
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。今
後
、大
胆
に
サ
ー
ク
ル
構
成
を
ス
リ
ム
に
す
る

と
と
も
に
、
サ
ー
ク
ル
外
会
員
に
も
作
詩
、
鑑
賞
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
更
に
拡
げ
、
連
盟
内
の
い
ろ
い
ろ

な
交
流
機
会
を
設
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　

故
石
川
忠
久
先
生
は
神
漢
連
十
年
史
に
、
我
ら
の

先
輩
が
連
盟
設
立
後
、
す
ぐ
に
初
心
者
入
門
講
座
を

開
設
し
、
漢
詩
文
化
の
涵
養
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
を

「
金
河
新
様
式
」と
特
筆
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
十
年

で
ど
こ
ま
で
更
に
発
展
さ
せ
ら
れ
た
か
自
信
が
な
い

の
で
す
が
、新
た
な
詩
友
が
誕
生
す
る
ご
と
に
、「
受

け
継
い
で
良
か
っ
た
！
」と
し
み
じ
み
思
う
の
で
す
。 
　漢詩入門講座─10年の歩み─

受講年次 受講者数 卒業者数 サークル
名称

サークル
当初 人数 サークル当初講師 サークル

当初代表者
2017（H29）11期 12 12 詩林会 10 中島龍一・飯島敏雄 篠崎吉之
2018（H30）12期 20 8 干支会 8 三村公二・新井治仁 安田　茂
2019（R1）13期 25 15 令和会 14 水城まゆみ・松井秀人 竹村文孝
2020（R2）14期 25 不詳 志詩会 10 香取和之・牛山知彦 東島正樹
2021（R3）15期 17 不詳 逸語会 13 水城まゆみ・高田宗治 川喜田　康
2022（R4）16期 14 14 既望会 9 高津有二・白石信隆 内山早奈江
2023（R5）17期 26 20 いななき会 9 新井治仁・東島正樹 吉池　純
2024（R6）18期 40 28 壱八会 11 松井秀人・木村　孝 佐野輝美
2025（R7）19期 35 30 聚鳩会 16 久川憲四郎・高橋純子 北野ますみ
2026（R8）20期 24 19 二十期会 13 大森冽子・中村講二 吉田　登
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漢詩サークル一覧 2026/3/31現在

開始年、区分 サークル名 会員数 代表者 指導者 開催日 特記事項

2007年（H19）・１期
2018年（H30）・12期 金星干支会 7 五嶋美代子 三村公二

新井治仁
奇数月
第 2火

令和 3 年 11 月に、金星干支会として合流し 4 年
が経った。昨年 11 月に琵琶湖東三山へ吟行の旅
を決行した。

2008年（H20）・２期
2013年（H25）・７期
2014年（H26）・８期

三七八会 11 橋本孝一 中島龍一 奇数月
第 3水

3つの会が一緒になった。「皆若い」つもり。会員
の漢詩作成レベルは様々であり、人生経験も趣味
も色々な人の集まりである。

2009年（H21）・３期 好文会 8 高津有二 玉井幸久 偶数月
第 3木

令和 8 年 12 月に第百回例会を迎える。設立 5 年
目で「好文会詩集」を発刊して、令和元年
に第二集、令和 7年に第三集を発刊した。

2010年（H22）・４期
2012年（H24）・６期 詩游以文会 8 大森冽子 ー 偶数月

第 3火

詩游会、以文会共に単独で十年以上活動後、令和
7月 4 月に合併した。対面での会員の互評方式で
例会を行っている。

2011年（H23）・５期
2017年（H29）・11期 五友詩林会 8 白石信隆 住田笛雄 偶数月

第 2木

五友会は田原先生追悼詩集発行。詩林会は居酒屋
で懇親会が恒例。高齢化などでメンバー減少し、
令和 5年の 4月に両者が合併。

2012年（H24） 岳精会漢詩
研究会 8 家吉幸二 香取和之 偶数月

第 2水

定例会は、前回の例会時に頂いた「兼題」に基づき、
一度も休まず対面で勉強してきた。優れた自詠は
その場で自吟。漢詩は人生勉強。

2015年（H27）・９期 九詩期会 13 山口幸雄 水城まゆみ
高橋純子

奇数月
第 2木

2017 年中国江南漢詩ツアーを実施。5周年記念詩
集を刊行。サークル員が諸橋記念漢詩大会で諸橋
轍次賞を受賞。

2016年（H28） 千代田岳精会
漢詩研究部 9 田川行雄 香取和之 偶数月

第１木

平成 28 年、漢詩作成基礎講座を多数受講し、当
初 30 名で発足。批正後の作品はその場で吟じて
いる。

2016年（H28）・10期 十期会 7 蔦　清昭 高津有二 奇数月
第 3木

定例会は、自由題で提出された詩稿への批正を受
けて修正詩稿を提出。会員はほぼ 70 歳代の十年
間を一緒に研鑽してきた。

2019年（R1）・13期 令和会 9 中村講二 松井秀人 奇数月
第１火

令和元年に発足、翌年コロナ流行で休会。例会は
参加者間で 1対 1 批正を実施し、その後に講師が
指導を行う。

2020年（R2）・14期 志詩会 7 東島正樹 香取和之
牛山知彦

偶数月
第 3月

コロナ流行の年に漢詩入門講座を受講し、発足は
翌年。詩への志は今も変わらず。サークル員が漱
石記念漢詩大会で最優秀賞を受賞。

2021年（R3）・15期 逸語会 9 田内　隆 水城まゆみ
高田宗治

奇数月
第 1火

定例会はコロナの時期を含めて一度も休むことな
く、全て対面で行ってきた。毎回和気藹々とした
雰囲気で勉強している。

2022年（R4）・16期 既望会 7 内山早奈江 高津有二
白石信隆

偶数月
第 2火

課題詩を中心に学習し、意見交換を活発に行う。
令和 6年度全日本漢詩大会神奈川大会ではサーク
ル員が特別賞を受賞。

2023年（R5）・17期 いななき会 6 吉池　純 新井治仁
東島正樹

奇数月
第 3木

本会は、諸般の事情で令和 8年 3 月末をもって幕
を閉じた。白駒の を過ぐるが若く 3年という短
い歳月ではあったが、学ぶ形と場であった。

2024年（R6）・18期 壱八会 9 佐野輝美 松井秀人
木村　孝

偶数月
第 2火

「楽しくなければサークル活動ではない」をモッ
トーに活動している。漢詩力の向上についても切
磋琢磨していきたい。

2025年（R7）・19期 聚鳩会 15 北野ますみ 久川憲四郎
高橋純子

偶数月
第 4金

課題詩を中心に学習。作詩の為の漢文法入門講座
を受講。創立 20 周年式典では、高橋先生の文部
科学大臣賞受賞作を有志で吟詠予定。

計 16 サークル 141 奇数 7
偶数 9



11

漢詩神奈川神奈川県漢詩連盟会報　第40号 令和8（2026）年9月15日

き
ら
め
く
金
星
干
支
会

金
星
干
支
会
代
表　

五
嶋
美
代
子

　

金
星
会
と
干
支
会
が
合
流
し
て
今
の
金
星
干
支
会

が
で
き
た
の
は
、令
和
三
年（
二
○
二
一
年
）十
一
月

の
こ
と
で
し
た
。
そ
の
頃
は
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
で
顔

を
合
わ
せ
る
こ
と
も
難
し
い
状
況
が
続
い
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
合
流
に
は
約
一
年
の
時
間
が
か
か
り
ま

し
た
。金
星
会
は
平
成
十
九
年（
二
〇
〇
七
年
）に
発

足
し
た
第
一
期
の
サ
ー
ク
ル
で
し
た
。
他
方
、
干
支

会
は
十
二
期
で
す
が
、
早
い
段
階
か
ら
メ
ン
バ
ー
四

人
の
小
さ
な
サ
ー
ク
ル
で
し
た
。
合
流
後
は
、
す
っ

か
り
打
ち
解
け
て
、
早
五
年
の
歳
月
が
経
ち
ま
し

た
。
講
師
の
三
村
公
二
先
生
、
並
び
に
新
井
治
仁
先

生
の
ご
指
導
を
仰
い
で
、
た
ゆ
ま
ぬ
研
鑽
を
続
け
て

お
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
金
星
干
支
会
が
令
和
七
年
十
一
月
、
一

泊
二
日
の
琵
琶
湖
へ
の
吟
行
の
旅
に
出
か
け
ま
し

た
。
湖
水
の
光
の
中
に
浮
か
ぶ
竹
生
島
、
紅
に
染
ま

る
木
々
、
歴
史
を
物
語
る
寺
院
の
佇
ま
い
、
ど
れ
を

と
っ
て
も
素
晴
ら
し
く
、
他
方
、
夜
は
心
行
く
ま
で

歓
談
し
、意
義
深
い
旅
の
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

　

帰
っ
て
後
の
研
修
会
で
は
、
こ
の
旅
を
題
材
と
し

た
作
品
を
披
露
し
合
い
ま
し
た
。

　

漢
詩
を
愛
す
る
仲
間
と
巡
り
会
え
た
お
か
げ
で
、

他
で
は
味
わ
え
な
い
、
こ
の
よ
う
な
楽
し
い
経
験
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
金
星
干
支
会
の
活
動
が

続
い
て
い
く
こ
と
に
幸
せ
を
感
じ
、
こ
の
場
を
作
っ

て
く
だ
さ
っ
た
神
漢
連
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

三
七
八
会
の
歩
み

三
七
八
会
代
表　

橋
本
孝
一

　
「
三
七
八
会
」は
、
旧「
三
水
・
七
歩
会
」と
旧「
八

起
会
」が
令
和
五
年
に
合
同
し
て
で
き
た
会
で
す
。

旧「
三
水
・
七
歩
会
」も
、
旧「
三
水
会
」と
旧「
七
歩

会
」の
合
同
な
の
で
、
計
三
つ
の
サ
ー
ク
ル
が
一
緒

に
な
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。「
三
七
八
会
」と
い
う

名
称
は
旧
各
サ
ー
ク
ル
名
の
漢
数
字
を
並
べ
た
だ

け
で
す
が
、
実
は
読
み
に
深
い
意
味
？
が
あ
っ
て
、

「
八
」が
片
カ
ナ
の「
ハ（
わ
）」に
似
て
い
る
の
で「
み

な
わ
か
い
」と
読
み
ま
す
。
そ
の
心
は「
皆
若
い
」に

通
じ（
さ
せ
）ま
す
。全
員
で
笑
っ
て
決
め
ま
し
た
。

　

各
旧
サ
ー
ク
ル
の
会
員
が
減
少
す
る
な
か
で
、
合

同
す
る
に
あ
た
っ
て
は
ど
の
サ
ー
ク
ル
と
合
同
し
た

ら
良
い
か
、
例
会
開
催
日
を
ど
う
す
る
か
等
々
の
問

題
が
あ
り
ま
し
た
が
、
何
と
か
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
が

で
き
、
今
で
は
和
気
藹
々
と
し
た
雰
囲
気
で
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

　

例
会
は
奇
数
月
の
第
三
水
曜
日
の
午
後
に
開
催
し

て
い
て
、
会
員
数
は
女
性
四
人
男
性
六
人
と
い
う
と
こ

ろ
で
す
が
、
皆
さ
ん

の
都
合
な
ど
も
あ
り
、

大
体
七
〜
八
人
前
後

で
勉
強
し
て
い
ま
す
。

提
出
詩
稿
は
中
島
先

生
か
ら
の
兼
題
に
よ

る
も
の
と
、
自
由
題

に
よ
る
詩
稿
も
提
出

可
で
す
。
例
会
後
の
、

都
合
の
つ
く
有
志
で

フ
ァ
ミ
レ
ス
で
す
る

懇
親
会
も
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
会
員
の
漢

詩
作
成
レ
ベ
ル
？
は

様
々
で
あ
り
、
人
生

経
験
も
趣
味
も
色
々

な
人
の
集
ま
り
で
す

が
、
二
ヶ
月
毎
に
顔

を
あ
わ
せ
て
皆
で
話

が
で
き
る
と
い
う
の

も
良
い
所
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
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動
と
し
て
、
小
田
原
市
の
協
力
を
得
て
、
清
閑
亭
で

の「
観
月
会
」を
催
す
な
ど
多
彩
な
会
員
の
お
か
げ

で
活
発
な
サ
ー
ク
ル
活
動
を
続
け
る
。

　

六
期
以
文
会
は
平
成
二
十
四
年（
二
〇
一
二
年
）

十
六
名
で
発
足
。
講
師
は
中
島
先
生
、
池
上
先
生
、

桜
庭
先
生
に
ご
指
導
を
い
た
だ
く
。
会
場
は
、
か
な

が
わ
労
働
プ
ラ
ザ
。
平
成
二
十
七
年（
二
〇
一
五
年
）

に「
三
溪
園
吟
行
会
」と
初
の「
以
文
会
詩
集
」を
発

刊
。令
和
元
年（
二
〇
一
九
年
）に「
江
の
島
吟
行
会
」。

令
和
六
年（
二
〇
二
四
年
）に「
以
文
会
詩
集
第
二
集
」

を
発
刊
。

　

両
サ
ー
ク
ル
と
も
退
会
、
逝
去
さ
れ
る
方
々
が
あ

り
、
詩
游
会
は
三
名
、
以
文
会
は
五
名
と
激
減
す
る
。

詩
游
会
は
講
師
の
リ
タ
イ
ア
が
あ
る
も
活
動
は
継
続

を
維
持
す
る
。
以
文
会
は
講
師
の
逝
去
で
や
む
な
く
、

一
時
活
動
休
止
と
な
る
。
存
続
を
模
索
す
る
中
で
、

詩
游
会
と
合
併
す
る

こ
と
で
以
文
会
を
残

す
こ
と
に
な
り
、
令

和
六
年（
二
〇
二
四

年
）
十
二
月
に
詩
游

会
の
例
会
に
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
参
加
し
、

令
和
七
年（
二
〇
二
五

年
）四
月
に
正
式
に

合
併
に
い
た
る
。
現

在
は
、
対
面
の
互
評

方
式
で
例
会
を
か
な

が
わ
労
働
プ
ラ
ザ
で

開
催
し
て
い
る
。

　

現
在
は
、
玉
井
幸

久
先
生
に
ご
指
導

を
頂
い
て
い
る
が
、

令
和
七
年
八
月
に

百
歳
を
迎
え
ら
れ
、

大
変
お
目
出
度
く
、

会
員
一
同
で
お
祝

い
を
申
し
上
げ
た
。

　

平
素
は
Ｚ
Ｏ
Ｏ

Ｍ
に
よ
る
例
会
を

実
施
し
て
い
る
が
、

令
和
八
年
四
月
は
、

対
面
で
の
ご
薫
陶

を
賜
り
、
会
員
一
同

こ
れ
に
勝
る
幸
せ

は
な
く
、
お
互
い
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
漢
詩
作
り

に
刻
苦
勉
励
す
る
こ
と
を
誓
い
合
っ
た
。

こ
の
十
年
色
々
と
あ
り
ま
し
た

詩
游
以
文
会
代
表　

大
森
冽
子

　

四
期
詩
游
会
は
平
成
二
十
二
年（
二
〇
一
〇
年
）

に
当
初
二
十
六
名
で
発
足
。
講
師
に
住
田
先
生
、
桜

庭
先
生
の
ち
に
田
原
先
生
に
ご
指
導
を
い
た
だ
く
。

会
場
は
県
立
公
文
書
館
。平
成
二
十
八
年（
二
〇
一
六

年
）
に「
詩
游
会
詩
集
」
を
、
平
成
二
十
九
年

（
二
〇
一
七
年
）に「
修
善
寺
吟
行
詩
集
」を
発
刊
す

る
。毎
年
の
吟
行
会
は
他
サ
ー
ク
ル
に
も
声
を
掛
け
、

そ
の
都
度「
吟
行
詩
集
」を
発
刊
す
る
。そ
の
他
の
活

好
文
会
の
歩
ん
で
き
た
道

好
文
会
代
表　

高
津
有
二

　

好
文
会
は
、平
成
二
十
一
年（
二
〇
〇
九
年
）の
神

漢
連
第
三
回
初
心
者
入
門
講
座
の
仲
間
の
会
で
あ

り
、
名
前
の「
好
文
」と
は
徳
川
斉
昭
の「
弘
道
館
賞

梅
花
」の
転
句「
好
文
豈
謂
無
威
武
」か
ら
命
名
し
た

も
の
で
あ
る
。
設
立
以
来
、
二
カ
月
に
一
回
の
例
会

は
、
コ
ロ
ナ
の
一
時
期
を
除
い
て
、
休
む
こ
と
な
く

継
続
し
て
令
和
八
年
十
二
月
に
晴
れ
て
第
百
回
好
文

会
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　

当
初
、
十
二
名
で
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
退
会
、
逝

去
さ
れ
た
方
が
あ
り
、
設
立
以
来
の
方
五
名
に
新
た

な
三
名
を
加
え
て
、
現
在
八
名
の
会
員
で
活
動
を
継

続
し
て
い
る
。

　

設
立
以
来
十
二
年
間
ご
指
導
頂
い
た
城
田
六
郎
先

生
は
第
三
十
五
回
国
民
文
化
祭
み
や
ざ
き
２
０
２
０

で
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
た
が
、
令
和
三
年

幽
明
境
を
異
に
さ
れ
た
。
現
在
も
白
玉
楼
の
中
で
、

漢
詩
づ
く
り
を
楽
し
ま
れ
、
私
達
の
活
動
を
温
か
く

見
守
っ
て
頂
い
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

好
文
会
は
、
設
立
五
年
目
で
他
の
サ
ー
ク
ル
に
先

駆
け
て「
好
文
会
詩
集
」を
発
刊
し
て
、令
和
元
年
に

第
二
集
、令
和
七
年
に
第
三
集
を
発
刊
し
た
。

　

作
品
集
に
は
、
そ
の
間
に
各
人
が
作
詩
し
た
漢
詩

の
中
か
ら
随
意
に
選
ん
だ
十
詩
を
掲
載
し
て
い
る

が
、
夫
々
の
作
詩
に
至
る
経
緯
、
作
詩
へ
の
思
い
を

短
文
で
記
載
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
会
員
と
し
て
歩

ん
で
き
た
人
生
の
一
コ
マ
を
将
来
懐
か
し
く
思
い
出

す
こ
と
が
出
来
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。
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た
詩
を
吟
ず
る
こ
と
こ
そ
真
骨
頂
だ
、
と
し
て
学
ん

で
参
り
ま
し
た
が
、
公
に
ご
披
露
で
き
る
よ
う
な
詩

が
ま
ず
出
来
上
が
ら
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

長
ら
く
城
田
六
郎
先
生
と
三
村
公
二
先
生（
当
初

神
漢
連
事
務
局
長
、
現
全
漢
詩
連
事
務
局
長
）と
の

二
人
体
制
で
懇
切
丁
寧
な
ご
指
導
を
頂
い
て
お
り
ま

し
た
が
、
残
念
な
こ
と
に
五
年
前
に
城
田
先
生
が
ご

逝
去
さ
れ
、
今
年
令
和
八
年
二
月
か
ら
三
村
先
生
が

香
取
和
之
神
漢
連
会
長
に
交
代
さ
れ
、
熱
心
な
指
導

を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

当
初
、
五
十
名
近
い
寺
子
屋
方
式
の
講
座
か
ら
会

員
も
減
っ
て
八
名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
兼
題
に

基
づ
い
て
出
来
上
が
っ
た
時
の
達
成
感
は
詩
の
良
し

悪
し
を
抜
き
に
し
て
嬉
し
い
も
の
で
す
。

　

例
会
に
出
席

さ
れ
る
横
山
精

真
宗
家
は
、〝
漢

詩
づ
く
り
は 

一

句
出
来
上
が
る

ま
で
諦
め
な
い
〞

を 

言
い
続
け
て

い
ま
す
。
詩
吟
と

漢
詩
の
人
生
勉

強
。

　

褒
め
ら
れ
た

詩
文
は
例
会
で

自
吟
自
詠
、
年
に

二
回
の
親
睦
会

は
楽
し
い
ひ
と

時
で
す
。

漢
詩
の
勉
強
は
人
生
の
勉
強

岳
精
会
漢
詩
研
究
会
代
表　

家
吉
幸
二

　

岳
精
会
漢
詩
研
究
会
は
、
詩
吟
の
岳
精
流
日
本
吟

院
総
本
部（
川
崎
市
川
崎
区
）に
お
い
て
、横
山
精
真

宗
家
の
も
と
で
、
当
時
、
神
漢
連
の
岡
崎
会
長
を
は

じ
め
桜
庭
慎
吾
先
生
、
城
田
六
郎
先
生
な
ど
錚
々
た

る
漢
詩
の
先
生
を
お
招
き
し
、
漢
詩
講
座
を
開
催
し

て
頂
き
、
寺
子
屋
と
言
わ
れ
る
小
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

神
奈
川
方
式
で
の
指
導
を
受
け
た
の
が
始
ま
り
で
、

十
三
年
と
な
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
漢
詩
を
吟
ず
る
勉
強
の
中
で
、
自
詠
自

吟
こ
そ
自
分
た
ち
が
望
む
も
の
だ
、
自
分
で
詩
作
し

五
友
詩
林
会
の
こ
の
十
年

五
友
詩
林
会
代
表　

白
石
信
隆

　

五
友
詩
林
会
は
令
和
五
年
の
四
月
に
旧
五
友
会
と

旧
詩
林
会
が
合
併
し
て
発
足
し
た
サ
ー
ク
ル
で
す
。

　

旧
五
友
会
は
平
成
二
十
三
年
度
そ
の
名
の
通
り
五

期
生
の
サ
ー
ク
ル
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。
当
初
は

田
原
・
高
津
両
先
生
の
ご
指
導
を
、
そ
の
後
住
田
先

生
の
ご
指
導
を
う
け
て
い
ま
す
。
十
周
年
直
後
に
は

田
原
先
生
の
急
逝
を
う
け
て
、
サ
ー
ク
ル
の
第
一
詩

集
を
追
悼
詩
集
と
し
て
発
刊
し
て
い
ま
す
。

　

年
に
二
〜
三
回
は
メ
ン
バ
ー
の
中
野
さ
ん
の
お
茶

室
で
煎
茶
を
頂
き
な
が
ら
定
例
会
を
行
う
な
ど
の
優

雅
な
ひ
と
時
を
設
け
て
い
ま
し
た
。

　

一
方
、
詩
林
会
は
平
成
二
十
九
年
に
十
一
期
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
年
の
初
心
者
入
門
講

座
は
十
周
年
行
事
の
あ
お
り
で
、
七
〜
八
月
の
真
夏

の
開
催
で
、
そ
の
故
か
参
加
者
も
十
二
名
と
少
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
内
十
名
が
サ
ー
ク
ル
に
加
入
し

ま
し
た
。
中
島
・
飯
島
両
先
生
の
ご
指
導
を
受
け
、

概
ね
川
崎
駅
近
く
の
マ
ン
シ
ョ
ン
集
会
所
で
定
例

会
、居
酒
屋
で
懇
親
会
が
恒
例
で
あ
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
期
は
両
会
共
に
、Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
使
い
、定
例

会
の
継
続
に
支
障
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

老
齢
化
等
で
、
メ
ン
バ
ー
の
減
少
が
目
立
つ
よ
う
に

な
り
、
合
併
し
ま
し
た
。
合
併
後
は
住
田
先
生
の
ご

指
導
を
受
け
、
定
例
会
と
懇
親
会
の
セ
ッ
ト
で
和
気

藹
々
と
や
っ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
は
住
田
先
生
の

身
体
の
ご
都
合
で
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
の
定
例
会
を
主
に
、

可
能
な
時
に
対
面
と
い
う
構
図
に
な
っ
て
い
ま
す
。



14

漢詩神奈川神奈川県漢詩連盟会報　第40号 令和8（2026）年9月15日

る
方
が
出
て
、
参
加
者
が
減
っ
て
き
ま
し
た
。
特
に

残
念
だ
っ
た
の
は
初
め
か
ら
熱
心
に
御
指
導
い
た
だ

い
て
お
り
ま
し
た
桜
庭
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
た
こ
と

で
す
。
そ
れ
以
降
は
香
取
会
長
が
単
独
で
ご
指
導
し

て
戴
い
て
居
り
ま
す
。

　

退
会
者
が
続
き
ま
し
た
が
、
そ
の
後
三
名
の
新
規

入
会
者
が
有
り
現
在
八
名
で
運
営
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
う
ち
三
名
は
指
導
会
に
参
加
出
来
な
い
た
め
、

書
面
で
の
参
加
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
全
員
詩
吟
の

会
の
メ
ン
バ
ー
で
す
の
で
、
毎
回
、
香
取
先
生
の
批

正
し
て
い
た
だ
い
た
詩
を
吟
じ
て
お
り
ま
す
。

　

終
了
後
は
近
く
で
一
献
か
た
む
け
て
、
親
睦
を
深

め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
毎
月
の
千
代
田
岳
精
会
幹

部
連
絡
会
で
は
、
漢
詩
研
究
部
の
状
況
を
報
告
し
、

あ
ら
た
な
会
員
の
入
会
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
様
の
ご
支
援
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

活
動
十
年
を
経

て
、
二
〇
二
五
年
の

第
十
七
回
諸
橋
記

念
漢
詩
大
会
で
会

員
の
岡
嶋
さ
ん
が

諸
橋
轍
次
賞
を
受

賞
し
た
の
を
筆
頭

に
、
近
年
各
種
大
会

で
会
員
の
入
賞
が
相

次
い
で
お
り
、
歴
代

先
生
方
の
ご
指
導
の

お
か
げ
と
深
く
感

謝
し
て
い
ま
す
。

早
や
十
年
経
ち
ま
し
た

千
代
田
岳
精
会
漢
詩
研
究
部
代
表　

田
川
行
雄

　

千
代
田
岳
精
会
漢
詩
研
究
部
は
発
足
し
て
今
年
で

十
年
と
な
り
ま
す
。

　

千
代
田
岳
精
会
は
詩
吟
の
岳
精
流
日
本
吟
院
の
一

部
門
で
す
が
、
詩
吟
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
多
く
の
会
員
が
神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
の
基

礎
講
座
に
参
加
し
ま
し
た
。
今
、
残
っ
て
い
る
平
成

二
十
八
年
八
月
七
日｢

漢
詩
作
成
基
礎
講
座　

終
了

詩
稿｣

に
は
三
十
名
の
詩
稿
が
あ
り
ま
す
。
基
礎
講

座
に
は
多
く
の
先
生
方
に
熱
心
に
御
指
導
い
た
だ
い

た
の
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

発
足
後
は
桜
庭
先
生
、
香
取
先
生
に
御
指
導
い
た

だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
諸
般
の
事
情
で
退
会
さ
れ

九
詩
期
会
の
十
年

九
詩
期
会
代
表　

山
口
幸
雄

　

第
九
期
の
入
門
講
座
は
応
募
者
が
五
十
名
超
と
い

う
盛
況
で
、
九
詩
期
会
は
二
〇
一
五（
平
成
二
十
七
）

年
九
月
十
日
に
、
二
十
四
名
と
い
う
大
所
帯
で
出
発

し
た
。
古
田
光
子
先
生
、
大
谷
明
史
先
生
の
お
二
人

に
よ
る
ご
指
導
だ
っ
た
。

　

大
谷
先
生
は
二
〇
一
八
年
十
一
月
に
川
上
修
己

先
生
と
交
代
さ
れ
た
が
、
川
上
先
生
は
二
〇
二
一

年
九
月
に
退
任
さ
れ
、
以
後
古
田
先
生
お
一
人
と

な
っ
た
。
さ
ら
に
古
田
先
生
の
体
調
の
ご
都
合
で

二
〇
二
三
年
七
月
に
は
水
城
ま
ゆ
み
、
高
橋
純
子
両

先
生
に
ご
指
導
を
仰
ぎ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

二
〇
一
七
年
十
月
に
は「
江
南
漢
詩
ツ
ア
ー
」を

企
画
・
実
施
し
た
。
他
サ
ー
ク
ル
か
ら
の
参
加
も
あ

り
総
勢
十
三
人
。
寒
山
寺
や
烏
鎮
観
光
、
蘇
州
滄
浪

亭
で
の
現
地
漢
詩
団
体
と
の
交
流
会
、
蘇
州
大
学
で

の
講
演
会
な
ど
盛
り
沢
山
で
、
四
泊
五
日
の
予
定
が

台
風
で
五
泊
六
日
に
な
る
と
い
う
突
発
事
も
あ
っ
た

が
、
楽
し
い
旅
で
神
漢
連
の
海
外
ツ
ア
ー
の
先
魁
と

な
っ
た
。

　

二
〇
二
一
年
に
五
周
年
記
念
詩
集
を
刊
行
し
た
と

き
に
は
会
員
数
十
三
人
と
な
り
、
そ
の
後
一
人
が
退

会
一
人
が
入
会
、現
在
十
三
人
で
活
動
し
て
い
る
。

　

会
員
の
高
齢
化
は
進
ん
で
い
る
が
、
会
員
の
平
賀

さ
ん
が
ご
住
職
の
松
田
町
の
少
林
院
で
吟
行
会
を
開

催
し
た
り
、
二
〇
二
〇
年
の
コ
ロ
ナ
禍
に
は
オ
ン
ラ

イ
ン
例
会
に
加
え
て
オ
ン
ラ
イ
ン
忘
年
会
を
開
催
す

る
な
ど
、そ
れ
な
り
に
楽
し
く
活
動
し
て
い
る
。
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宅
学
習
で
作
成
し
た
詩
題
を
講
師
に
送
付
し
批
正
後

に
返
送
い
た
だ
く
形
で
行
な
っ
た
。
こ
の
間
に
講
師

は
松
井
先
生
の
み
の
体
制
と
な
り
、
会
員
は
女
性
四

名
と
男
性
一
名
が
退
会
、
男
性
一
名
が
死
去
し
た
た

め
九
名
と
な
る
。

　

そ
の
後
、
例
会
場
は
横
浜
駅
近
く
の
横
浜
市
社
会

施
設「
フ
ク
シ
ア
」と
な
り
、令
和
六
年
よ
り
代
表
世

話
人
が
中
村
講
二
に
交
代
し
た
。
会
員
の
大
半
が
病

を
抱
え
、
埼
玉
・
群
馬
か
ら
横
浜
ま
で
二
時
間
か
か

る
会
員
が
い
る
の
で
隔
月
の
例
会
は
令
和
七
年
一
月

よ
り
年
六
回
を

対
面
と
ズ
ー
ム

方
式
で
各
三
回

と
し
、
体
に
負

担
が
掛
ら
ぬ
様

に
し
た
。
令
和

八
年
三
月
に
二

名
が
退
会
し
現

在
七
名
と
な
る

も
、
松
井
先
生

の
叱
咤
激
励
を

受
け
な
が
ら
漢

詩
創
作
に
励
ん

で
い
る
。

  

令
和
会
の
今
日
に
至
る
ま
で

令
和
会
代
表　

中
村
講
二

　

令
和
元
年
の
第
十
三
期
漢
詩
入
門
講
座
は
二
十
五

名
が
参
加
し
、
神
奈
川
近
代
文
学
館
に
て
五
回
開
催

さ
れ
た
。
令
和
会
入
会
者
は
十
五
名（
男
性
十
一
名
、

女
性
四
名
）、
奇
数
月
の
第
一
火
曜
日
に
例
会
開
催

と
な
っ
た
。
代
表
世
話
人
に
は
竹
村
文
孝
氏
が
選
任

さ
れ
、
水
城
ま
ゆ
み
先
生
と
松
井
秀
人
先
生
に
ご
指

導
い
た
だ
く
事
に
な
っ
た
。

　

翌
年
三
月
に
コ
ロ
ナ
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ

れ
、
令
和
三
年
七
月
ま
で
は
勉
強
会
は
休
講
し
、
自

面
白
み
の
な
い
サ
ー
ク
ル
名
で
す
が

十
期
会
代
表　

蔦　

清
昭

　

実
は
十
三
の
候
補
名
の
接
戦
を
勝
ち
抜
い
た
サ
ー

ク
ル
名
な
の
で
す
。「
十
は
外
せ
な
い
」と
い
う
強
行

意
見
に
引
き
ず
ら
れ
て
・
・
・
。

　

高
津
先
生
と
川
上
先
生
の
ご
指
導
で
始
ま
っ
た
初

回
の
出
席
者
は「
十
名
」で
し
た
。

　

定
例
会
は
、
自
由
題
で
提
出
さ
れ
た
詩
稿
へ
の
御

批
正
、
御
批
正
を
受
け
て
の
修
正
詩
稿
の
提
出
、
そ

れ
を
定
例
会
で
持
ち
寄
り
、
再
度
の
ご
指
導
と
意
見

交
換
、
と
い
う
サ
イ
ク
ル
で
運
営
中
で
す
。
会
員
そ

れ
ぞ
れ
の
作
品
に
傾
向
や
好
み
が
み
ら
れ
ま
す
。
波

乱
万
丈
の
人
生
を
送
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
、
故
郷
の
思
い
出
、
四
季
の
移
ろ
い
、
旅
行
先
の

印
象
、
散
歩
で
の
出
会
い
、
時
に
時
事
問
題
な
ど
、

日
常
感
じ
る
こ
と
が
詠
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
で
き
栄

え
は
と
い
う
と
、「
こ
の
程
度
の
詩
が
出
て
く
る
の

は
、
私
の
指
導
力
が
な
い
か
ら
に
違
い
な
い
」と
先

生
を
嘆
か
せ
る
状
況
か
ら
抜
け
出
せ
て
い
な
い
の
は

お
恥
ず
か
し
い
限
り
で
す
。
一
方
、
何
名
か
は
詩
吟

を
な
さ
っ
て
い
て
、
カ
ラ
オ
ケ
の
腕
前
は
な
か
な
か

の
も
の
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
後
に
、
高
津
先
生
お
一
人
の
ご
指
導
と
八

名
の
サ
ー
ク
ル
員
の
構
成
と
な
り
、
現
在
は
六
名
で

活
動
し
て
い
ま
す
。
サ
ー
ク
ル
代
表
も
現
在
は
四
代

目
。
会
員
は
ほ
ぼ
七
十
歳
代
の
十
年
間
を
一
緒
に
研

鑽
し
て
き
ま
し
た
。
ご
家
庭
の
事
情
や
健
康
状
態
等

何
ら
か
の
変
化
の
あ
る
年
代
で
す
が
、
細
く
長
く

サ
ー
ク
ル
が
維
持
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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す
。（
二
〇
二
六
年
一
月「
長
松
春
雪
」、
三
月「
春
暁

偶
成
」、五
月「
緑
陰
読
書
」）

　

発
足
か
ら
約
五
年
経
ち
ま
す
が
、
定
例
会
は
今
年

の
五
月
ま
で
で
通
算
二
十
八
回
開
催
し
、
コ
ロ
ナ
の

時
期
を
含
め
て
一
度
も
休
む
こ
と
な
く
、
全
て
対
面

で
行
っ
て
き
ま
し
た
。
会
員
は
、
皆
個
性
的
で
楽
し

い
方
ば
か
り
で
、
毎
回
和
気
藹
々
と
し
た
雰
囲
気
で

勉
強
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
定
例
会
の
後
は
、
有
志

で
の
懇
親
会
を
行
い
、
毎
年
一
月
に
は
先
生
方
を
交

え
て
新
年
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
こ
れ

ま
で
同
様
に
、

水
城
、
高
田
両

先
生
の
ご
指
導

の
下
、
会
員
そ

れ
ぞ
れ
の
個
性

に
適
う
詩
を
、

楽
し
み
な
が
ら

作
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

三
十
一
回
の
例
会
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
主
会
場
を
な
か
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
か

ら
横
浜
市
開
港
記
念
会
館
に
移
し
、
メ
ン
バ
ー
を
少

し
減
ら
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
活
動
開
始
よ

り
五
年
間
ご
指
導
い
た
だ
い
た
香
取
先
生
、
そ
し
て

初
代
代
表
の
東
島
氏
に
は
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
現
在
は
男
女
三
人
ず
つ
計
六
人
の
小
所
帯

で
、
年
齢
も
四
十
代
か
ら
九
十
代
と
幅
が
あ
り
ま
す

が
、
志
は
今
も
変
わ
ら
ず
、
お
互
い
を
尊
重
し
あ
い

な
が
ら
切
磋
琢
磨
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
に
楽
し
み
な
が
ら

逸
語
会
代
表　

田
内　

隆

　

当
会
は
、
二
〇
二
一
年（
令
和
三
年
）の
第
十
五

期
の
サ
ー
ク
ル
と
し
て
、
同
年
七
月
に
発
足
し
ま
し

た
。名
前
の
由
来
は
十
五
期
の「
一
五
」を「
い
ち
ご
」

と
読
み
、
安
ら
か
に
楽
し
む「
逸
」を
用
い
て「
逸
語

会（
い
ち
ご
か
い
）」と
し
ま
し
た
。

　

会
員
は
当
初
十
三
名
で
し
た
が
、
そ
の
後
四
名
退

会
し
、
現
在
九
名（
男
性
六
名
、
女
性
三
名
）で
活
動

し
て
い
ま
す
。
代
表
者
は
、
当
初
は
川
喜
田
氏
で
し

た
が
、
二
〇
二
三
年
一
月
か
ら
田
内
に
交
代
し
ま
し

た
。
講
師
は
、
水
城
ま
ゆ
み
先
生
、
高
田
宗
治
先
生

に
ご
指
導
を
頂
い
て
い
ま
す
。

　

定
例
会
は
、
詩
稿
を
毎
回
一
人
一
首
提
出
し
、
事

前
に
批
正
頂
い
た
内
容
を
基
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

詩
題
は
、
当
初
は
自
由
題
で
し
た
が
、
二
〇
二
三
年

五
月
か
ら
、
季
節
に
合
わ
せ
た
詩
題
を
詠
ん
で
い
ま

第
十
四
期
志
詩
会「
詩
は
志
な
り
」

志
詩
会
代
表　

木
村　

孝

　
「
詩
は
志
を
言
う
」は
詩
に
対
す
る
考
え
方
を
述

べ
た
奥
の
深
い
こ
と
ば
で
す
が
、
そ
ん
な
漢
詩
の
世

界
に
一
歩
で
も
近
づ
い
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、

サ
ー
ク
ル
名
を「
志
詩
会
」と
名
付
け
ま
し
た
。

　

二
〇
二
〇
年
第
十
四
回
漢
詩
初
心
者
講
座
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延
の
な
か
、
何
度
か
延
期
を
繰

り
返
し
十
月
に
な
っ
て
よ
う
や
く
全
五
回
の
講
座
が

終
了
。そ
ん
な
訳
で
サ
ー
ク
ル
の
結
成
も
ず
れ
こ
み
、

年
が
変
っ
た
二
〇
二
一
年
四
月
に
な
っ
て
よ
う
や
く

第
十
四
期「
志
詩
会
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

香
取
、
牛
山
両
先
生
の
指
導
の
も
と
当
初
の
メ
ン

バ
ー
は
十
人
。
初
め
の
う
ち
は「
今
回
の
詩
こ
そ
文

句
は
な
い
だ
ろ
う
」と
胸
を
張
っ
て
例
会
に
臨
ん
だ

も
の
の
、
先
生
方

の
厳
し
い
批
正
に

す
っ
か
り
へ
こ
ま

さ
れ
、
毎
回
例
会

後
の
一
杯
で
な
ん

と
か
癒
さ
れ
る
。

こ
ん
な
こ
と
を
何

度
も
繰
り
返
し
て

い
る
う
ち
徐
々
に

自
分
の
作
詩
の
力

量
が
分
か
る
よ
う

に
な
り
、
早
い
も

の
で
二
〇
二
六

年
四
月
ま
で
に
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支
え
に
な
っ
た
の
が
、
講
師
の
新
井
治
仁
先
生
の
批

正
で
あ
る
。
そ
こ
に
示
さ
れ
た
実
に
的
確
な
ご
指
摘

と
、
簡
潔
で
凛
と
し
た
文
体
に
、
我
々
は
皆
魅
了
さ

れ
、毎
回
そ
れ
を
心
待
ち
に
し
た
。

　

神
漢
連
第
一
七
期
い
な
な
き
会
は
、
諸
般
の
事
情

で
令
和
八
年
三
月
末
を
も
っ
て
幕
を
閉
じ
た
。

　

白
駒
の

を
過
ぐ
る
が
若
く　

忽
然
た
る
の
み
。

三
年
と
い
う
短
い
歳
月
で
は
あ
っ
た
が
、
サ
ー
ク
ル

と
い
う
学
ぶ
形
と
場
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
、
ま
ず
は

こ
こ
ま
で
来
れ
た
の
だ
と
思
う
。
講
師
の
先
生
、
神

漢
連
の
皆
様
方
に
は
、
満
腔
の
謝
意
を
示
し
た
い
。

こ
れ
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
一
会
員
と
し
て
今
後
も

学
習
を
続
け
て
い
く
つ
も
り
で
あ
る
。

が
活
発
で
、
時
間
が
足
り
な
く
な
っ
て
し
ま
う
事
も

し
ば
し
ば
あ
り
、
例
会
後
の
懇
親
会
で
も
先
生
に
お

話
し
て
い
た
だ
く
事
も
あ
り
ま
し
た
。
懇
親
会
は
先

生
方
も
参
加
し
て
頂
い
て
ほ
ぼ
毎
回
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

令
和
六
年
度
全
日
本
漢
詩
大
会
神
奈
川
大
会
で

は
、
小
島
数
子
さ
ん
が
特
別
賞
で
あ
る「
神
奈
川
県

教
育
委
員
会
教
育
長
賞
」を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
私

た
ち
に
と
っ
て
大
き
な
励
み
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
も

既
望
会
は
一
歩
ず
つ
学
び
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

白
駒
の

を
過
ぐ
る
が
若
く

い
な
な
き
会　

吉
池　

純

　

令
和
五
年
四
月
一
三
日
。私
た
ち
は
第
一
七
回「
漢

詩
入
門
講
座
」を
受
講
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
が
ま
だ
癒

え
や
ら
ぬ
時
期
で
あ
っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
多
く
の

漢
詩
愛
好
者
が
参
集
し
た
。

　

い
な
な
き
会
は
九
名
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
始
め
て

ほ
ど
な
く
、
二
か
月
に
一
度
の
定
例
会
の
合
間
に
勉

強
会
を
設
け
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
は
効
果
が
あ
っ

た
。
例
会
に
提
出
す
る
詩
稿
を
、
ま
っ
た
く
の
初
心

者
な
が
ら
皆
で
ま
ず
は
回
し
読
み
を
し
、
意
見
を
述

べ
あ
う
。
た
だ
の
感
想
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
回
を
重

ね
る
う
ち
に
、
な
ん
と
な
く
様
に
は
な
っ
て
き
た
。

手
前
み
そ
な
が
ら
、
本
サ
ー
ク
ル
の
面
々
は
レ
ベ
ル

が
高
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。
時
を
追
う
ご
と
に
、
漢

詩
創
作
の
基
本
を
グ
ン
グ
ン
と
吸
収
し
て
い
っ
た
。

十
六
夜
の
月
に
希
望
を
託
し
て

既
望
会
代
表　

内
山
早
奈
江

　

当
サ
ー
ク
ル
は
一
六
期
と
し
て
発
足
し
、
今
年
で

五
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。「
既
望
会
」の「
既
望
」と

は
、
満
月（
望
）を
過
ぎ
た
十
六
夜
の
月
の
こ
と
で

す
。
満
ち
た
そ
の
先
も
な
お
学
び
続
け
て
い
こ
う
と

い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

ま
た
、「
既
望
」は「
希
望
」と
同
じ
響
き
を
持
ち
、
未

来
へ
の
願
い
も
感
じ
さ
せ
る
名
前
で
す
。偶
然
に
も
、

発
足
第
一
回
の
例
会
の
日
は
、
ち
ょ
う
ど
十
六
夜
の

月
で
し
た
。

　

当
初
は
十
名
の
会
員
で
し
た
が
、
現
在
で
は
五
名

の
会
員
で
例
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
会
場
は
当
初

は
神
奈
川
近
代
文
学
館
で
の
開
催
で
、
現
在
で
は
神

奈
川
県
民
セ
ン
タ
ー
で
偶
数
月
の
第
二
火
曜
日
に

開
催
し
て
い
ま

す
。
勉
強
会
は
課

題
詩
を
中
心
と
し

て
、
高
津
有
二
先

生
、
白
石
信
隆
先

生
の
ご
指
導
を
受

け
な
が
ら
作
品
を

読
み
合
い
、
同
じ

詩
題
で
も
異
な
る

表
現
や
見
方
か
ら

多
く
を
学
ん
で
い

ま
す
。
サ
ー
ク
ル

発
足
当
初
よ
り
質

問
や
意
見
の
交
換
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る
ほ
ど
で
す
が
、
メ
ン
バ
ー
か
ら
も
感
想
や
意
見
が

出
て
、
活
発
で
た
く
さ
ん
の
学
び
の
あ
る
例
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
八
年
二
月
例
会
で
は
、
香
取
会
長
に
よ
る

「
詩
作
の
た
め
の
漢
文
法
入
門
講
義
」が
行
わ
れ
ま

し
た
。
例
会
の
課
題
提
出
作
品
を
題
材
に
し
た
具
体

的
な
解
説
で
、
漢
文
法
へ
の
理
解
を
深
め
る
貴
重
な

機
会
と
な
り
ま
し
た
。続
編
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
に
は
詩
吟
を
た
し
な
む
方
も
三
名
お

り
、
二
十
周
年
記
念
行
事
で
は
、
高
橋
先
生
の
文
部

科
学
大
臣
賞
受
賞
作「
吐
魯
蕃
旅
亭
」を
合
吟
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
先
生
の
受
賞
の
お
祝
い
が

で
き
て
生
徒
と

し
て
と
て
も
晴

れ
が
ま
し
い
気

持
ち
で
す
。　

　

漢
詩
を
通
じ

て
出
会
っ
た
ご

縁
を
大
切
に
し

て
、
聚
鳩
会
メ

ン
バ
ー
間
の
親

睦
を
こ
れ
か
ら

更
に
深
め
て
い

き
た
い
と
思
い

ま
す
。

の
開
催
、「
漢
詩
集
」の
作
成
を
と
密
か
に
企
ん
で
い

ま
す
。

　

手
元
に
令
和
六
年
度
の
漢
詩
入
門
講
座
卒
業
詩
集

を
大
切
に
保
存
し
て
い
ま
す
。
読
み
返
し
ま
す
と
作

成
時
の
新
鮮
な
気
持
ち
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
サ
ー
ク
ル
仲
間
の
漢
詩
力
の
向
上
を
感

じ
る
一
方
で
自
ら
の
不
甲
斐
な
さ
も
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
「
楽
し
く
な
け
れ
ば
サ
ー
ク
ル
活
動
で
は
な
い
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
が
、
漢

詩
力
の
向
上
に
つ
き
ま
し
て
も
仲
間
と
の
切
磋
琢
磨

を
通
じ
て
取
り
組
ん
で
い
け
た
ら
よ
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

「
聚
鳩
会
」一
番
新
し
い
サ
ー
ク
ル

聚
鳩
会
代
表　

北
野
ま
す
み

　

十
九
期
サ
ー
ク
ル「
聚
鳩
会
」の
名
前
は
、別
々
の

メ
ン
バ
ー
か
ら
提
案
さ
れ
た「
聚
」と「
鳩
」を
合
わ

せ
た
も
の
で
す
。
メ
ン
バ
ー
は
十
六
名
。
例
会
は
偶

数
月
第
四
金
曜
日
に
か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
ま
す
。

　

講
師
の
高
橋
先
生
は
穏
や
か
な
語
り
口
で
丁
寧
に

批
正
を
進
め
て
く
だ
さ
り
、
久
川
先
生
は
細
部
に
ま

で
目
を
配
り
な
が
ら
熱
心
に
ご
指
導
く
だ
さ
い
ま

す
。
毎
回
の
例
会
に
向
け
多
く
の
時
間
を
費
や
し
て

準
備
し
て
く
だ
さ
る
先
生
方
に
は
、
感
謝
し
き
れ
ま

せ
ん
。

　

課
題
提
出
者
も
多
く
、
批
正
時
間
が
足
り
な
く
な

楽
し
く
な
け
れ
ば
サ
ー
ク
ル
活
動
で
は
な
い

壱
八
会
代
表　

佐
野
輝
美

　

壱
八
会（
い
ち
や
か
い
）
は
令
和
六
年
度
の
第

十
八
期
漢
詩
入
門
講
座
の
卒
業
生
二
十
八
名
の
内

十
一
名
に
て
発
足
し
、
令
和
六
年
十
月
八
日
に
第
一

回
例
会
を
開
催
し
、
二
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。
そ

の
後
家
庭
の
事
情
で
三
名
が
退
会
、
一
名
が
新
規
入

会
し
、現
在
九
名
の
サ
ー
ク
ル
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

例
会
は
偶
数
月
の
第
二
火
曜
日
午
後
に
石
川
町
の

労
働
プ
ラ
ザ
で
開
か
れ
ま
す
。
講
師
は
松
井
秀
人
先

生
と
木
村
孝
先
生
に
お
世
話
に
な
り
、
時
を
経
て
更

に
和
気
あ
い
あ
い
に
満
ち
た
集
ま
り
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

作
詩
活
動
に
加

え
て
、
横
浜
の
名

所
と
漢
詩
を
楽
し

む
活
動
も
行
っ

て
い
て
、
過
去
二

回
、
金
沢
八
景
の

名
所
と
称
名
寺
を

訪
ね
て
い
ま
す
。

世
話
人
の
私
と
し

て
は
、
サ
ー
ク
ル

活
動
後
の
一
献
が

好
き
な
の
で
折
に

触
れ
て
声
を
か
け

て
い
ま
す
。
将
来

的
に
は
サ
ー
ク
ル

で
の「
吟
行
会
」
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漢
詩
講
演
会

　

―
熱
心
な
聴
講
者
で
い
つ
も
盛
況
―

神
漢
連
の
漢
詩
講
演
会
は
、
十
年
前
か
ら
春
の
総

会
時
と
秋
の
十
一
月
頃
の
年
二
回
開
催
し
て
お
り
、

神
漢
連
会
員
だ
け
で
な
く
一
般
の
方
も
聴
講
で
き
ま

す
。
神
漢
連
の
活
動
目
的
の
一
つ
は
、「
神
奈
川
県

に
お
け
る
漢
詩
の
普
及
な
ら
び
に
交
流
」
を
お
こ
な

う
こ
と
で
あ
り
、そ
の
意
味
で
も
重
要
な
活
動
で
す
。

漢
詩
の
学
術
的
側
面
に
詳
し
い
著
名
な

先
生
を
お
招
き
し
、
先
生
が
提
案
さ
れ
た

演
題
で
凡
そ
一
時
間
半
か
ら
二
時
間
、
講

堂
で
講
演
頂
い
て
い
ま
す
。
二
十
年
前
の

神
漢
連
設
立
以
来
、
毎
総
会
後
に
は
故
石

川
忠
久
先
生
が
漢
詩
講
演
を
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
ご
高
齢
に
よ
り
二
〇
一
九
年
か

ら
は
市
川
桃
子
先
生
、
そ
し
て
二
〇
二
三

年
以
降
は
鷲
野
正
明
先
生
が
行
な
っ
て
い

ま
す
。
尚
、
二
〇
十
七
年
以
降
は
秋
に
も

講
演
会
を
開
き
、
市
川
桃
子
先
生
・
高
芝

麻
子
先
生
に
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。
こ

こ
十
年
間
の
講
演
会
は
下
記
の
一
覧
表
の

通
り
で
す
。

各
先
生
は
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
う

な
ど
し
て
、
漢
詩
と
そ
の
背
景
な
ど
専
門

的
な
内
容
を
分
か
り
易
く
説
明
さ
れ
て
お

り
、
講
演
は
毎
回
好
評
で
す
。
講
演
内
容

は
、
会
報
「
漢
詩
神
奈
川
」
に
そ
の
度
毎

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
二
〇
二
一

年
秋
の
市
川
桃
子
先
生
講
演
以
降
は
、
講

演
の
動
画
を
「
神
漢
連Y

ouT
ube

チ
ャ

ネ
ル
」
に
ア
ッ
プ
し
て
お
り
、
当
日
会
場

に
来
ら
れ
な
か
っ
た
方
や
、
再
度
講
演
を

視
聴
し
た
い
人
へ
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

（
香
取
和
之
記
）

年月日 講師 演題 会場 補足
2017年（H29）3月16日 石川忠久先生 陶淵明　詩と人生 横浜市開港記念会館 創立10周年記念漢詩大会
2017年（H29）12月6日 市川桃子先生 蓮の花に籠める思い 神奈川近代文学館
2018年（H30）5月30日 石川忠久先生 白楽天の詩と人生 同上 総会後
2018年（H30）11月6日 市川桃子先生 遠い友　心の旅 同上
2019年（R1）5月29日 市川桃子先生 李白「白髪三千丈」 同上 総会後
2019年（R1）11月13日 高芝麻子先生 漢詩の四季、日本の四季 同上
2020年（R2）11月18日 高芝麻子先生 阿倍仲麻呂と唐詩人 同上
2021年（R3）10月14日 市川桃子先生 「三国志」の英雄　曹操の悲哀 同上 創立15周年記念行事
2022年（R4）5月20日 市川桃子先生 漢詩に現れる情景「美」について 同上 総会後
2022年（R4）11月2日 高芝麻子先生 詩を求めて出かける詩人たち 同上
2023年（R5）5月30日 鷲野正明先生 旅する杜甫 同上 総会後
2023年（R5）11月1日 高芝麻子先生 神奈川県の旅する漢詩 同上
2024年（R6）5月30日 鷲野正明先生 花はいつ開くー漢詩と暦ー 同上 総会後
2025年（R7）5月29日 鷲野正明先生 漢詩の美しい言葉 横浜市開港記念会館 総会後
2025年（R7）11月6日 市川桃子先生 続「三国志」の英雄　曹操の思い 同上
2026年（R8）6月5日 高芝麻子先生 杜甫と家族 同上

漢
詩
鑑
賞　
―
漢
詩
講
演
会
と
漢
詩
鑑
賞
会
―

熱心に聴く会場一杯の皆さん熱心に聴く会場一杯の皆さん
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鑑
賞
会
Ａ

白
石
信
隆

　

サ
ー
ク
ル
に
属
さ

な
い
人
達
に
も
漢
詩

を
楽
し
む
場
を
と
の

提
案
に
、「
作
詩（
タ
テ

軸
）、
鑑
賞（
ヨ
コ
軸
）

の
均
衡
が
と
れ
た〝
漢

詩
グ
ラ
フ
〞を
描
く
事
が
必
要
」と
応
じ
た
玉
井
幸

久
先
生
が
率
先
し
て
始
め
ら
れ
た
の
が
、
鑑
賞
会
Ａ

で
あ
る
。も
う
一
つ
の
金
河
様
式（
作
詩
と
鑑
賞
）の

始
ま
り
で
も
あ
っ
た
。

　

平
成
二
十
六
年
一
月
に
始
ま
り
、
唐
詩
を
順
次
解

説
、
孟
浩
然
、
李
白
、
杜
甫
、
白
楽
天
、
王
維
、
杜
牧

と
続
い
た
。「
誰
に
で
も
楽
し
め
る
鑑
賞
会
」を
目
標

と
し
、
時
代
背
景
の
中
で
の
詩
人
の
生
き
様
、
喜
怒

哀
楽
に
触
れ
、
そ
の
足
跡
を
た
ど
る
旅
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
ご
年
齢
も
あ
り
、
惜
し
ま
れ
つ
つ
も
丸
六

年
六
十
回
を
以
っ
て
、
令
和
元
年
十
一
月
の
最
終
講

義（
白
居
易
の
詩
）で
締
め
く
く
ら
れ
た
。

　

代
わ
っ
て
、桜
庭
慎
吾
先
生
が「
宋
詩
鑑
賞
会
」と

い
う
形
で
引
き
継
が
れ
、
第
一
回
定
例
会
が
令
和
二

年
一
月
に
開
催
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
新
型
コ
ロ
ナ
の

為
、
暫
く
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
翌
令
和
三
年
一

月
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
よ
り
本
格
的
継
続
が
可
能
と
な
っ

た
。
欧
陽
脩
、
梅
尭
臣
、
林
逋
、
蘇
舜
欽
、
王
安
石
な

ど
を
紹
介
の
上
、
じ
っ
く
り
時
間
を
か
け
た
の
が
蘇

軾
で
、
多
量
の
資
料
を
駆
使
し
て
、
終
始
熱
意
溢
れ

る
講
義
が
展
開
さ
れ
た
。
し
か
し
、
病
を
得
ら
れ
て

か
ら
は
闘
病
し
な
が
ら
の
講
義
が
続
き
、
蘇
軾
の
最

終
回
を
前
に
逝
去
さ
れ
た
。
蘇
軾
の
最
終
回
は
三
村

先
生
に
よ
る
代
講
で
、
追
悼
講
義
を
兼
ね
て
行
わ

れ
、「
宋
詩
鑑
賞
」は
全
二
十
九
回
で
終
了
し
た
。

　

桜
庭
先
生
の
急
逝
に
伴
い
、
鑑
賞
会
Ａ
を
何
と
か

継
続
し
よ
う
と
、
急
ぎ
講
師
を
お
願
い
し
快
諾
頂
い

た
の
が
竹
林
舎
の
先
生
方
と
会
長
・
副
会
長
で
あ
っ

た
。
唐
詩
・
宋
詩
の
如
く
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
の
お
願

い
に
は
、
準
備
期
間
も
な
く
、
せ
め
て
数
回
程
度
で

と
な
っ
た
。中
島
先
生
の「
漢
詩
の
周
辺
」玉
井
先
生

の「
四
季
の
漢
詩（
九
回
）」香
取
会
長
の「
楚
辞
」水

城
先
生
の「
范
成
大
・
他
」高
津
先
生
の「
青
龍
寺
の

漢
詩
・
空
海
・
楊
萬
里
」新
井
副
会
長
の「
大
磯
の

漢
詩
」と
各
々
別
の
切
り
口
で
、
漢
詩
を
解
説
頂
い

た
。
十
月
以
降
は
三
村
先
生
の
大
シ
リ
ー
ズ「
中
国

の
漢
詩
跡
を
巡
る
」（
ま
ず
十
回
）を
予
定
。

鑑
賞
会
Ｂ

高
田
宗
治

　

鑑
賞
会
Ｂ
は
平
成

二
十
六
年
か
ら
開
始

し
て
い
る
が
、
開
設
の

動
機
を
振
り
返
っ
て
み

る
と
、
毎
年「
入
門
講

座
」で
新
し
い
会
員
が

入
会
さ
れ
、
所
定
の「
サ
ー
ク
ル
会
」に
所
属
し
て
漢

詩
の
鑑
賞
や
作
詩
の
方
法
を
学
ん
で
い
る
が
、中
に
は

「
サ
ー
ク
ル
会
」に
所
属
し
な
い
方
も
い
る
。こ
の
人
た

ち
の「
漢
詩
を
楽
し
む
場
」が
な
い
の
が
、
そ
も
そ
も

お
か
し
い
と
の
思
い
か
ら
鑑
賞
会
が
始
ま
っ
た
と
さ

れ
る
。
鑑
賞
会
Ｂ
の
最
初
の
教
材
は『
唐
詩
選
画
本
』

の
七
言
絶
句
を
使
用
し
、輪
読
す
る
会
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
た
。
解
読
に
は
苦
労
し
な
が
ら
も
楽
し
く
学
び
、

平
成
二
十
九
年
三
月
を
も
っ
て
終
了
し
て
い
る
。

　

五
月
か
ら
は
新
し
く『
聯
珠
詩
格
』（
大
野
修
作
校

閲
）を
使
用
し
、
漢
詩
の
鑑
賞
と
作
詩
の
二
部
制
と

し
た
が
、令
和
元
年
四
月
に
終
了
。五
月
か
ら
は『
中

国
名
詩
集
』（
井
波
律
子
著
）を
ス
タ
ー
ト
し
、
令
和

三
年
十
一
月
を
も
っ
て
終
了
。
令
和
四
年
一
月
か
ら

は
再
び『
聯
珠
詩
格
』を
使
用
し
、
漢
詩
の
鑑
賞
と

詩
格
に
基
づ
い
た
作
詩
の
二
本
立
て
で
ス
タ
ー
ト
し

た
。「
第
二
册
」か
ら
は
じ
め「
第
三
册
」ま
で
学
ん
だ

が
、令
和
七
年
三
月
を
も
っ
て
よ
う
や
く
終
了
し
た
。

　

令
和
七
年
四
月
か
ら
は『
國
譯
漢
文
大
成
』の『
三

体
詩
』を
教
材
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。当
書
は『
唐

詩
選
』『
唐
詩
三
百
首
』と
並
び
称
さ
れ
、
前
書
と
同

じ
く
鑑
賞
と
作
詩
に
有
用
な
書
と
さ
れ
て
い
る
。
開

始
か
ら
早
や
二
年
目
に
入
っ
て
い
る
が
、
更
な
る
詩

力
向
上
を
目
指
し
て
い
る
。

　

今
回
も
前
例
に
倣
っ
て「
作
詩
の
部
」と「
輪
講
の

部
」の
二
部
制
と
し
た
が「
作
詩
の
部
」で
は
詩
の
作

り
方
を
少
し
変
え
る
こ
と
に
し
た
。
前
回
の
定
例
会

で
学
ん
だ
詩
の
中
か
ら
お
好
み
の
詩
を
選
択
し
、そ
の

詩
の
韻
字
を
用
い
て「
次
韻
・
用
韻
・
依
韻（
又
は
自

由
詩
も
可
）」の
何
れ
か
か
ら
詩
作
す
る
よ
う
に
し
た
。

　
「
輪
講
の
部
」で
は
従
来
通
り
二
人
体
制
で
、
各
自

四
首（
計
八
首
）を
担
当
し
、今
で
は
既
に
教
材
の
半

ば
を
鑑
賞
し
終
え
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
近
年
の
Ａ
Ⅰ

普
及
に
よ
り
、
詩
の
解
釈
や
研
究
に
も
活
用
さ
れ
つ

つ
あ
る
の
で
、こ
の
先
が
楽
し
み
で
も
あ
る
。



21

漢詩神奈川神奈川県漢詩連盟会報　第40号 令和8（2026）年9月15日

鑑
賞
会
Ｃ 

新
井
治
仁

　

舘
柳
湾
抄
出
の「
佩
文
齋
詠
物
詩
選
」か
ら
脚
韻

別
に
ま
と
め
た
白
文
テ
キ
ス
ト「
七
言
絶
句
こ
こ
か

ら
一
歩
」を
基
に
し
て
二
〇
一
五
年
に
ス
タ
ー
ト
し

た
絶
句
の
講
義
と
鑑
賞
の
会
で
す
。

① 

詠
物
は
自
然
か
ら
寺
仏
な
ど
広
く
唐
代
以
降
の

代
表
作
、

② 

詩
語
や
典
故
の
豊
富
さ
、

③ 

中
国
歴
代
の
歴
史
、
史
跡
、
文
物
、
宮
廷
と
庶
民

生
活
な
ど
、
鑑
賞
、
作
詩
に
は
共
に
有
益
な
文
献

で
あ
る
。 

　

当
初
は
城
田
・
飯
沼
・
桜
庭
先
生
、
次
に
住
田
・

田
原
・
三
上
先
生
が
加
わ
ら
れ
、
現
在
は
中
島
・
香

取
・
高
津
・
松
井
・
新
井
の
五
氏
に
引
き
継
が
れ
て

い
る
。
途
中
二
〇
二
一
年
二
月
よ
り
新
鑑
賞
会
Ｃ
と

な
り
、
前
記「
七
言
絶
句
こ
こ
か
ら
一
歩
」で
読
み

残
し
た
全
七
絶
に
取
り
組
み
、
既
に
第
五
八
回
で
全

六
九
六
詩
を
読
み
終
え
た
。

　

毎
回
三
十
人
前
後
の
常
連
参
加
者
だ
が
、
ズ
ー
ム

形
式
で
白
文
の
読
み
下
し
と
そ
の
解
釈
の
面
白
さ
を

楽
し
ん
で
お
り
、
サ
ー
ク
ル
若
手
世
代
も
徐
々
に
増

え
、
詩
語
の
探
索
、
典
故
の
活
用
な
ど
作
詩
へ
の
応

用
に
役
立
て
て
い
る
。
時
に
、
講
師
の
説
明
に
鋭
い

異
見
や
質
問
が
提
示
さ
れ
、
修
正
、
再
検
討
も
行
わ

れ
、
親
密
且
つ
密
度
濃
い
議
論
が
楽
し
め
る
の
も
こ

の
会
の
魅
力
と
言
え
よ
う
。

　

最
近
は
、
各
自
の
予
習
や
検
討
の
典
拠
と
な
る

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の「
捜
韻
」や
Ａ
Ｉ
の
超
速
の
深
化

も
新
た
な
展
開
で
、
こ
れ
ら
を
慎
重
か
つ
大
胆
に
活

用
す
べ
き
だ
ろ
う
。
ま
た
、
成
果
物
と
し
て
参
加
会

員
に
講
義
録
最
終
稿
を
配
布
し
、
詩
力
向
上
、
鑑
賞

の
再
読
に
役
立
て
て
い
る
が
、
今
後
後
進
に
よ
る

「
七
言
絶
句
こ
こ
か
ら
一
歩
・
第
二
弾
」と
し
て
連

盟
書
籍
の
刊
行
に
繋
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

（
追
記
）当
初
の「
鑑
賞
会
Ｃ
」の
講
義
内
容
は
、

・ 

だ
れ
で
も
わ
か
る
七
言
絶
句
こ
こ
か
ら
一
歩

（
上
）（
二
〇
一
九
年
）

・ 

同（
下
）（
二
〇
二
一
年
）、と
し
て
出
版
し
た
。

「
新
鑑
賞
会
Ｃ
」の
講
義
内
容
は
、

・ 

御
定
佩
文
齋
詠
物
詩
選
―
七
言
絶
句
集
第
一
冊

・ 

同
第
二
冊
と
し
て
、Ｈ
Ｐ
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

霧
笛
女
子
会

副
会
長　

水
城
ま
ゆ
み

　

霧
笛
女
子
会
は
偶

数
月
の
第
一
火
曜
日

に
開
催
さ
れ
ま
す
。
平

成
二
十
七
年
二
月
頃

始
ま
り
今
年
で
十
二

年
目
に
入
り
ま
し
た
。

古
田
光
子
先
生
が
隠
退
さ
れ
て
か
ら
は
水
城
と
横
溝

比
呂
美
さ
ん
、
大
森
冽
子
さ
ん
、
柴
本
信
子
さ
ん
が

担
当
さ
れ
て
い
ま
す
。
内
容
は「
成
島
柳
北
の
幕
末

維
新
パ
リ
見
聞
記
」「
梁
川
紅
蘭
と
星
巖
の
漢
詩
」「
一

休
宗
純
の
漢
詩
」「
か
な
文
字
の
源
流
」「
か
な
文
字
の

解
読
」等
で
す
。
令
和
八
年
度
二
月
は
水
城
が
竹
添

井
井
の「
桟
雲
峡
雨
日
記
」を
紹
介
し
ま
し
た
。参
加

者
は
毎
回
八
名
〜
十
名
位
で
す
。
関
心
が
あ
る
方
は

ご
連
絡
下
さ
い
。

（
会
報
三
十
一
号（
二
〇
二
二
年
）か
ら
の
抜
粋
）

　

偶
数
月
の
第
一
火
曜
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
霧
笛
女

子
会
は
、
平
成
二
十
七
年
二
月
頃
始
ま
り
今
年
で
八

年
目
に
入
り
ま
し
た
。
古
田
光
子
先
生
よ
り
詩
経
の

「
桃
夭
」か
ら
始
ま
り
、
白
居
易
の「
議
婚
」ま
で
、
主

に
女
性
の
人
生
を
詠
じ
た
詩
を
講
義
し
て
頂
き
ま

し
た
。「
王
昭
君
」「
班
婕
妤
」「
蕉
仲
卿
妻
」「
長
恨
歌
」

等
、
数
奇
な
運
命
を
た
ど
っ
た
女
性
の
生
涯
を
歌
っ

た
漢
詩
は
、
日
ご
ろ
七
言
絶
句
ば
か
り
に
親
し
ん

で
、
あ
ま
り
読
ん
だ
こ
と
の
な
い
古
詩
を
紹
介
し
て

い
た
だ
き
、
毎
回
興
味
深
く
鑑
賞
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。

　

令
和
二
年
頃
よ
り
コ
ロ
ナ
が
蔓
延
し
、
昨
年
と
一

昨
年
は
年
に
一
回
し
か
、
開
催
で
き
な
く
大
変
残
念

な
事
で
し
た
。
先
生
に
は
こ
れ
か
ら
は
、
地
域
の
皆

様
に
講
義
さ
れ
て
い
る
、
枕
草
子
な
ど
日
本
の
古
典

と
漢
詩
に
つ
い
て
お
話
を
毎
回
や
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
、嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
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大
簡
会
の
ご
紹
介

高
津
有
二

　

平
成
二
十
二
年（
二
〇
一
〇
年
）、
第
25
回
国
民
文

化
祭
・
岡
山
２
０
１
０
が
岡
山
県
浅
口
市
で
開
催
さ

れ
、併
せ
て
漢
詩
大
会
も
開
催
さ
れ
た
。

　

そ
の
年
に
岡
山
県
出
身
で「
昭
和
最
後
の
漢
詩
人
」

と
言
わ
れ
た
阿
藤
伯
海（
雅
号
、大
簡
）の
漢
詩
集
で

あ
る「
大
簡
詩
草
」が
復
刻
発
刊
さ
れ
た
。

　

阿
藤
伯
海
は
、
一
高
教
師
を
退
官
後
は
郷
里
岡

山
に
帰
り
、
岡
山
大
学
教
授
任
官
を
断
り
、
生
家
で

悠
々
自
適
の
漢
詩
詩
作
の
生
活
を
送
っ
た
そ
う
で
あ

る
。「
い
い
機
会
だ
か
ら
み
ん
な
で
読
ん
で
み
よ
う

か
」と
当
時
の
神
漢
連
の
田
原
事
務
局
長
を
中
心
に

話
が
持
ち
上
が
り
、
そ
の
勉
強
会
の
名
前
を
阿
藤
伯

海
の
雅
号
か
ら
と
っ
て「
大
簡
会
」と
名
付
け
た
そ

う
で
あ
る
。

　

神
漢
連
叢
書「
七
言
絶
句
こ
こ
か
ら
一
歩
」の
ま

え
が
き
に
当
時
の
岡
崎
会
長
が
書
か
れ
た
文
章
に

「
漢
詩
・
大
簡
村
の
村
長
は
酒
井
謙
太
郎
さ
ん
、
助

役
は
飯
沼
一
之
さ
ん
、
収
入
役
は
城
田
六
郎
さ
ん
、

そ
れ
ぞ
れ
余
人
を
も
っ
て
替
え
難
い
人
物
の
下
で
、

村
民
は
楽
し
く
勉
強
に
励
ん
で
い
る
」と
記
さ
れ
て

い
る
。「
大
簡
詩
草
」は
、二
年
余
り
で
読
み
終
え
た
。

お
次
は
？
と
思
案
投
げ
首
の
と
こ
ろ
、
モ
ノ
探
し
の

名
人
の
住
田
笛
雄
さ
ん
が
、
舘
柳
湾
の「
佩
文
齋
詠

物
詩
選
」を
探
し
て
き
て
、
コ
ピ
ー
で
教
科
書
を
作

り
、
こ
れ
を
教
材
と
し
て
輪
読
会
を
続
け
る
こ
と
に

な
っ
た
。
爾
来
、
十
年
以
上
経
過
し
た
が
、
コ
ロ
ナ

の
頃
に
一
時
中
断
し
た
後
、
現
在
は
オ
ン
ラ
イ
ン
Ｚ

Ｏ
Ｏ
Ｍ
方
式
で
勉
強
会
を
継
続
し
て
い
る
。

漢
詩
鑑
賞
会
Ⅾ
へ
の
思
い

竹
林
舎　

中
島
龍
一

　

漢
詩
入
門
講
座
は

二
十
年
に
な
り
ま
し

た
。
半
数
は
鑑
賞
だ
け

を
希
望
す
る
人
で
す
。

最
近
の
新
入
会
員
を

対
象
に
、
漢
詩
鑑
賞
事

典（
石
川
忠
久
）を
用
い
て
月
一
回
の
鑑
賞
だ
け
の

講
義
を
始
め
て
い
ま
す
。
一
回
で
五
首
、
七
言
絶
句

主
体
で
す
が
、
質
疑
応
答
に
も
時
間
を
か
け
て
い
ま

す
。

　

講
師
の
立
場
と
し
て
は
、
五
首
の
選
択
に
工
夫
を

要
す
る
こ
と
で
す
。
一
首
を
紙
一
枚
に
要
約
し
て
い

ま
す
。
教
本
は
四
百
首
の
詩
を
古
い
時
代
順
に
並
べ

て
い
て
、
全
部
が
名
作
で
す
が
初
心
者
に
分
か
り
や

す
い
七
絶
の
名
詩
を
選
び
出
し
、
徐
々
に
そ
れ
に
似

た
律
詩
、
古
詩
を
ま
ぜ
た
り
加
え
た
り
し
ま
す
。
杜

甫
に
は
七
絶
が
ほ
と
ん
ど
無
い
と
か
、
唐
詩
は
感
情

表
現
が
多
い
の
で
、
思
考
表
現
や
日
常
生
活
を
詠
う

宋
詩
を
ま
ぜ
る
と
か
、
教
室
の
半
数
は
女
性
な
の
で

女
性
詩
人
の
詩
を
他
の
本
か
ら
引
い
て
く
る
と
か
、

江
戸
明
治
の
日
本
人
の
漢
詩
を
入
れ
る
な
ど
変
化
を

つ
け
て
い
ま
す
。

　

中
国
王
朝
の
歴
史
、
北
方
民
族
・
胡
人
の
話
な
ど

の
資
料
も
加
え
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。
詩
の
鑑
賞
に

は
、
時
代
背
景
や
地
名
の
場
所
を
知
る
と
意
味
が
分

か
り
や
す
く
な
る
た
め
で
す
。
幸
い
生
徒
と
の
応
答

が
活
発
な
の
で
、
講
師
と
し
て
は
良
い
雰
囲
気
を
有

り
難
く
思
っ
て
い
ま
す
。

漢
詩
鑑
賞
会
Ⅾ
の
お
勧
め

壱
八
会　

佐
野
輝
美

　

鑑
賞
会
Ⅾ
は
漢
詩

鑑
賞
の
入
門
講
座
と

し
て
二
〇
二
五
年
六

月
に
新
設
さ
れ
た
講

座
で
す
。
講
師
は
大
ベ

テ
ラ
ン
の
中
島
龍
一

先
生
へ
お
願
い
し
て
お
り
、
講
義
内
容
は
本
頁
中
段

に
て
先
生
が
説
明
さ
れ
て
い
る
通
り
で
す
。
毎
月
第

一
水
曜
日
に
石
川
町
駅
近
く
の「
か
な
が
わ
労
働
プ

ラ
ザ
」に
て
対
面
方
式
で
わ
か
り
や
す
く
解
説
頂
い

て
お
り
ま
す
。

　

漢
詩
創
作
に
お
い
て
は
、「
知
識
」を
広
め
る
こ
と

が
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
も

の
と
し
て「
語
彙
」と「
典
故
」が
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な

り
ま
す
。
中
島
先
生
の
解
説
で
は
中
国
・
日
本
の
歴

史
、
地
理
的
な
位
置
づ
け
を
先
生
独
自
作
成
の
資
料

等
で
詩
を
解
説
い
た
だ
く
こ
と
で
、「
語
彙
」と「
典

故
」を
意
識
せ
ず
と
も
少
し
ず
つ
身
に
つ
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

開
講
当
初
は
緊
張
の
た
め
か
、
質
問
も
少
な
か
っ

た
も
の
の
回
を
重
ね
る
ご
と
に
質
問
も
出
始
め
、
和

気
あ
い
あ
い
の
雰
囲
気
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
会

員
は
現
在
三
十
名
、
十
九
期
が
二
十
名
、
そ
の
他
が

十
名
の
登
録
と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
自
身
は
漢
詩
創

作
の
一
助
と
な
れ
ば
と
思
い
応
募
し
た
の
で
す
が
現

在
で
は
中
島
先
生
の
多
岐
に
渡
る
漢
詩
の
解
説
を
と

て
も
楽
し
み
と
し
て
い
ま
す
。
漢
詩
鑑
賞
へ
ご
興
味

の
あ
る
方
は
是
非
参
加
願
い
ま
す
。
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研
修
会

白
石
信
隆

　

研
修
会
は
、
神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
発
足
時
、
そ
れ

も
準
備
活
動
の
早
い
段
階
で
、「
初
心
者
入
門
講
座
」

「
吟
行
会
」と
な
ら
ぶ
三
本
柱
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
て
始
ま
っ
た
伝
統
あ
る
行
事
で
す
。

　

そ
の
名
の
通
り
、
会
員
の
詩
力
向
上
を
目
指
す
事

が
第
一
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
併
せ
て
、
会

員
相
互
の
啓
発
と
、
世
代
の
違
い
や
サ
ー
ク
ル
へ
の

参
加
の
有
無
を
乗
り
越
え
た
交
流
・
親
睦
の
促
進
を

も
企
図
し
た
も
の
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
へ
、
い
ち
早
く
俳
句
の
世
界
で
広
く
行
わ
れ

て
い
る「
選
句
会
」の
方
式
を
採
り
い
れ
た
こ
と
が
、

遊
び
の
要
素
を
加
味
し
な
が
ら
、
そ
の
目
的
を
果
た

す
こ
と
を
容
易
に
し
た
と
言
え
そ
う
で
す
。

　

匿
名
の
投
稿
詩
の
中
か
ら
、
推
薦
詩
を
投
票
し
合

い
優
劣
を
競
う
と
同
時
に
、
そ
の
結
果
を
伏
せ
た
ま

ま
、
忌
憚
な
く
議
論
し
合
う
と
い
う
や
り
方
が
参
加

者
の
活
発
な
発
言
を
引
き
出
し
、
意
見
交
換
・
相
互

交
流
に
役
立
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
方
式
は
、「
こ
の
十
年
間
」も
変
わ
ら
ず
踏
襲

さ
れ
て
き
ま
し
た
。〝
研
修
会
は
人
気
投
票
〞と
い
う

側
面
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
乗
越
え
て
今
も
十
分

に
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
十
周
年
行
事
終
了
後
は
、
一
回
あ
た
り

の
参
加
者
が
減
っ
て
い
ま
す
。
平
成
二
十
五
年
春
の

参
加
者
六
十
二
名（
ピ
ー
ク
）に
は
遠
く
及
び
ま
せ

ん
。
こ
れ
に
拍
車
を
か
け
た
の
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の

二
年
の
空
白
で
す
。
コ
ロ
ナ
後
は
、
二
日
に
分
け
る

必
要
の
な
い
参
加
人
数
で
推
移
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

参
加
メ
ン
バ
ー
の
固
定
化
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で

す
。
研
修
会
の
趣
旨
・
内
容
ひ
い
て
は
そ
の
楽
し
み

が
、
比
較
的
新
し
い
会
員
に
は
必
ず
し
も
十
分
に
理

解
さ
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
ご
指
摘

も
あ
り
ま
す
。
啓
発
に
つ
い
て
の
工
夫
が
さ
ら
に
必

要
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
令
和
五
年
以
降
は
十
二
月
実
施
と
な
り
、

神
漢
連
年
末
最
後
の
対
面
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
恒
例
化

し
て
い
ま
す
。
一
日
の
開
催
と
し
て
は
十
分
な
メ
ン

バ
ー
数
で
充
実
し
た
意
見
交
換
を
し
、
終
了
後
は
懇

親
会
で
盛
り
上
が
り
、
上
級
者
・
初
級
者
の
別
な
く

交
流
の
実
を
上
げ
、歳
の
納
め
と
し
て
い
ま
す
。

研
修
会

吟
行
会

オ
ン
ラ
イ
ン
吟
行
会

開催年 開催月日 参加者 高得点者

平成29年
①11月8日（水）
②11月14日（火）

15名
15名

横溝比呂美
三村公二

平成30年
①10月19日（金）
②10月24日（水）

15名
15名

芝　公男
岡嶋宣昭

令和元年
①10月23日（水）
②11月7日（木）

12名
11名

芝　公男
五嶋美代子

令和2年 コロナのため開催せず ─

令和3年 コロナのため開催せず ─

令和4年 4月21日（木） 19名
木村孝（優秀賞）
細江利昭（優良賞）
五嶋美代子・白石信隆（佳作）

令和5年 12月20日（水） 16名 岡嶋宣昭（優秀賞）
木村　孝・大野若人（優良賞）

令和6年 12月18日（水）
（かながわ労働プラザ）

25名
木村孝（優秀賞）
大野若人（優良賞）
高橋光代・成澤きよ子・細江利昭（佳作）

令和7年 12月19日（金）
（かながわ労働プラザ）

20名
福田忠夫（優秀賞） 
細江利昭（優良賞）
向井恒泰（佳作）

令和8年 12月18日（金）
（予備日） 12月23日（水）

─

注：令和5年以前の会場はすべて神奈川近代文学館（山手）
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ま
す
。

　

会
議
の
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
日
程
が
合
わ
な
い
方
向
け
に
、

今
年
度
夏
の
オ
ン
ラ
イ
ン
吟
行
会
か
ら
は
投
句
の
み

の
ご
参
加
も
受
け
付
け
る
よ
う
、
変
更
さ
れ
て
い
ま

す
。（
吟
行
会
の
結
果
は
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
）

を
、対
面
で
は
な
い
に
せ
よ「
顔
を
見
な
が
ら
」継
続

で
き
た
の
は
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
の
効
用
で
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
の「
オ
ン
ラ
イ
ン

吟
行
会
」は
十
五
周
年
記
念
行
事
の
一
つ
と
し
て
企

画
さ
れ
ま
し
た
。
本
番
で
は
、
併
催
し
た
ハ
ガ
キ
投

句
を
含
め
た
参
加
者
は
六
十
二
名
で
し
た
。
ネ
ッ
ト

投
句
と
ハ
ガ
キ
投
句
の
ダ
ブ
ル
投
句
の
参
加
者
も
あ

り
ま
し
た
が
。

　

初
め
て
の
試
み
で
も
あ
り
、
諸
先
生
と
運
営
委
員

の
方
々
の
ご
協
力
を
得
て
十
回
の
ト
ラ
イ
ア
ル
を
実

施
し
ま
し
た
。
実
地
吟
行
会
で
の
短
時
間
で
作
句
す

る
即
興
性
を
保
ち
つ
つ
、
参
加
者
が
ワ
イ
ワ
イ
や
り

な
が
ら
句
を
並
べ
た
り
、
参
加
者
の
投
票
で
表
彰
句

を
選
ん
だ
り
す
る
、
な
ど
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
な
ら
で
は
の

特
徴
を
加
え
て
は
ど
う
か
・
・
等
々
貴
重
な
ご
意
見

を
参
考
に
し
な
が
ら
無
事
本
番
を
終
え
る
こ
と
が
で

き
た
。

　

現
在
は
、
下
の
表
の
よ
う
に
年
二
回
の
定
例
行
事

と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。
若
干
の
変
更
を
経
て
、

普
段
作
詩
す
る
自
宅
の
環
境
で
一
句
、
そ
れ
も
そ
の

ま
ま
七
絶
に
応
用
で
き
る
よ
う
ル
ー
ル
に
従
っ
た
一

句
を
、
や
や
時
間
を
か
け
て
作
り
投
句
す
る
方
式
に

な
っ
て
い
ま
す
。
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
会
議
当
日
は
、
ご
指
導

の
先
生
に
よ
る
連
句
構
成
と
優
秀
句
の
選
定
、
そ
れ

と
は
別
に
参
加
者
の
事
前
投
票
に
よ
る
人
気
句
の

選
出
も
恒
例
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
サ
ー
ク
ル
横

断
的
、
か
つ
サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
て
い
な
い
会
員
も

参
加
す
る
行
事
な
の
で
、
参
加
者
全
員
の
コ
メ
ン
ト

（
作
句
の
狙
い
や
苦
労
話
）、
個
別
の
句
に
対
す
る
先

生
の
ご
指
導
を
皆
が
共
有
す
る
機
会
に
も
な
っ
て
い

吟
行
会

新
井
治
仁

　

連
盟
内
で
、
自
由
で
闊
達
な
交
流
を
促
進
し
て
、

吟
行
会
は
、
サ
ー
ク
ル
の
枠
を
超
え
て
詩
友
の
拡

大
、
作
詩
と
鑑
賞
の
土
台
作
り
に
大
き
く
寄
与
し
て

き
た
。

　

平
成
二
十
八
年
の「
横
浜
港
一
周
ク
ル
ー
ズ
」は
、

心
地
よ
い
船
旅
に
詩
心
を
動
か
さ
れ
、
平
成
三
十
一

年
の「
大
磯
」吟
行
で
は
、こ
の
地
の
文
芸
と
の
か
か

わ
り
を
改
め
て
振
り
返
り
、
西
行
、
藤
村
の
史
跡
に

思
い
を
馳
せ
た
。

　

故
石
川
忠
久
先
生
の
提
出
句
へ
の
即
妙
な
コ
メ
ン

ト
と
柏
梁
体
連
句
の
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
捌
き
に
瞠
目
し

た
の
も
良
い
思
い
出
だ
。
そ
の
後
、
コ
ロ
ナ
蔓
延
が

長
引
き
、
実
吟
行
会
に
代
わ
っ
て
ズ
ー
ム
に
よ
る
事

前
投
稿
の
形
式
の
オ
ン
ラ
イ
ン
吟
行
が
ス
タ
ー
ト

し
、
試
行
錯
誤
の
結
果
、
現
在
の
ス
タ
イ
ル
で
定
着

し
、二
月
、八
月
の
二
回
開
催
と
な
っ
て
い
る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
吟
行
会

蔦　

清
昭

　

令
和
二
年(

神
漢
連
十
四
周
年)

か
ら
二
年
間
の

コ
ロ
ナ
禍
は
神
漢
連
活
動
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え

ま
し
た
。
そ
の
年
の
緊
急
事
態
宣
言
を
受
け
、
テ
レ

ワ
ー
ク
の
開
始
と
と
も
に
世
間
で
は
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
が
一

気
に
広
ま
り
ま
し
た
。
参
集
し
て
の
活
動
が
妨
げ
ら

れ
た
中
で
の
行
事
を
ど
う
運
営
す
る
か
が
、
十
五
周

年
記
念
行
事
の
課
題
と
な
り
、
漢
詩
鑑
賞
会
、
サ
ー

ク
ル
定
例
会
、
さ
ら
に
は
運
営
委
員
会
な
ど
の
活
動

吟行会・オンライン吟行会実施状況一覧
実施年・月日 形式 吟行場所・テーマ 連盟

参加者 連句ご指導

2016（平28）.05.12 実地吟行 横浜港一周クルーズ 35名 石川忠久先生・窪寺啓先生
2018（平30）.09.27 実地吟行 横須賀「戦艦三笠」 28名 石川忠久先生
2019（平31）.11.06 実地吟行 大磯「鴫立庵」・「島崎藤村終焉邸」・「西行史跡」等 43名 石川忠久先生
2021（令3）.10.12 ZOOM／郵送 「鎌台今昔」及び「初秋函嶺」 62名 三村会長・中島、水城両副会長
2022（令4）.3.28 ZOOM 「千鳥ヶ淵」 28名 水城副会長・飯島副会長
2022（令4）.8.31 ZOOM 「尾瀬散策」 25名 香取会長・水城副会長
2023（令5）.2.27 ZOOM 「梅林春信」 29名 香取会長・水城副会長
2023（令5）.8.24 ZOOM 「横浜夏景」 25名 香取会長・水城副会長
2024（令6）.2.26 ZOOM 「港」 30名 香取会長・水城副会長
2024（令6）.8.22 ZOOM 「長安」 28名 香取会長・水城副会長
2025（令7）.2.24 ZOOM 「雪国」 26名 水城副会長・新井副会長
2025（令7）.8.30 ZOOM 「小笠原諸島」 27名 香取会長・新井副会長
2026（令8）.2.23 ZOOM 「修善寺」 24名 香取会長・新井副会長
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神
辞
会

　

自
分
達
で
作
る
し
か
な
か
っ
た
仕
掛
け蔦　

清
昭

　

神
奈
川
県
漢
詩
連

盟
の
活
動
イ
ン
フ
ラ

の
一
つ「
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
」は
発
足
直
後
か
ら

設
置
さ
れ
、
豊
富
な
情

報
発
信
が
な
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
東
京
都
在
住
の
小
生
が
神
漢
連
に
越
境

入
会
し
た
き
っ
か
け
は
、
た
ま
た
ま
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
覗
い
た
こ
と
で
し
た
。
入
会
し
た
時
は
す
で
に
十

年
の
情
報
発
信
の
実
績
が
あ
り
、
そ
れ
に
加
え「
パ

ソ
コ
ン
、
ス
マ
ホ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
漢
詩
創
作

に
も
利
用
し
よ
う
」と
い
う
、
現
在
の
神
辞
会
に
つ

な
が
る
活
動
が
検
討
さ
れ
て
い
た
頃
で
し
た
。
先
輩

方
の
先
見
の
明
と
奉
仕
精
神
が
、
今
に
到
る
活
発
な

連
盟
の
活
動
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　

瀧
川
様（
好
文
会
）を
リ
ー
ダ
ー
と
し
て「
Ｐ
Ⅽ
漢

詩
情
報
交
換
会
」が
発
足
し
た
の
は
二
〇
一
七
年
九
月

で
し
た
。
ネ
ッ
ト
上
や
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
に
漢
詩
創

作
に
役
立
つ
も
の
が
ど
れ
だ
け
あ
る
か
、
の
情
報
を

交
換
す
る
会
議
体
で
し
た
。当
時
書
道
の
課
題
で
あ
っ

た
漢
詩
を
自
分
で
も
作
っ
て
み
た
い
、
と
漠
然
と
思

い
な
が
ら
一
年
間
ネ
ッ
ト
を
漁
っ
た
上
で
神
漢
連
に

入
会
し
た
の
で
、
状
況
は
理
解
し
て
い
る
つ
も
り
で

し
た
。つ
ま
り
満
足
で
き
る
も
の
は
ネ
ッ
ト
上
に
は
ほ

と
ん
ど
な
い
、平
仄
チ
ェ
ッ
ク
ツ
ー
ル
も
詩
語
集
も
中

途
半
端
。
漢
詩
の
膨
大
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
る「
捜

韵
」が
や
っ
と
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
頃
の
話
で
す
。

　

当
時
す
で
に
故
城
田
六
郎
先
生
が
自
前
の
詩
語

集
を
作
り
始
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
後
に
知
り
ま

し
た
。
実
用
に
足
る
数
の
詩

語
を
網
羅
し
た
神
漢
連
の
詩

語
集
を
作
る
こ
と
、
ち
ゃ
ん

と
し
た
チ
ェ
ッ
ク
ツ
ー
ル
を

作
る
こ
と
が
大
ま
か
な
計
画

と
な
り
、
二
〇
一
八
年
に
は

そ
の
実
行
部
隊
と
し
て
神
辞

会
が
発
足
し
ま
し
た
。
牛
山

氏（
九
詩
期
会
）が
共
同
リ
ー

ダ
ー
に
な
り
、
神
漢
連
で
、

海
の
よ
う
に
広
く
深
い
電
子

辞
書
＝
神
辞
海
、
を
作
る
、
担
当
す
る
グ
ル
ー
プ
は

神
辞
会
、
が
会
の
名
前
の
由
来
で
す
。
膨
大
な
詩
語

を
ど
う
や
っ
て
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
の
か
、
著
作
権
は

ど
う
ク
リ
ア
す
る
の
か
、
の
高
い
ハ
ー
ド
ル
を
超
え

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
菅
原
武
先
生
の
お
か
げ
で

す
。
当
時
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
だ
っ
た「
漢
詩
詩
語
辞
典
」

の
電
子
デ
ー
タ
を
、
な
ん
と
無
償
提
供
い
た
だ
い
た

の
で
す
。
日
本
に
お
け
る
漢
詩
普
及
の
た
め
、
と
の

先
生
の
精
神
を
、
頂
い
た
デ
ー
タ
と
一
緒
に
神
辞
会

は
引
き
継
い
で
ゆ
き
ま
す
。
菅
原
電
子
詩
語
集
神
辞

会
版
は
一
般
公
開
さ
れ
て
お
り
、
神
漢
連
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
利
用
で
き
ま
す
。

　

一
方
城
田
先
生
が
始
め
ら
れ
た
自
前
の
詩
語
集

作
り
は
、
そ
の
後
瀧
川
氏
を
中
心
に
着
々
と
語
数
を

増
や
し
、
今
や
世
界
最
大
級
の
詩
語
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

と
し
て
、
会
員
専
用
ペ
ー
ジ
で
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
中
途
半
端
な
チ
ェ
ッ
ク
ツ
ー
ル
し
か
な
い
」と
い

う
不
満
に
対
し
て
は「
じ
ゃ
、
作
っ
て
み
た
ら
」と
い

う
こ
と
に
。
最
大
の
不
満
は

「
こ
れ
は
両
韻
字
だ
か
ら
自
分

で
調
べ
て
ね
」と
突
き
放
す

ツ
ー
ル
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た

こ
と
。
平
仄
は
語
義
に
よ
っ

て
決
ま
る
の
で
、
詩
語
の
レ

ベ
ル
で
確
定
す
る
は
ず
で
す
。

漢
語
大
詞
典
掲
載
語
の
う
ち

約
四
十
万
の
主
要
語
の
平
仄

を
調
べ
て
内
蔵
し
、
こ
れ
を

参
照
す
れ
ば
よ
い
。
双
声
語
、

畳
韻
語
や
虚
字
詩
語
な
ど
特
徴
あ
る
詩
語
も
区
別
す

れ
ば
、
詩
語
に
ど
れ
だ
け
気
を
配
っ
て
作
ら
れ
た
漢

詩
で
あ
る
か
、
な
ど
も
判
断
で
き
ま
す
。「
七
絶
推
敲

表
」は
こ
の
よ
う
な
考
え
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
漢
詩
創

作
に
生
か
す
、
と
い
う
課
題
か
ら
発
足
し
た
神
辞
会

で
す
が
、
定
例
会
で
は
す
で
に
五
年
前
か
ら
Ａ
Ｉ
漢

詩
が
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
今

後
Ａ
Ｉ
漢
詩
は
ど
う
な
っ
て
ゆ
く
の
で
し
ょ
う
？
ご

神
辞
会

神
漢
連
図
書
館

自
詠
自
書



26

漢詩神奈川神奈川県漢詩連盟会報　第40号 令和8（2026）年9月15日

自
詠
自
書
の
会

　
「
漢
詩
で
遊
ぶ
漢
詩
人
の
嗜
み
」を
よ
り
身
近
に
！

牛
山
知
彦

　

自
詠
自
書
の
会
は
、

神
漢
連
創
立
十
周
年

の
前
年
に
設
立
さ
れ

下
表
の
と
お
り
、
作
品

展
開
催
等
の
活
動
を

継
続
し
て
い
ま
す
。

　

作
品
展
に
は
出
品

者
の
力
作
が
展
示
さ
れ
て
、
サ
ー
ク
ル
を
超
え
た
参

加
者
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
般
公

開
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
神
漢
連
活
動
の
広
報
の

機
会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

設
立
は
、
金
星
干
支
会
の
上
田
尤
子
さ
ん
ほ
か
同

志
の
強
い
意
志
で
実
現
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
は
書
道

が
得
意
な
方
達
の
参
加
が
ど
う
し
て
も
多
か
っ
た
訳

で
す
が
、
そ
の
後
は
以
下
の
取
組
み
を
積
極
的
に
実

施
し
て
、
そ
の
裾
野
を
広
げ
て
多
く
の
会
員
が
漢
詩

を
よ
り
楽
し
む
自
詠
自
書
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
五
年
か
ら
は
書
道
未
経
験
者
に
向
け
て「
自

詠
自
書
入
門
講
座
」の
開
催
を
始
め
、
令
和
六
年
か

ら
は
作
品
展
直
前
の「
錬
成
会
」も
開
催
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
神
漢
連
Ｈ
Ｐ
内
に「
自
詠
自
書
の
会
」独

自
の
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
て
、
作
品
展
写
真
等
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。
令
和
七
年
に
は
フ
ォ
ト
漢
詩
等
の
出

品
も
受
け
入
れ
て
、共
に「
漢
詩
で
遊
ぶ
」楽
し
み
の

拡
大
を
図
っ
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
年
二
回
届
く
神
辞
会
定
例
会
の
ご

案
内
へ
の
返
信
で
参
加
を
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ツ
ー
ル
類
や
捜
韵
の
使
い
方
な
ど
を
定
例
会
で
取
り

上
げ
て
い
ま
す
が
、
対
面
講
習
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
世
話
役
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

神
漢
連
図
書
館 

　
「
忘
れ
な
い
た
め
に
」

蔦　

清
昭

　

神
漢
連
の「
漢
詩
入
門
講
座
」で「
漢
詩
が
作
れ

た
！
」と
感
激
な
さ
っ
た
方
は
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
丁
寧
な
ご
指
導
と
資
料
。
忘
れ
て
い
ま

せ
ん
か
？
作
詩
経
験
を
重
ね
れ
ば
良
い
方
向
に
進

む
、
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
フ
ァ
イ
ル
の
底
か
ら
引
っ

張
り
出
さ
な
く
と
も
神
漢
連
図
書
館
の「
講
習
会
等

資
料
」に
ア
ク
セ
ス
す
れ
ば
読
み
返
せ
ま
す
。

　

会
員
の
漢
詩
集（
神
奈
川
清
韻
）、
先
生
方
の
漢
詩

集
・
著
作
、な
ど
身
近
な
方
々
の
漢
詩
を
読
む
こ
と
、

鑑
賞
会
の
成
果
物
を
読
む
こ
と
等
々
、
漢
詩
上
達
の

一
手
段「
多
読
」を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

国
会
図
書
館
の
デ
ジ
タ
ル
化
計
画
が
急
速
に
進
ん

だ
時
期
で
あ
っ
た
の
が
幸
運
で
し
た
。
多
く
の
漢
詩

関
連
書
籍
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
読
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。
国
訳
漢
文
大
成
の
全
巻
、
す
ぐ
に
役
立

つ
漢
語
大
詞
典
な
ど
の
辞
書
サ
イ
ト
、
漢
詩
隆
盛
の

頃
書
か
れ
た
詩
話
な
ど
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ト
を
経
由
し

て
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
外
部
の
デ
ー

タ
は
、
作
成
者
を
尊
重
し
て
そ
の
サ
イ
ト
へ
飛
ん

で
、そ
こ
で
利
用
す
る
形
式
に
な
っ
て
い
ま
す
。

行事名 期日 会場 参加 作品数 特別賛助出品
第1回作品展 2015/5/20~23 エリスマン邸 13名 17作品 窪寺貫道先生
第2回作品展 2017/3/16~17 横浜市開港記念会館 20名 33作品 石川岳堂先生 窪寺貫道先生
第3回作品展 2018/5/30~6/3 大佛次郎記念館 21名 21作品 石川岳堂先生 窪寺貫道先生
第4回作品展 2019/5/25~30 大佛次郎記念館 21名 22作品 石川岳堂先生 窪寺貫道先生
第5回作品展 2020 コロナ感染症拡大により延期
第5・ 6回作品展 2021/10/20~24 県民ホールギャラリー 24名 42作品 石川岳堂先生 窪寺貫道先生
第7回作品展 2023/5/28~6/1 大佛次郎記念館 12名 13作品 故石川岳堂先生

第1回自詠自書入門講座 2023/8/13、27 横浜市社会福祉センター 9名
第1回錬成会 2024/4/18、5/5 横浜市社会福祉センター 13名
第8回作品展 2024/5/29~31 大佛次郎記念館 18名 19作品 故石川岳堂先生

第2回自詠自書入門講座 2024/8/11、17 横浜市社会福祉センター 7名
第2回錬成会 2024/5/3、5/5 横浜市社会福祉センター 14名
第9回拡大作品展 2025/5/28~29 横浜市開港記念会館 26名 34作品 故石川岳堂先生 鷲野正明先生

第3回自詠自書入門講座 2025/8/11、17 横浜市社会福祉センター 3名
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会
報「
漢
詩
神
奈
川
」の
発
行

　

―
会
報
で
繋
が
っ
て
い
る
会
員
へ
―香

取
和
之

　

会
報「
漢
詩
神
奈
川
」は
、
神
漢
連
創
立
直
後
の

二
〇
〇
六
年（
平
成
十
八
年
）十
二
月
十
五
日
に
創

刊
号
が
発
行
さ
れ
、
そ
れ
以
来
年
二
回
の
発
行
が
続

い
て
い
る
。

　

創
刊
号
か
ら
第
九
号
ま
で
の
会
報
を
担
当
さ
れ

た
田
原
事
務
局
長（
当
時
）に
よ
れ
ば
、「
パ
ソ
コ
ン

の「
ワ
ー
ド
」を
勉
強
し
て
悪
戦
苦
闘
し
、
Ａ
４
の
紙

に
字
数
行
数
を
整
え
た
三
段
を
鋏
で
切
っ
て
貼
り
付

け
、
表
裏
の
版
下
を
作
っ
て
近
所
の
文
房
具
屋
さ
ん

に
持
ち
込
ん
で
大
量
コ
ピ
ー
し
て
も
ら
っ
て
い
た
。」

そ
う
で
あ
る
。
奥
さ
ん
も
巻
き
込
ん
で
悪
戦
苦
闘
さ

れ
た
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
あ
る
。
当
初
か
ら
留

意
さ
れ
た
こ
と
は
、「
絶
え
ず
頭
に
あ
っ
た
こ
と
は
、

会
報
で
し
か
繫
が
っ
て
い
な
い
会
員
の
存
在
で
あ
っ

た
。
そ
う
い
う
一
般
会
員
の
方
に
漢
詩
へ
の
関
心
を

少
し
で
も
呼
び
覚
ま
し
、
そ
こ
に
ど
う
連
盟
を
意
識

さ
せ
る
か
で
あ
っ
た
。」と
の
こ
と
で
、
こ
れ
は
現
在

ま
で
変
わ
る
こ
と
の
な
い
編
集
大
原
則
で
あ
る
。

　

第
十
号（
二
〇
一
一
年
七
月
）か
ら
は
複
数
人
の

編
集
体
制
と
な
り
、
三
村
・
中
島
・
吉
岡（
以
下
、

敬
称
略
）の
三
名
が
編
集
を
分
担
し
て
、
印
刷
を
専

門
の
業
者
に
委
ね
て
印
刷
の
鮮
明
度
が
ア
ッ
プ
し

た
。尚
、二
〇
一
四
年
か
ら
は
神
漢
連
の
全
会
報
が
、

Ｈ
Ｐ
で
読
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

第
十
七
号（
二
〇
一
五
年
一
月
）か
ら
は
、
主
担
当

川
上
、編
集
委
員
香
取
の
体
制
へ
移
行
し
て
行
っ
た
。

　

第
二
十
二
号（
二
〇
一
八
年
一
月
）か
ら
は
主
担

当
香
取
、
編
集
委
員
牛
山
・
大
森
の
体
制
と
な
り
、

以
下
の
編
集
方
針
で
進
め
た
。

・ 

誌
面
を
、
①
一
面
の
会
長
の
挨
拶
・
方
針
、
②
連

盟
の
行
事（
総
会
、
漢
詩
入
門
講
座
、
漢
詩
講
演

会
、
吟
行
会
・
オ
ン
ラ
イ
ン
吟
行
会
、
研
修
会
な

ど
）、
③
会
員
の
活
動（
主
と
し
て
漢
詩
サ
ー
ク
ル

と
漢
詩
鑑
賞
会
記
事
）、
④
会
員
だ
よ
り（
会
員
の

寄
稿
）、⑤
全
国
大
会
で
の
入
賞
入
選
詩
、の
五
つ

に
大
き
く
分
け
て
読
み
易
く
す
る
。

・ 

漢
詩
サ
ー
ク
ル
、漢
詩
鑑
賞
会
、会
員
だ
よ
り
等
、

会
員
の
活
動
と
声
を
積
極
的
に
紹
介
す
る
。

 
例
え
ば
、
神
漢
連
創
立
十
五
周
年
記
念
行
事
で
の

「
私
の
好
き
な
漢
詩
」ア
ン
ケ
ー
ト
に
基
づ
き
、
回

答
者
か
ら
何
故
そ
の
詩
を
選
ん
だ
の
か
、
ま
た
そ

の
思
い
は
何
か
な
ど
、
数
号
に
わ
た
り
計
二
十
名

以
上
の
方
々
に
各
一
段
の
記
事
を
書
い
て
頂
い

た
。
ま
た
女
性
会
員
に
記
事
を
書
い
て
頂
く
よ
う

に
積
極
的
に
お
願
い
し
た
。

・ 

漢
詩
作
法
や
鑑
賞
力
向
上
へ
の
手
助
け
と
な
る

情
報
を
提
供
す
る（
小
特
集
と
し
て
、「
漢
詩
鑑
賞

入
門
」、「
年
賀
状
の
漢
詩
」、「
漢
詩
の
為
の
漢
文

法
」、「
漢
詩
作
法
教
室
紹
介
」な
ど
）。
ま
た
、
漢

詩
関
係
の
図
書
紹
介
、
先
人
の
漢
詩
へ
の
取
組
み

紹
介（「
私
と
漢
詩
」）、
全
国
漢
詩
大
会
の
情
報
提

供
等
を
行
う
。

　

第
三
十
二
号（
二
〇
二
三
年
七
月
）か
ら
は
、主
担

当
東
島
、
高
橋
他
の
編
集
体
制
と
な
り
、
中
国
駐
在

の
会
員
松
田
奈
月
さ
ん
に「
現
代
中
国
の
漢
詩
事
情
」

を
連
載
し
て
も
ら
う
な
ど
、
新
た
な
紙
面
作
り
に
取

り
組
ん
だ
。

　

そ
し
て
、第
四
十
一
号（
二
〇
二
七
年
一
月
）か
ら

は
主
担
当
佐
野
、
高
橋
、
中
村
の
編
集
体
制
で
進
め

よ
う
と
し
て
い
る
。

　

そ
の
他
、
神
漢
連
十
年
史（
会
報
二
十
号
）、
神
漢

連
十
五
周
年
記
念
行
事（
二
十
九
号
）、
全
日
本
漢
詩

大
会
神
奈
川
大
会（
会
報
三
十
五
号
）、
神
漢
連
二
十

年
史
―
こ
の
十
年
の
歩
み（
会
報
四
十
号
）と
特
別

編
集
の
会
報
も
発
行
し
て
き
た
。

　

会
報
を
考
え
る
上
で
は
、
神
漢
連
十
年
史（
会
報

二
十
号
）に
田
原
副
会
長（
当
時
）が
記
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
絶
対
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

「
神
漢
連
行
事
へ
の
誘
い
に
参
加
し
な
い
、
参
加
出

来
な
い
人
た
ち
は
い
る
。
今
後
も
会
報
の
役
割
は
絶

え
ず
底
辺
ま
で
考
え
て
作
っ
て
欲
し
い
。」

広
報

刊
行
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神
漢
連YouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル蔦　

清
昭

　

令
和
三
年
五
月
に
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
発
足
し
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
外
出
制
限
で
、
講
座
や
サ
ー
ク
ル

定
例
会
な
ど
を
参
集
し
て
の
開
催
が
で
き
な
く
な
る

中
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
の
接
続
手
順
をY

ouT
ube

に
し
て
会

員
の
参
考
に
、
と
い
う
の
が
動
機
の
一
つ
で
し
た
。
や

が
て
、
推
敲
表
な
ど
神
辞
会
ツ
ー
ル
の
使
用
法
や
捜

韵
な
ど
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
情
報
の
解
説
な
ど
、

コ
ロ
ナ
前
に
す
で
に
発
足
し
て
い
た「
利
用
が
拡
大

し
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
漢
詩
創

作
に
ど
う
活
か
す
か
」を
検
討
す
る
活
動
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
動
画
も
配
信
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

神
漢
連
は
会
員
が
漢
詩
を
楽
し
め
る
仕
掛
け
が
充

実
し
て
い
ま
す
。Y

ouT
ube

チ
ャ
ン
ネ
ル
も
会
員

向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
中
心
で
す
が
、
年
二
回
開
催

さ
れ
る「
漢
詩
講
演
会
」の
動
画
を
、
講
演
し
て
い
た

だ
い
た
先
生
方
の
ご
了
解

を
得
て
一
般
公
開
し
て
い

ま
す
。
最
近
は
会
員
向
け
の

Y
ouT
ube

の
一
部
を
一
般

公
開
す
る
例
が
増
え
て
き

ま
し
た
。
神
漢
連
の
活
動
の

Ｐ
Ｒ
と
し
て
会
員
勧
誘
の
一

助
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
が
、
パ
ソ
コ
ン
、
ス

マ
ホ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
世

代
の
人
々
の
中
に
漢
詩
愛
好

家
が
少
し
で
も
増
え
る
こ
と

も
期
待
し
て
い
ま
す
。

匠
の
志
を
継
ぐ
こ
と
が
で
き
て
い
る
の
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
際
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
の
が「
お
問
い
合
わ
せ
」の
ぺ
ー
ジ
で
す
。
そ
こ
に

は
、
会
員
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
は
も
ち
ろ
ん
、
入
会

や
入
門
講
座
の
申
込
だ
け
で
な
く
、
予
期
せ
ぬ
遠
方

か
ら
、
掲
載
さ
れ
た
漢
詩
鑑
賞
の
資
料
に
ま
つ
わ
る

問
い
合
わ
せ
が
来
た
り
、
公
の
機
関
か
ら
漢
詩
講
演

会
等
の
イ
ベ
ン
ト
広
告
に
関
す
る
コ
メ
ン
ト
や
、
漢

詩
関
連
書
籍
の
出
版
書
店
か
ら
の
コ
ン
タ
ク
ト
な

ど
、様
々
な
方
向
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
来
ま
す
。

　

ま
た
、現
在
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、蔦
清
昭
氏（
十

期
）が
手
掛
け
る「
神
漢
連
カ
レ
ン
ダ
ー
」「
神
漢
連

Y
ouT
ube

」「
神
辞
会
」「
神
漢
連
図
書
館
」や
牛
山
知

彦
氏（
九
期
）が
手
掛
け
る「
自
詠
自
書
の
会
」の
ペ
ー

ジ
が
よ
り
大
き
な
輝
き
を
放
っ
て
い
ま
す
。
複
数
人

で
分
担
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
充
実
し
た
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
発
展
す
る
可
能
性
が
開
か
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
と
社
会
一
般
に
向
け
て
、
正
確
に
早

く
、
便
利
に
使
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
漢
詩
の
面

白
さ
、
素
晴
ら
し
さ
を
多
少
な
り
と
も
お
伝
え
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。（
左
記
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ト
ッ
プ
画
面
）

働
く
ホ
―
ム
ぺ
―
ジ
を
目
指
し
て

五
嶋
美
代
子

　

神
奈
川
県
漢
詩
連

盟
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

が
開
設
さ
れ
た
の

は
、
平
成
二
十
四
年

（
二
〇
一
二
年
）四
月

の
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

そ
れ
は
、
私
が
神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
に
入
る
六
年
前

の
こ
と
で
す
が
、
会
報
第
十
四
号
の「
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
作
成
者
の
つ
ぶ
や
き　

飯
島
敏
雄
」と
い
う
記
事

を
読
ん
で
確
認
し
ま
し
た
。
現
在
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
は
、「
会
報
」と
い
う
ペ
ー
ジ
が
あ
り
、
今
ま
で
の

会
報
を
す
べ
て
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

私
自
身
も
そ
れ
を
利
用
し
て
得
た
知
識
で
す
。

　

私
が
飯
島
敏
雄
師
匠（
師
匠
と
勝
手
に
呼
ば
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
）か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
担
当

を
引
き
継
い
だ
の
は
、
令
和
三
年（
二
〇
二
一
年
）の

五
月
の
こ
と
で
す
。
全
く
の
ド
素
人
の
私
に
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
イ
ロ
ハ
か
ら
飯
島
師
匠
は
優
し
く
教
え
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
飯
島
師
匠
は
今
年
の
躑
躅
が
美

し
い
頃
、
新
た
な
旅
路
へ
就
か
れ
ま
し
た
が
、
前
記

し
た
会
報
十
四
号
の
記
事
の
最
後
で
、「
こ
の
Ｈ
Ｐ

を
見
て
く
だ
さ
っ
た
方
の
中
か
ら
漢
詩
を

作
っ
て
み
た
い
、漢
詩
初
心
者
講
座
を
受
講

し
た
い
、ま
た
神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
に
入
会

し
た
い
と
い
う
方
が
出
て
き
て
く
だ
さ
れ

ば
こ
の
上
な
い
喜
び
で
す
」と
書
か
れ
て
い

ま
し
た
。
現
在
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
現
実

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
曲
が
り
な
り
に
も
師
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出
版

　

神
漢
連
は
設
立
当
初
か
ら
会
員
の
詩
集
編
集
と
発

刊
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
一
方
で
は
各
漢
詩
サ
ー
ク

ル
や
個
人
は
自
発
的
に
漢
詩
集
を
発
刊
し
て
き
た
。

こ
れ
ら
の
出
版
・
刊
行
は
以
下
の
四
つ
に
分
類
さ
れ

る
。

① 

神
漢
連
叢
書
…
神
漢
連
で
は
、
神
漢
連
会
員
及

び
他
県
連
会
員
に
広
く
役
立
つ
漢
詩
関
係
の
図

書
の
出
版
を
目
指
し
て
い
る
。「
七
言
絶
句
こ
こ

か
ら
一
歩
」を
二
〇
一
五
年
に
一
号
と
し
て
出
版

し
、
第
五
号
を
二
〇
二
一
年
に
出
版
し
た
が
、
以

降
は
途
切
れ
て
い
る
。

② 

神
漢
連
漢
詩
集
…
会
員
の
漢
詩
集
で
あ
る
神
奈

川
清
韻
は
そ
の
第
一
集
を
神
漢
連
創
立
五
年
目

に
発
刊
し
、
以
降
数
年
毎
に
発
刊
し
て
い
る
。
設

立
二
十
周
年
の
本
年
九
月
に
は
第
四
集
を
発
刊

す
る
。
特
筆
す
べ
き
は
、
活
動
が
大
幅
に
制
約
さ

れ
て
い
た
コ
ロ
ナ
時
に
、
コ
ロ
ナ
禍
克
服
を
目
指

し
て
神
漢
連
内
で
紙
上
の
漢
詩
大
会
を
開
き
詩

集
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。

③ 

漢
詩
サ
ー
ク
ル
の
漢
詩
集
…
詩
集
を
発
刊
し
た

サ
ー
ク
ル
は
一
部
に
限
ら
れ
て
い
る
が
、
会
員
に

と
っ
て
思
い
出
深
い
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

④ 

神
漢
連
会
員
の
個
人
漢
詩
集

こ
れ
ら
の
図
書
・
詩
集
は
出
来
る
だ
け
多
く
の
神
漢

連
会
員
に
見
て
い
た
だ
き
た
く
、「
神
漢
連
図
書
館
」

に
順
次
登
録
し
て
い
る
。一
覧
は
次
頁
に
示
す
。

（
香
取
和
之
記
）

チ
ラ
シ
は
み
ら
れ
て
な
ん
ぼ

五
嶋
美
代
子

　

漢
詩
講
演
会
や
漢
詩
入
門
講
座
の
広
報
手
段
と
し

て
、
毎
回
千
五
百
部
ほ
ど
の
チ
ラ
シ
を
作
成
し
て
い

ま
す
。
図
書
館
や
公
民
館
な
ど
の
公
共
の
施
設
へ
配

架
を
し
た
り
、
お
知
り
合
い
へ
紹
介
し
て
い
た
だ
い

た
り
な
ど
、
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、
配
っ

て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
当
日
の
ア
ン
ケ
ー
ト
等
で
、

「
チ
ラ
シ
を
見
て
参
加
し
た
」と
い
う
コ
メ
ン
ト
を

見
る
と
、
多
少
な
り
と
も
お
役
に
立
て
た
の
か
な
と

う
れ
し
く
な
り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
方
の
ご
意
見
を

取
り
入
れ
て
、
よ
り
神
漢
連
ら
し
い
チ
ラ
シ
作
り
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

渉
外

新
井
治
仁
・
中
村
講
二（
顔
写
真
）

　

神
奈
川
県
の
新
聞

各
社
に
は
毎
年
春
の

漢
詩
入
門
講
座
の
告

知
記
事
掲
載
を
依
頼

し
て
い
る
ほ
か
、
春
秋

の
漢
詩
講
演
会
に
つ

い
て
チ
ラ
シ
配
布
し
、

連
盟
の
諸
活
動
の
記
事
掲
載
を
通
じ
浸
透
を
図
っ
て

い
る
。

　

ま
た
、
神
奈
川
県
教
育
委
員
会
と
横
浜
市
教
育
委

員
会
に
は
、
前
述
の
講
演
会
と
入
門
講
座
の
後
援
名

義
使
用
の
承
認
を
取
得
し
、
各
チ
ラ
シ
に
そ
の
旨
を

記
載
す
る
こ
と
で
各
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
御
協
力
頂
い

て
い
る
。
各
教
育
委
員
会
へ
は
開
催
毎
に
必
要
書
類

を
添
付
し
た
事
前
申
請
が
必
要
だ
が
、
申
請
受
付
混

雑
状
況
に
よ
り
承
認
ま
で
の
日
数
が
読
め
な
い
こ
と

も
多
い
。
承
認
後
の
チ
ラ
シ
印
刷
終
了
と
各
イ
ベ
ン

ト
開
催
日
の
間
に
十
分
な
期
間
が
と
れ
る
様
、
開
催

施
設
申
込
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
、
神
漢
連
の
企

画
担
当
と
の
計
画
段
階
か
ら
の
連
携
が
必
要
で
あ

る
。
メ
ー
ル
に
よ
る
申
請
だ
け
で
な
く
担
当
者
と
の

面
談
も
含
め
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
肝
要
で
、

逆
に
こ
ち
ら
の
無
理
も
聞
い
て
頂
け
る
こ
と
も
あ
る
。

　

更
に
多
く
の
参
加
者
獲
得
の
た
め
、
神
奈
川
文
化

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
マ
グ
カ
ル
・
ネ
ッ
ト
・
ド
ッ
ト
コ
ム

及
び
ヨ
コ
ハ
マ
・
ア
ー
ト
ナ
ビ
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
開
催
予
定
の
案
内
を
掲
載
し
て
裾
野
の
拡
大

を
狙
っ
て
い
る
。



30

漢詩神奈川神奈川県漢詩連盟会報　第40号 令和8（2026）年9月15日

神漢連叢書
図書名 出版日付 概要

1 七言絶句ここから一歩－佩文斎詠物詩選七絶抄 2015年1月 清康熙帝勅撰「佩文斎詠物詩選」から江戸漢詩人の舘柳湾が選出
した七言絶句660首の白文を、韻別に編集した。

2 歩こう神奈川、漢詩八十景 2016年9月 神奈川を14の地区に分け、「神奈川県郷土文学資料・漢詩文編」
を中心に江戸時代の80首を選んで、解説した。　

3 平成の漢詩遊び（岡崎満義著、西田書店） 2017年12月 神奈川新聞文化面に50 回連載した「漢詩への誘い」の七言絶句
50首をエッセイ風に纏めた。

4 だれでもわかる七言絶句ここから一歩（上） 2019年6月 「七言絶句ここから一歩」の上平声340首の書き下し、語釈、通釈
からなる注釈本である。

5 だれでもわかる七言絶句ここから一歩（下） 2021年10月 「七言絶句ここから一歩」の下平声320首の書き下し、語釈、通釈
からなる注釈本である。

神漢連漢詩集
図書名 刊行日付 概要

1 神奈川清韻第一集 2011年4月 詩題自由。会員の七言絶句88首をA5判に、1頁2首掲載。

2 神奈川清韻第二集 2014年4月 詩題自由。会員の七言絶句103首をA5判に、1頁1首（含詩の背
景）掲載。

3 令和2年度漢詩大会漢詩集－コロナ禍克服を目指して 2020年7月 会員の応募75首を掲載。最優秀賞1首、優秀賞3首。佳作7首、入
選10首。

4 神奈川清韻第三集 2022年1月
詩題自由。会員の140首（七言絶句、律詩1首）をA5判に、1頁1
首（含詩の背景）掲載。各員は思い出に残る漢詩、記録に留めた
い漢詩を投稿している。

5 神奈川清韻第四集 2026年9月 詩題自由。会員の144首（七言絶句、律詩3首）をA5判に、1頁1
首（含詩の背景）掲載。投稿趣旨は第三集と同様。

漢詩サークル詩集
漢詩サー
クル名 詩集名 刊行日付 補足

1 詩游会 詩游会漢詩集 2016年3月 会設立丸5
年記念

2 九詩期会 江南漢詩の旅2017 2018年1月
住田・古田
先 生 他 計
13名参加

3 五友会 五友会詩集第一集
田原健一先生追悼詩集 2018年6月 田原先生1

周忌に刊行

4 詩游会 田原健一先生追悼詩集 2019年6月
中国名詩の
田原先生画
を掲載

5 好文会 好文会詩集（第二集） 2019年12月 会 設 立 10
周年記念

6 九詩期会 九詩期會詩集 2021年3月 会設立5周
年記念

7 以文会 以文会詩集第二集
－櫻庭愼吾先生追悼集 2024年9月 桜庭先生1

周忌に刊行

8 好文会 好文会詩集（第三集） 2025年12月

個人詩集

著者 詩集名 刊行日付 補足

1 古田光子 續水 七絶集 2017年12月

2 住田笛雄 軒主人漢詩集二 2020年8月

3 鈴木栄次 頌山詩集－短歌・ 漢詩・
俳句 2021年1月

4 國田公義 周游漢詩抄－詩書・画・
吟で楽しむ 2022年4月

5 松井秀人 汲深録 2023年12月

6 櫻庭愼吾 在洲櫻庭愼吾漢詩撰 2024年10月

7 宇野次郎 萏集（私の漢詩五十
首） 2025年9月
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中
国
江
南
ツ
ア
ー

　

二
〇
一
七
年
十
月
二
十
五
日
〜
三
十
日　

　

中
国
江
南
ツ
ア
ー
は
、
九

詩
期
会
が
中
心
と
な
り
、
他

の
サ
ー
ク
ル
も
含
め
て
総
勢

十
三
名
の
参
加
で
実
施
し
た
。

本
ツ
ア
ー
は
漢
詩
の
ふ
る
さ

と
を
訪
ね
る
だ
け
で
な
く
、
現

地
の
漢
詩
愛
好
者
と
の
交
流

が
大
き
な
目
的
で
あ
っ
た
。

　

主
な
実
施
内
容
は
次
の
通
り
。

・ 

三
日
目
、
滄
浪
詩
社
蘇
州
詩

詞
協
会
と
の
交
流
会
で
は
、

双
方
代
表
者
に
よ
る
詩
吟

朗
詠
と
席
上
揮
毫
あ
り
で

和
気
藹
々
の
交
歓
会
で
あ
っ
た
。

　

蘇
州
大
学
呉
雨
平
教
授
の
講
演
会
で
は
中
国
と

日
本
の
漢
詩
の
発
展
の
歴
史
的
相
違
を
説
明
さ

れ
、有
意
義
で
あ
っ
た
。

・ 

観
光
で
は
、
上
海
の
豫
園
、
杭
州
の
霊
隠
寺
、
西

湖
、水
郷
の
烏
鎮
、寒
山
寺
な
ど
を
回
っ
た
。

中
国
西
安
・
敦
煌
ツ
ア
ー

二
〇
一
八
年
九
月
十
九
日
〜
二
十
六
日　

　

中
国
西
安
・
敦
煌
ツ
ア
ー
は
、
総
勢
十
五
名
の
参

加
で
実
施
し
た
。

　

主
な
訪
問
地
、
実
施
内
容
は

次
の
通
り
。

・ 

初
日
は
、
西
安
城
壁
を
見

学
、
唐
代
長
安
の
壮
大
さ
を

実
感
さ
せ
ら
れ
た
。

・ 

二
日
目
は
、
秦
始
皇
帝
兵
馬

俑
博
物
館
に
て
、　

始
皇
帝

の
陵
墓
を
護
る
副
葬
品
に

圧
倒
さ
れ
た
。

　

午
後
は
碑
林
博
物
館
で
、石
碑
の
数
々
を
見
学
。更

に
興
慶
宮
公
園
で
阿
倍
仲
麻
呂
記
念
碑
を
見
学
。

・ 

三
日
目
は
、空
海
が
修
行
し
た
青
龍
寺
を
尋
ね
、空

海
記
念
碑
、恵
果
空
海
記
念
堂
、青
龍
寺
に
関
わ
る

壁
題
詩
等
を
見
学
、
そ
の
後
陝
西
歴
史
博
物
館
で

は
唐
代
陵
墓
か
ら
の
出
土
品
を
見
学
し
た
。

　

午
後
は
西
安
交
通
大
学
で
交
流
会
が
実
施
さ
れ

た
。
交
流
会
の
第
一
部
で
は
日
中
双
方
か
ら
漢
詩

界
の
状
況
を
説
明
し
、理
解
し
合
っ
た
。続
い
て
，

吟
踊
交
流
、
書
道
交
流
で
は
、
双
方
の
代
表
選
手

に
よ
る
吟
詠
、揮
毫
を
披
露
し
た
。

・ 

四
日
目
は
唐
代
の
遺
跡
見
学
の
日
、
高
宗
と
則
天

武
后
の
合
同
墓
の
乾
陵
は
実
際
に
歩
い
て
、
壮
大

さ
を
実
感
し
た
後
、
乾
陵
博
物
館
で
は
唐
三
彩
な

ど
の
出
土
品
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
。

・ 

五
日
目
は
、
敦
煌
組
の
六
名
は
敦
煌
到
着
後
は
、

見
渡
す
限
り
地
平
線
の
玉
門
関
。
陽
関
を
訪
ね
た
。

陽
関
の
前
で「
陽
関
三
畳
」を
吟
詠
す
る
人
も
い
た
。

・ 

六
日
目
は
、「
砂
漠
の
大
画
廊
」と
い
わ
れ
る
、
莫

高
窟
を
見
学
、精
緻
な
美
し
さ
に
驚
か
さ
れ
た
。

 

そ
の
後
、
鳴
沙
山
で
は
駱
駝
に
跨
っ
て
砂
丘
の
散

策
を
楽
し
ん
だ
。

・ 

七
日
目
は
、北
京
空
港
経
由
で
帰
路
に
つ
い
た
。

台
湾
漢
詩
ツ
ア
ー

二
〇
一
九
年
九
月
八
日
〜
十
一
日　

　

台
湾
漢
詩
ツ
ア
ー
は
総
勢
十
三
名
参
加
で
実
施

し
、主
な
訪
問
地
、実
施
内
容
は
次
の
通
り
。

・ 

初
日
は
一
路
台
湾
南
部
の
高
雄
へ
直
行
。
六
合
夜

市
に
は
、日
本
に
な
い
果
物
類
が
並
ん
で
い
た
。

・ 

二
日
目
は
、
蓮
池
潭
地
区
の
龍
虎
塔
で
は
、
龍
の

口
か
ら
虎
の
口
へ
と
楽
し
く
潜
り
抜
け
た
。

 

そ
の
後
台
南
観
光
後
、一
路
新
幹
線
で
台
北
。

・ 

三
日
目
は
、
十
份
で
ラ
ン
タ
ン
上
げ
を
楽
し
み
、

九
份
で
郷
土
料
理
を
味
わ
っ
た
。
夜
は
日
台
漢
詩

人
交
流
会
が
実
施
さ
れ
、
席
上
は
揮
毫
と
吟
詠
の

交
歓
で
盛
り
上
っ
た
。

・ 

四
日
目
は
、
故
宮
博
物
院
の

見
学
、
青
銅
器
、
陶
磁
器
な

ど
中
国
六
千
年
の
精
華
が

収
め
ら
れ
て
お
り
、
皆
さ
ん

感
嘆
し
き
り
で
あ
っ
た
。

 

忠
烈
祠
の
儀
兵
交
代
式
を

見
学
後
、
重
慶
南
路
で
は
書

店
組
と
書
道
具
店
組
に
分

か
れ
て
買
い
物
を
楽
し
ん

だ
。そ
の
後
、空
港
に
直
行
、

一
路
帰
国
の
途
に
つ
い
た
。

（
高
津
有
二
記
）

中
国
・
台
湾
漢
詩
ツ
ア
ー

― 
楽
し
か
っ
た
思
い
出 

―
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事
務
局
長　

久
川
憲
四
郎

　

こ
の
十
年（
二
十
年

全
て
を
振
り
返
っ
て

み
て
も
）何
と
言
っ
て

も
神
漢
連
始
ま
っ
て

以
来
の
最
大
行
事
は

「
令
和
六
年
度
全
日
本

漢
詩
大
会
神
奈
川
大

会
」開
催
で
あ
っ
た
。十
月
二
十
六
日
に「
は
ま
ぎ
ん

ホ
ー
ル 

ヴ
ィ
ア
マ
ー
レ
で
の
大
会
」と
同
夜
の
横
浜

中
華
街「
菜
香
新
館
で
の
交
流
懇
親
会
」、
そ
し
て
翌

日
に「
三
溪
園
で
の
吟
行
会
」を
盛
況
裏
に
終
え
る

こ
と
が
出
来
た
。
こ
れ
ら
は
偏
に
神
漢
連
の
会
員
皆

様
の
尽
力
の
賜
物
で
す
。厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
会
は
概
ね
好
評
で
あ
り
、
特
に
会
場
は
ほ
ぼ
満

席
で
、
活
気
あ
る
全
日
本
漢
詩
大
会
で
あ
っ
た
と
の

声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
主
催
者
に
と
っ
て

嬉
し
か
っ
た
の
は
、
Ｊ
Ｒ
桜
木
町
駅
か
ら
会
場
へ
の

道
の
要
所
要
所
に
会
員
が
立
っ
て
い
て
案
内
を
す
る

な
ど「
お
も
て
な
し
の
心
」で
各
県
連
の
人
々
を
温

か
く
受
け
入
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
た
こ
と
で
し
た
。

表
彰
関
係
で
は
、
多
数
の
神
漢
連
の
仲
間
が
受
賞
し

た
こ
と
。内
訳
は
、特
別
賞
四
名
、秀
作
一
名
、入
選

四
名
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
み
て
い
く
と
、
大
会

の
部
は
、「
漢

詩
再
興
へ
新

た
な
息
吹
を
」

の
テ
ー
マ
で
、

全
日
本
漢
詩

連
盟
と
神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
が
共
催
し
て
、
十
月

二
十
六
日（
土
）十
三
時
か
ら
、
横
浜
み
な
と
み
ら

い
地
区
の「
は
ま
ぎ
ん
ホ
ー
ル　

ヴ
ィ
ア
マ
ー
レ
」

に
お
い
て
開
催
、
全
国
か
ら
漢
詩
愛
好
家
、
総
勢

三
百
五
十
名
の
参
加
を
得
て
、
会
場
は
ほ
ぼ
満
員
状

態
で
あ
っ
た
。

　

大
会
開
会
式
は
、
神
奈
川
県
漢
詩
連
盟（
以
下
、
神

漢
連
）水
城
ま
ゆ
み
副
会
長
の
開
会
宣
言
、神
漢
連
香

取
和
之
会
長
の
挨
拶
、
神
奈
川
新
聞
社
須
藤
浩
之
社

長
の
来
賓
挨
拶
で
ス
タ
ー
ト
し
、来
賓
の
紹
介
、選
者

の
紹
介
、大
会
役
員
の
紹
介
が
行
わ
れ
た
後
、表
彰
式

に
移
行
し
た
。
全
応
募
作
品
は
、一
般
が
二
百
九
十
二

首
、Ｕ（
ア
ン
ダ
ー
、
以
下
同
じ
）23
が
五
十
二
首
、Ｕ

18
が
六
首
の
合
計
三
百
五
十
首
の
中
か
ら
、
厳
正
な

審
査
の
結
果
、次
の
作
品
に
各
賞
が
与
え
ら
れ
た
。

　

一
般
の
部
は
、
特
別
賞
十
三
首
、
秀
作
六
首
、
入

選
十
七
首
、
Ｕ
23
奨
励
賞　

最
優
秀
賞
一
首
、
優
秀

賞
二
首
、
秀
作
五
首
、
入
選
七
首
、
Ｕ
18
奨
励
賞　

最
優
秀
賞
一
首
で
あ
っ
た
。
表
彰
式
で
は
、
特
別
賞

受
賞
作
品
吟
詠
が
行
わ
れ
、
正
面
ス
ク
リ
ー
ン
に
作

品
が
映
じ
ら
れ
る
中
、
文
部
科
学
大
臣
賞
の｢

金
港

雜
詠｣

、
続
い
て｢

柳
津
送
別｣

｢

立
夏
野
渡｣

｢

海
上

送
別｣｢

能
登
半
島
地
震｣｢

鞆
浦｣｢

浮
浪｣
の
七
作
品

が
、
栗
城
笙
童
氏
の
尺
八
伴
奏
で
、
神
漢
連
会
員
七

名
に
よ
る
吟
詠
で
行
わ
れ
た
。
記
念
講
演
は
、
鷲
野

正
明
全
漢
連
会
長
が｢

蘇
州
の
歴
史
と
漢
詩

西
施

の
い
た
頃

｣

と
題
し
て
、
春
秋
末
期
の
呉
越
抗
争
、

中
国
四
大
美
人
の
一
人
と
い
わ
れ
る
西
施
に
ま
つ

わ
る
話
で
会
場
を
沸
か
せ
た
。
大
会
の
最
後
に
は
構

成
吟｢

神
奈
川
を
詠
う

漢
詩
と
共
に
旅
を
し
よ
う

｣

と
し
て
、
漢
詩
八
首
を
岳
精
流
日
本
吟
院
の
皆

さ
ん
に
吟
じ
て
頂
き
閉
会
と
な
っ
た
。

　

夜
の
交
流
懇
親
会
は
、
横
浜
中
華
街
の
広
東
名
菜

｢

菜
香
新
館｣

で
八
十
五
名
の
参
加
に
て
行
わ
れ
、
広

東
料
理
を
堪
能
す
る
と
と
も
に
、
参
加
者
相
互
の
懇

談
が
始
ま
り
、
最
初
は
各
テ
ー
ブ
ル
で
、
次
に
テ
ー

ブ
ル
を
越
え
て
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
対
話
が
行
わ
れ
、

懇
親
・
交
流
の
実
を
上
げ
た
。
懇
親
会
場
に
入
る
前

に
、
横
浜
媽
祖
廟
に
あ
る
故
石
川
忠
久
先
生
の
四
言

詩
詩
碑
を
見
学
し
た
人
も
お
り
、
そ
の
詩
を
岳
精
会

宗
家
で
あ
る
横
山
精
真
氏
が
即
興
で
吟
詠
す
る
な
ど

盛
り
上
が
り
、
参
加
者
は
時
間
を
忘
れ
る
ほ
ど
充
実

し
楽
し
い
懇
親
会
と
な
っ
た
。

　

翌
二
十
七
日(

日)

は
、
横
浜
市
中
区
本
牧
に
あ

る
国
指
定
名
勝
の「
三
溪
園
」で
吟
行
会
が
行
わ
れ
、

四
十
七
名
が
参
加
し
た
。
三
溪
園
は
横
浜
の
実
業

家
・
原
三
溪
が
造
り
上
げ
た
日
本
庭
園
で
、
広
さ
は

五
万
三
千
坪
。
午
後
の
部
の
講
演
会
は
、
重
要
文
化

財
の「
旧
燈
明
寺
本
堂
」を
貸
し
切
っ
て
、関
東
学
院

大
学
教
授
の
鄧
捷
先
生
に
よ
る「
原
三
溪
の
文
人
趣

味
・『
出
世
』志
向
と
三
溪
園
」（「
出
世
」は
俗
塵
を

出
る
の
意
）の
講
演
を
皆
で
約
一
時
間
拝
聴
し
た
。

　

こ
う
し
て
、
令
和
六
年
度
全
日
本
漢
詩
大
会
神
奈

川
大
会
は
総
て
の
行
事
を
盛
況
の
う
ち
に
無
事
終
え

る
こ
と
が
で
き
た
。偏
に
会
員
皆
さ
ん
の
力
で
す
。

令
和
六
年
度
全
日
本
漢
詩
大
会 

神
奈
川
大
会

― 

会
員
の
力
を
結
集
し
て
盛
大
に
開
催 

―
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竹
林
舎
友
の
皆
様
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
！

香
取
和
之

　
「
竹
林
舎
」は
二
〇
一
四
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た

が
、そ
の
趣
旨
は「
詩
力
の
高
い
ベ
テ
ラ
ン
会
員
の
皆

様
に『
竹
林
舎
友
』に
な
っ
て
頂
き
、
執
行
部
隊
へ
の

助
言
と
後
輩
の
指
導
等
を
お
願
い
す
る
」こ
と
で
す
。

　

当
初
の
メ
ン
バ
ー
は
、酒
井
謙
太
郎
、玉
井
幸
久
、飯

沼
一
之
、城
田
六
郎
、古
田
光
子
、住
田
笛
雄
、桜
庭
慎

吾（
敬
称
略
）で
す
。
ご
逝
去
さ
れ
た
方
以
外
は
、
今
も

元
気
に
活
躍
さ
れ
て
お
り
、現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
、玉
井

幸
久
、飯
沼
一
之
、古
田
光
子
、住
田
笛
雄
、三
村
公
二
、

水
城
ま
ゆ
み
、中
島
龍
一
、高
津
有
二（
敬
称
略
）で
す
。

　

竹
林
舎
友
の
方
々
に
は
、
漢
詩
サ
ー
ク
ル
の
指
導
者
、

漢
詩
鑑
賞
会
の
講
師
と
し
て
ご
活
躍
頂
い
て
い
ま
す
。

玉
井
先
生
は
百
歳
を
越
さ
れ
て
も
お
元
気
に
好
文
会
の

御
指
導
を
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
鑑
賞
会
Ａ
、
Ⅽ
及
び
大

簡
会
で
は
毎
回
貴
重
な
ご
指
摘
を
頂
い
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
神
奈
川
清
韻
第
四
集（
二
〇
二
六
年
九
月
発
行
）

で
は
編
集
長
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
中
島
先
生
に
は

二
〇
二
五
年
六
月
に
新
設
し
た
漢
詩
鑑
賞
入
門
講
座

（
通
称
、鑑
賞
会
Ⅾ
）の
講
師
を
し
て
頂
い
て
お
り
、併
せ

て
清
韻
第
四
集
の
副
編
集
長
も
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
竹
林
舎
友
の
方
々
の
ご
尽
力
で
、

神
漢
連
の
活
動
の
質
が
維
持
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

玉
井
先
生
百
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

白
石
信
隆

　

燧
翁 

玉
井
幸
久
先

生
は
、
昨
年
満
百
歳
を

迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
先

立
っ
て
一
昨
年
八
月
、

三
十
一
名
が
集
い
、
白

寿
を
お
祝
い
す
る
有
志

の
会
を
盛
大
に
催
し
ま

し
た
。
先
生
も
大
変
ご
機
嫌
で
百
壽
に
当
っ
て
の
思
い

を
、七
絶
一
首
と
排
律
二
首
に
し
て
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

近
年
、
百
歳
は
珍
し
く
な
い
で
す
が
、
身
体
の
健

康
と
頭
脳
の
明
晰
さ
、
さ
ら
に
行
動
力
を
も
維
持
さ

れ
た
方
は
稀
有
と
言
っ
て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。「
こ

の
十
年
の
歩
み
」を
振
り
返
っ
て
、そ
の
事
が
、ひ
い

て
は
会
員
に
と
っ
て
も
、
計
り
知
れ
ぬ
恩
恵
と
な
っ

た
事
を
、特
に
記
録
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

好
文
会
で
は
今
も
講
師
と
し
て
指
導
さ
れ
、
鑑
賞

会
Ａ
・
鑑
賞
会
Ｃ
・
大
簡
会
な
ど
の
各
会
で
は
長
年

の
唐
詩
そ
の
他
の
解
説
は
無
論
、
そ
の
後
も
正
鵠
を

射
た
ご
発
言
に
よ
る
ご
指
導
が
今
も
続
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
を
可
能
に
し
た
の
が
コ
ロ
ナ
禍
の

折
に
素
早
く
パ
ソ
コ
ン
を
入
手
し
、
習
得
さ
れ
た
こ

と
で
す
。
お
か
げ
で
、
こ
の
時
期
に
も
右
に
掲
げ
た

各
会
へ
の
ご
出
席
と
ご
指
導
が
可
能
に
な
り
、
今
に

至
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は

隔
月
に
絶
句
の
解
説
を
連
載
中
で
す
。
又
、
一
昨
年

の
全
日
本
漢
詩
大
会
神
奈
川
大
会
で
審
査
員
の
重
責

を
務
め
ら
れ
た
事
も
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

先
生
の
百
壽
は
通
過
点
で
す
。益
々
お
元
気
で
。

故
人
の
思
い
出

石
川
忠
久
先
生
の
思
い
出前

会
長　

三
村
公
二

　

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
は
故
石
川
忠
久
先
生
に
は
言

葉
で
は
言
い
尽
く
せ
な
い
多
大
の
恩
恵
を
受
け
て
き

た
。
二
〇
〇
六
年
に
連
盟
が
創
立
さ
れ
た
時
か
ら
お

亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
二
〇
二
二
年
ま
で
、
毎
年
総

会
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、
ご
講
演
を
お
願
い
し
て
き

た
。
そ
の
間
、
吟
行
会
、
自
詠
自
書
展
等
に
も
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
数
々
の
お
褒
め
の
言
葉
や
励
ま
し
の

言
葉
を
頂
い
て
き
た
。な
か
で
も
、入
門
講
座
と
そ
の

後
の
サ
ー
ク
ル
交
流
会（
バ
ト
ル
漢
詩
甲
子
園
）を「
金

河
新
様
式
」と
名
付
け
ら
れ
、
称
賛
し
て
い
た
だ
い
た

事
は
忘
れ
ら
れ
な
い
大
き
な
思
い
出
で
あ
る
。「
新
聞

に
広
告
を
出
し
て
新
人
を
募
集
し
、
こ
れ
を
ク
ラ
ス

に
編
成
し
て
洒
落
た
会
名
を
付
け
、
先
輩
が
乗
り
込

ん
で
指
導
を
す
る
、そ
れ
を
積
み
上
げ
、バ
ト
ル
と
称

し
て
互
い
に
競
わ
せ
る
、
と
い
う
シ
ス
テ
ム
を
こ
し

ら
え
た
の
は
特
筆
に
値
す
る
も
の
だ
」。
こ
の
言
葉
で

当
時
の
皆
さ
ん
が
ど
れ
ほ
ど
力
づ
け
ら
れ
た
事
か
。

　

又
、
故
城
田
六
郎
さ
ん
が
佩
文
齋
詠
物
詩
選
か
ら

七
言
絶
句
だ
け
を
選
び
出
し
て「
七
言
絶
句
こ
こ
か

ら
一
歩
」を
発
刊
し
た
時
に
は
、「
神
漢
連
の
知
恵
者

が
、
佩
文
齋
詠
物
詩
選
を
コ
ン
パ
ク
ト
な
形
に
仕
立

て
直
し
て
、
神
漢
連
叢
書
の
第
一
冊
と
し
て
安
価
に

提
供
し
よ
う
と
い
う
快
挙
を
私
は
満
腔
の
賛
意
を
以

て
迎
え
る
。
多
く
の
人
に
是
非
座
右
に
そ
な
え
て
も

ら
い
た
い
。
そ
れ
に
し
て
も
表
題
が
素
晴
ら
し
い
。」

特
記
事
項
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桜
庭
慎
吾
先
生
の
思
い
出

香
取
和
之

　

桜
庭
先
生
に
は
公
私
共
に
大
変
お
世
話
に
な
り
、

思
い
出
は
尽
き
ま
せ
ん
。
先
生
は
神
漢
連
の
第
二
代

事
務
局
長（
二
〇
一
一
年
〜
一
四
年
）と
し
て
神
漢

連
の
発
展
に
努
め
ら
れ
、
そ
の
後
も
以
文
会
を
始
め

と
す
る
多
く
の
漢
詩
サ
ー
ク
ル
で
後
輩
の
指
導
に
情

熱
を
傾
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
漢
詩
鑑
賞
会
Ａ
で
は

二
〇
二
〇
年
か
ら「
宋
詩
鑑
賞
会
」の
講
義
を
始
め

ら
れ
、
二
〇
二
三
年
九
月
に
逝
去
さ
れ
る
ま
で
続
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

漢
詩
を
熱
心
に
や
ら
れ
る
方
は
多
い
で
す
が
、
先

生
ほ
ど
真
剣
に
取
り
組
ま
れ
た
方
は
稀
で
す
。
先
生

に
と
っ
て
、漢
詩
は「
人
の
生
き
ざ
ま
」で
あ
り
、「
人

間
の
本
性
に
根
差
し
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
も

の
」と
捉
え
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

従
っ
て
指
導
も
情
熱
的
で
、
時
に
は
激
高
す
る
こ

と
も
あ
り
、
非
常
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
奥
に
優
し
さ
を
常
に
秘
め
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
筆
ま
め
で
常
に
多
く
の
会
員
に
励
ま
し
の
葉
書

を
書
か
れ
、
勇
気
づ
け
ら
れ
た
方
は
多
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

先
生
の
辞
世
の
詩
と
も
い
う
べ
き
も
の
は
、
亡
く

な
ら
れ
た
直
後
の
學
士
會
会
報
に
掲
載
さ
れ
た「
追

稱
蘇
軾
」で
す
。「
東
坡
開
墾
躬
耕
客
、
嶺
海
親
交
土

着
民
、
貶
謫
數
遭
無
挫
折
、
貫
通
獨
立
不
羈
人
」。
先

生
は
晩
年
、
蘇
軾
を
特
に
敬
愛
さ
れ
て
お
り
、
本
詩

は
そ
の
蘇
軾
を
詠
っ
た
も
の
で
す
が
、
先
生
ご
自
身

の
こ
と
だ
っ
た
と
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。

城
田
六
郎
先
生
の
思
い
出

前
事
務
局
長　

高
津
有
二

　

平
成
二
十
一
年（
二
〇
〇
九
年
）、
好
文
会（
第
三

期
生
）の
発
足
以
来
、
十
三
年
間
ご
指
導
を
頂
い
た

大
先
生
で
あ
る
。
発
足
当
時
十
二
名
の
会
員
で
現
在

も
会
員
は
五
名
と
な
っ
て
い
る
が
、
毎
月
の
例
会
の

後
の
懇
親
会
は
楽
し
い
思
い
出
と
な
っ
て
い
る
。

　

城
田
先
生
の
最
大
の
ご
功
績
は
、
神
漢
連
叢
書
の

第
一
号
の「
七
言
絶
句
こ
こ
か
ら
一
歩
」の
発
刊
で

あ
る
。
当
時
、
大
簡
会
で
使
用
し
て
い
た「
佩
文
齋

詠
物
詩
選
」の
膨
大
な
資
料
の
中
か
ら
古
詩
、
律
詩

を
除
き
、
七
言
絶
句
六
百
六
十
首
を
韻
別
、
詠
物
別

に
分
類
、
全
て
を
手
書
き
で
ノ
ー
ト
に
纏
め
ら
れ

た
。
こ
れ
が
神
漢
連
叢
書
と
し
て
発
刊
さ
れ
、
会
員

を
は
じ
め
全
国
の
各
県
連
に
も
紹
介
さ
れ
、「
だ
れ

に
も
で
き
る
漢
詩
の
作
り
方
」と
と
も
に
初
心
者
、

中
級
者
の
座
右
の
書
と
な
っ
て
い
る
。

　

令
和
二
年
、
第
三
十
五
回
国
民
文
化
祭
・
み
や
ざ

き
２
０
２
０「
全
国
漢
詩
の
祭
典
」で
文
部
科
学
大

臣
賞
を
受
賞
さ
れ
た
。
そ
の
翌
年
、
介
護
さ
れ
て
い

た
奥
様
の
後
を
追
う
よ
う
に
幽
明
境
を
異
に
さ
れ
た

の
は
、正
に
痛
恨
の
極
み
で
あ
る
。

　

最
後
に
拙
詩
を
披
露
し
て
御
礼
に
替
え
た
い
。

　

弔
城
田
六
郎
恩
師　
城
田
六
郎
恩
師
を
弔
う

才
藻
淸
高
詩
酒
親　
才
藻 

清
高 
詩
酒
に
親
し
み

數
多
錦
繍
絶
儔
倫　
数
多
の
錦
繍 

儔
倫
を
絶
す

薫
陶
欲
謝
不
能
訪　
薫
陶
謝
せ
ん
と
欲
す
も
訪
う
能
わ
ず

白
玉
樓
中
得
意
人　
白
玉
楼
中 

意
を
得
た
る
人　
　

と
絶
賛
さ
れ
た
。（
因
み
に
こ
の
冊
子
の
表
題
は

ネ
ー
ミ
ン
グ
の
名
人
、当
時
の
岡
崎
会
長
で
あ
る
。）

　
田
原
健
一
副
会
長
・
事
務
局
長
の
思
い
出

前
会
長　

三
村
公
二

　

故
中
山
初
代
会
長
と
故
田
原
初
代
事
務
局
長
の
お

二
人
が
、
現
在
の
神
漢
連
の
基
礎
を
作
ら
れ
た
功
績

は
誰
し
も
が
知
る
所
で
あ
る
。
入
門
講
座
・
サ
ー
ク

ル
結
成（
含
む
霧
笛
女
子
会
）、
研
修
会
、
鑑
賞
会
、

会
報
、
Ｈ
Ｐ
、
吟
行
会
、
そ
の
他
全
て
の
行
事
が
こ

の
時
代
に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
中
山
会
長
は
厳
格

な
方
で
、
初
心
の
方
に
も
厳
し
い
指
導
を
さ
れ
た

が
、
必
ず
陰
で
田
原
事
務
局
長
が
フ
ォ
ロ
ー
さ
れ
て

い
た
。
又
、
適
材
適
所
に
人
を
配
す
る
人
使
い
の
名

手
で
も
あ
っ
た
。

　

平
成
二
十
一
年
、
横
浜
が
開
港
一
五
〇
周
年
と
い

う
事
で
開
催
し
た
漢
詩
大
会
で
。
当
時
の
岡
崎
会
長

が
ご
都
合
悪
く
出
席
で
き
な
く
な
っ
て
、
開
会
挨
拶

文
を
水
城
さ
ん
が
代
読
す
る
事
に
な
っ
て
い
た
時
、

同
じ
く
体
調
を
崩
さ
れ
欠
席
予
定
だ
っ
た
田
原
副
会

長
が
病
を
お
し
て
急
遽
出
て
こ
ら
れ
、
代
読
で
は
な

く
ご
自
身
の
言
葉
で
挨
拶
さ
れ
た
の
も
い
か
に
も
田

原
さ
ん
ら
し
く
懐
か
し
い
思
い
出
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
没
後
、
ご

遺
族
か
ら
、
故
人
の
ご
遺
志
だ
と
い
っ
て
、
神
漢
連

の
更
な
る
発
展
の
た
め
に
使
っ
て
ほ
し
い
と
百
万

円
の
ご
寄
付
を
頂
戴
し
た
事
で
あ
る
。
こ
の
お
金
は

そ
の
お
気
持
ち
を
尊
重
し
、
一
般
会
計
か
ら
独
立
さ

せ
、今
も「
田
原
基
金
」と
し
て
叢
書
の
出
版
な
ど
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
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イ
ン
で
結
び
、「
現
代
の「
中
国
漢
詩
と
日
本
漢

詩
」を
テ
ー
マ
に
討
議

③ 

記
念
グ
ッ
ズ
の
制
作
頒
布

・
エ
コ
バ
ッ
グ
…
王
之
渙「
登
鸛
鵲
樓
」

・
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
…
蘇
軾「
春
夜
」

④ 

漢
詩
の
自
由
訳
コ
ン
ク
ー
ル

　

課
題
詩
部
門（
孟
浩
然「
春
曉
」）と
自
由
選
択

詩
部
門
に
、の
べ
四
十
六
人
が
応
募

⑤ 

わ
た
し
の
好
き
な
漢
詩
ア
ン
ケ
ー
ト

 

多
彩
な
会
員
の
特
性
を
反
映
し
て
人
気
は
集

中
せ
ず
、
多
数
・
広
範
囲
の
詩
が
選
出
さ
れ
、

上
位
は「
春
望
」「
早
發
白
帝
城
」「
飲
酒 

其
五
」

⑥ 

自
詠
自
書
展

 

十
月
二
十
日
〜
二
十
四
日
、
神
奈
川
県
民
ホ
ー

ル
第
三
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、七
十
余
点
を
展
示

⑦ 「
神
奈
川
清
韻
第
三
集
」発
刊

 

会
員
寄
稿
の
百
四
十
首
を
掲
載

⑧ 「
七
言
絶
句
こ
こ
か
ら
一
歩(

下)

注
釈
」発
刊

 

三
百
五
十
四
首
の
七
言
絶
句
解
説
を
掲
載

三
．神
漢
連
の
ネ
ッ
ト
対
応
力
の
強
化
推
進

① 

十
五
周
年
記
念
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
立
上
げ

　

開
催
行
事
の
周
知
・
参
加
募
集
に
活
用

② 

神
漢
連Y

ouT
ube 

チ
ャ
ン
ネ
ル
の
開
設

　

式
典
・
記
念
講
演
会
の
様
子
をY

ouT
ube

で

初
め
て
後
日
公
開
し
、欠
席
者
も
視
聴
可
能
に

③ 

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
の
活
用

　

コ
ロ
ナ
禍
を
避
け
て
、
事
前
打
合
せ
や
オ
ン
ラ

イ
ン
吟
行
会
に
利
用
し
て
活
用
ス
キ
ル
を
蓄
積

（
牛
山
知
彦
記
）

神
漢
連
創
立
十
五
周
年
記
念
行
事

　

令
和
三
年
に
創
立
十
五
周
年
を
迎
え
、
新
時
代
に

ふ
さ
わ
し
い「
漢
詩
を
学
ぶ
・
漢
詩
で
遊
ぶ
」の
活

動
を
求
め
て
、
前
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
で
対
面
打
合

せ
や
開
催
自
体
に
各
種
制
限
が
課
さ
れ
る
中
、
三
種

類
の
記
念
行
事
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

一
． 

記
念
式
典
と
記
念
漢
詩
講
演
会

 

日
時　

令
和
三
年
十
月
十
四
日
一
時
半
〜
四
時
半

 

場
所　

神
奈
川
近
代
文
学
館
ホ
ー
ル

① 

記
念
式
典

・
式
辞　

三
村
公
二 

神
漢
連
会
長（
当
時
）

・
祝
辞　

浅
岡
清
明 

東
京
都
漢
詩
連
盟
会
長

　
　
　
　

市
川
桃
子 

明
海
大
学
名
誉
教
授

・
挨
拶　

岡
崎
満
義 

元
神
漢
連
会
長

・
神
漢
連
十
五
年
の
歩
み

・
記
念
行
事
の
概
要

・
感
謝
状
授
与

・
漢
詩
自
由
訳
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

② 

記
念
漢
詩
講
演
会（
一
般
公
開
）

・
講
師　

市
川
桃
子 
明
海
大
学
名
誉
教
授

・
演
題　
『
三
国
志
』の
英
雄 

曹
操
の
悲
哀

二
．十
五
周
年
を
祝
う
各
種
記
念
行
事

①
オ
ン
ラ
イ
ン
吟
行
会（
郵
送
応
募
を
含
む
）

 

初
め
て
の
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
利
用
し
た
吟
行
会
が
開

催
さ
れ
、全
六
十
二
句
・
五
組
の
連
句
が
完
成

②
中
国
人
会
員
の
仲
間
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会

 

中
国
本
土
の
複
数
の
漢
詩
愛
好
家
と
オ
ン
ラ

漢
文
法
基
礎
講
座
開
講前

事
務
局
長　

高
津
有
二

　

会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
大
変
強
い
要
望
の
あ
っ
た
、

漢
文
法
基
礎
講
座
を
横
浜
国
立
大
学
の
高
芝
麻
子
先

生
を
講
師
と
し
て
実
施
し
た
。
会
員
の
八
十
名
を
超

え
る
受
講
希
望
者
が
あ
り
、
折
柄
の
コ
ロ
ナ
禍
の
為

二
〇
一
〇
年
か
ら
二
〇
一
一
年
に
か
け
て
二
期
に
分

け
、各
五
回
ず
つ
の
講
座
を
実
施
し
た
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
は
、
遠
い
昔
に
習
っ
た
漢
文
法
を

忘
れ
て
し
ま
っ
た
人
も
多
い
け
れ
ど
、
漢
詩
の
作
詩

上
で
は
守
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
絶
対
条
件
で
あ
る
た
め
、

熱
心
に
聴
講
、
質
問
も
多
く
出
さ
れ
て
大
変
活
発
な

な
講
座
と
な
っ
た
。

　

中
国
か
ら
渡
来
し
た
漢
文
は
、
古
代
日
本
人
の
叡

知
の
結
集
に
よ
り
解
読
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
漢
詩

を
日
本
語
の
詩
と
混
同
す
る
人
が
い
る
が
，
紛
れ
も

な
い
外
国
語
の
詩
で
あ
る
。

　

講
座
で
は
、
漢
詩
の
用
例
を
中
心
に
次
の
タ
イ
ト

ル
で
、
外
国
語
の
文
法
を
分
か
り
易
く
解
説
さ
れ
、

楽
し
い
授
業
と
な
っ
た
。

　

第
一
回　
　

文
の
構
造
、否
定
の
表
現

　

第
二
回　
　

再
読
文
字
、疑
問
・
反
語
の
表
現

　

第
三
回　
　

受
け
身
、使
役
。「
あ
り
」の
表
現

　

第
四
回　
　

仮
定
、限
定
、感
嘆
、台
詞

　

第
五
回　
　

対
句
、比
較
、数
の
表
現

漢
詩
を
楽
し
む
皆
さ
ん
は
、
時
折
、
漢
文
法
に
親
し

む
時
間
を
持
っ
て
も
良
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
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随
分
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
思
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
あ
の
三
年
間
、
先
生
に「
こ
の
詩
は
欲
張
り
過

ぎ
だ
な
ぁ
。」「
こ
う
い
う
理
屈
は
詩
に
詠
ま
な
い
こ

と
。」「
こ
の
句
は
言
わ
ず
も
が
な
だ
な
。」な
ど
な
ど
、

沢
山
い
た
だ
い
た
言
葉
が
私
の
名
も
な
き
詩
の
袋
に

入
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
か
ら
で
す
。
今
で

も
出
来
上
が
っ
た
詩
を
読
み
返
す
と
、
石
川
忠
久
先

生
の
声
が
し
て
く
る
の
は
こ
の
袋
の
お
陰
。今
で
は
、

そ
こ
に
鷲
野
正
明
先
生
の
声
も
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

お
二
人
の
先
生
に
沢
山
直
し
て
い
た
だ
い
た
ポ
イ
ン

ト
が
宝
物
と
し
て
ず
い
ぶ
ん
貯
ま
っ
て
き
て
い
る
は

ず
で
す
。

　

そ
の
袋
に
は
先
生
方
の
声
だ
け
で
は
な
く
、
今
ま

で
心
を
動
か
し
た
風
景
や
出
来
事
、
忘
れ
た
く
な
い

思
い
出
な
ど
が
ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
に
入
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
こ
れ
を
整
理
整
頓
し
な
く
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
そ
し
て
こ
の
袋
を
詩
の
ア
イ
デ
ィ
ア
や
ひ
ら
め

い
た
句
で
満
た
し
た
い
。
詩
を
作
ろ
う
と
机
に
向
か

う
時
、
袋
を
取
り
出
し
、
ど
れ
に
し
よ
う
か
な
と
選

ん
で
い
る
自
分
の
姿
を
考
え
る
だ
け
で
ワ
ク
ワ
ク
し

ま
す
が
、
そ
ん
な
日
は
い
つ
の
こ
と
や
ら
…
。
い
や

い
や
、
あ
き
ら
め
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
漢
詩
と
は
長

く
お
付
き
合
い
を
し
て
い
く
の
で
す
か
ら
、
こ
れ
か

ら
も
詩
の
袋
に
コ
ツ
コ
ツ
と
集
め
て
、
少
し
ず
つ
増

や
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
そ
れ
で
は
、
今
日
も
独
り
言
を
つ
ぶ
や
き
な

が
ら
辞
書
と
詩
語
集
と
睨
め
っ
こ
。
ま
だ
中
身
の
少

な
い
袋
で
す
が
、
隅
の
方
に
何
か
詩
の
種
が
隠
れ
て

い
な
い
か
探
し
て
み
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

の
結
句
の
前
身
の
よ
う
で
す
。
ま
た
、
違
う
本
に
は

「
牽
児
袖
袂
」「
愛
児　

牽
袂　

問
帰
程
」と
ミ
ミ
ズ

の
は
っ
た
よ
う
な
文
字
が
…
。
平
仄
も
全
く
気
に
し

て
い
な
い
の
で
し
ょ
う
が
、
こ
れ
も
扶
桑
風
韻
作
品

「
江
上
」の
結
句
の
も
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

ど
ち
ら
も
、
電
車
で
思
い
つ
い
た
も
の
。
私
の
句
が

降
っ
て
く
る
と
こ
ろ
は
、
ゆ
ら
れ
る
電
車
の
中
だ
っ

た
の
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
殴
り
書
き
の
文
字
の
こ
と
を
全

く
覚
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。
見
つ
け
て
初
め

て「
あ
、
こ
ん
な
前
に
一
度
思
い
つ
い
て
い
た
ん
だ

…
。」と
驚
く
始
末
。
こ
れ
に
は
す
っ
か
り
呆
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
句
が
思
い
つ
い
た
ら
す

ぐ
に
詩
の
袋
に
入
れ
な
い
と
い
け
な
い
と
反
省
し
た

の
で
し
た
。

　　

昨
年
末
に
、
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
た
大

先
輩
と
お
会
い
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
方

の
師
も
故
石
川
忠
久
先
生
だ
っ
た
と
分
か
り
、
講
義

の
懐
か
し
い
思
い
出
な
ど
を
話
し
て
い
た
時
で
す
。

私
が「
漢
詩
を
始
め
た
こ
ろ
、
あ
ま
り
に
も
私
の
詩

が
ひ
ど
く
、
三
年
間
程
先
生
に
は
お
直
し
を
し
て
い

た
だ
け
な
く
て
…
。」と
お
伝
え
し
た
と
こ
ろ
、「
僕

は
ね
、
石
川
先
生
に『
ま
ず
は
教
室
に
三
年
座
っ
て

い
な
さ
い
。
座
っ
て
い
る
だ
け
で
い
い
か
ら
。
そ
う

し
た
ら
詩
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
よ
。』と
言
わ
れ

た
ん
だ
よ
。」と
。
そ
の
方
は
一
年
後
か
ら
は
詩
を
提

出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
が
、
そ
の
お
話

を
う
か
が
っ
て
、
あ
の
三
年
間
は
無
駄
で
は
な
か
っ

た
の
だ
と
確
信
を
持
ち
ま
し
た
。

詩
の
ふ
く
ろ

　

―
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
し
て
ー 高

橋
純
子

　

皆
さ
ん
は
ど
ん
な

と
き
に
詩
が
降
っ
て

き
ま
す
か
。
コ
ー
ヒ
ー

を
飲
ん
で
い
る
と
き
、

お
風
呂
に
入
っ
て
い

る
と
き
、
そ
れ
と
も
お

散
歩
中
で
し
ょ
う
か
。

私
は
何
度
か
、
下
３
字
、
ま
た
は
上
の
４
字
が
浮
か

ん
で
き
た
こ
と
は
あ
る
も
の
の
、
決
ま
っ
た
習
慣
は

な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

作
詩
に
取
り
掛
か
る
時
は
、
辞
書
、
詩
語
集
、
Ａ

４
の
紙
、
作
詩
に
必
要
な
も
の
を
一
式
そ
ろ
え
て
机

に
向
か
い
、
う
ん
う
ん
と
唸
り
な
が
ら
作
り
上
げ
て

い
き
ま
す
。
簡
単
に
で
き
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
句
が
ひ
ら
め
い
て
詩
が
降
っ

て
く
る
人
を
と
て
も
う
ら
や
ま
し
く
思
う
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
先
日
、
私
に
も
あ
る
時
に
ポ
ロ
リ
ン
と

句
が
降
っ
て
く
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。私
は
今
、

以
前
読
ん
だ
漢
詩
の
本
を
読
み
返
し
て
い
ま
す
。
家

で
は
本
を
読
む
時
間
を
あ
ま
り
と
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
で
移
動
時
間
が
大
切
な
読
書
の
時
間
な
の

で
す
が
、
電
車
の
中
で
あ
る
ペ
ー
ジ
に
殴
り
書
き
の

文
字
を
見
つ
け
ま
し
た
。
そ
こ
に
は「
双
眸　

碧
海

　

両
〜
」と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昨
年

文
部
科
学
大
臣
賞
を
い
た
だ
い
た「
吐
魯
蕃
旅
亭
」
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詩
詞
に
親
し
む
素
地
が
広
く
育
ま
れ
て
い
る
現

代
中
国
に
お
い
て
、
自
ら
漢
詩
を
創
作
し
よ
う
と
い

う
機
運
は
、
必
ず
し
も
高
ま
っ
て
い
る
と
は
い
え
な

い
。
も
ち
ろ
ん
、
漢
詩
情
報
サ
イ
ト
の「
捜
韻
」で

は
、
漢
詩
作
り
の
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
が
開
催
さ
れ
、

受
講
者
の
詩
の
添
削
も
熱
心
に
行
わ
れ
て
い
る
し
、

１
９
８
７
年
に
設
立
し
た「
中
華
詩
詞
学
会
」は
、「
会

員
数
５
万
人
、
中
国
全
土
で
詩
詞
を
創
作
し
て
い
る

人
口
は
推
定
３
５
０
万
人
以
上
」と
発
表
し
て
い
て
、

中
国
で
漢
詩
創
作
者
が
一
定
数
い
る
こ
と
は
確
か

だ
。
だ
が
、
日
本
の
俳
句
人
口
が
千
万
人（
こ
れ
も

あ
ま
り
根
拠
が
な
い
数
字
で
は
あ
る
が
）と
言
わ
れ

て
い
る
の
と
比
較
す
る
と
、
決
し
て
そ
の
規
模
が
大

き
く
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

歴
史
を
紐
解
け
ば
、
中
国
の
権
力
者
の
多
く
が
詩

詞
を
残
し
て
き
た
し
、
近
代
で
は
毛
沢
東
が
漢
詩
を

作
っ
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。（
中
国

の
各
地
を
旅
し
て
い
る
と
、
毛
沢
東
の
詩
碑
に
出
会

う
こ
と
も
よ
く
あ
る
）一
方
で
、
習
近
平
国
家
主
席

が
作
っ
た
と
い
う
詩
は
見
た
こ
と
が
な
い
の
だ
が
、

そ
の
ス
ピ
ー
チ
に
お
い
て
多
く
の
詩
を
引
用
し
て
お

り
、『
習
近
平　

引
用
詩
詞
釈
読
』（
人
民
文
学
出
版

社
）と
い
う
本
が
出
版
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
だ
。
名
句

の
引
用
は
、
民
衆
に
身
近
な
共
感
を
生
み
出
す
と
と

も
に
、
文
化
の
深
い
含
蓄
を
示
す
尊
敬
さ
れ
る
素
養

と
み
な
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
そ
の
活
用
方
法
は

さ
て
お
き
、
現
代
中
国
に
お
い
て
、
共
通
の
共
感
で

き
る
文
化
の
根
底
に「
詩
詞
」が
息
づ
い
て
い
る
の
は

確
か
だ
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
日
本
が
歴
史
的
に
学
ん

で
き
た
漢
詩
世
界
と
通
ず
る
と
こ
ろ
な
の
で
あ
る
。

詞
の
目
標
は
２
４
０

首
に
も
及
ぶ
そ
う

だ
が
、
求
め
ら
れ
て

い
る
の
は
九
九
の
よ

う
な
丸
暗
記
で
は

な
い
。
い
か
に
そ
の

世
界
観
を
理
解
し
、

表
現
を
自
分
の
も

の
と
し
て
語
れ
る
か

が
重
要
で
あ
り
、
そ

れ
が
現
代
で
尊
敬

さ
れ
る「
文
化
人
」

と
し
て
大
切
な
素

養
な
の
だ
。

　

そ
う
し
た「
詩
詞
力
」を
、国
民
的
テ
レ
ビ
番
組
の

「
中
国
詩
詞
大
会
」で
は
、
老
若
男
女
が
ク
イ
ズ
や
演

説
方
式
で
毎
回
競
っ
て
い
て
、
２
０
２
５
年
の
第
十

回
大
会
は
視
聴
者
人
数
が
延
べ
２
億
５
千
万
人
を
超

え
る
ほ
ど
の
社
会
的
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
る
。

現
代
中
国
の
漢
詩
事
情

逸
語
会　

松
田
奈
月

　

中
国
で
暮
ら
し
て
20

年
余
り
に
な
る
が
、「
詩

詞
」と
い
う
言
葉
を
目
に

す
る
機
会
が
増
え
た
と

感
じ
る
。
杜
甫
や
李
白
と

い
っ
た
有
名
詩
人
の
ゆ
か
り
の
地
は
観
光
地
化
さ

れ
、
西
安
で
は
若
者
た
ち
が
唐
代
コ
ス
プ
レ
で
闊
歩

し
、
ま
る
で
長
安
に
紛
れ
込
ん
だ
か
の
よ
う
だ
し
、

漢
詩
の
世
界
を
題
材
と
し
た
舞
台
や
ア
ニ
メ
も
次
々

と
新
作
が
作
ら
れ
て
い
る
。
Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
を
か
け

て
仮
想
世
界
を
体
験
す
る「
詩
詞
盛
会
」と
い
う
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
し
て
み
た
ら
、
蘇
軾
や
李
清
照
な

ど
が
次
々
と
目
の
前
に
現
れ
、
漢
詩
の
世
界
へ
と
い

ざ
な
わ
れ
た
の
に
は
驚
い
た
。

　

こ
こ
ま
で「
詩
詞
」が
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
る

背
景
の
一
つ
に
は
、
80
年
代
か
ら
中
国
で
強
化
さ
れ

て
い
る「
愛
国
主
義
教
育
」が
あ
る
だ
ろ
う
。「
詩
詞
」

は
、
愛
国
心
や
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
育
む

重
要
な
教
材
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
中
国

の
義
務
教
育（
小
学
校
と
中
学
校
）で
、
暗
記
す
る
詩

小学生向けの詩人衣装は学芸会などでの需要が高い小学生向けの詩人衣装は学芸会などでの需要が高い

中国の国営放送CCTVで放送中国の国営放送CCTVで放送
「中国詩詞大会」「中国詩詞大会」
2016年から放送開始2016年から放送開始
第10回は物理学博士が優勝した第10回は物理学博士が優勝した

VRで歴代の詩人たちとVRで歴代の詩人たちと
交流できる「詩詞盛会」交流できる「詩詞盛会」
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資料編
神漢連会員の全国漢詩大会入賞・入選者一覧
■全日本漢詩大会／全国漢詩の祭典／扶桑風韻漢詩大会／多久市全国ふるさと漢詩コンテスト／漱石記念漢詩大会／諸橋轍次博士記念漢詩大会

開催年 大会 開催
場所         

神奈川県漢詩連盟会員特別賞・入賞・入選者名

特別賞 入賞（秀作） 入賞（佳作） 入選

平成28年
（2016）

全日本漢詩大会 京都 秋吉邦雄 大森冽子 大谷明史、水城まゆみ、
高津有二 、丹下和幸

第十九回全国ふるさと漢詩 多久 川上修己  小嶋明紀子

第一回漱石記念漢詩大会 熊本 小嶋明紀子 柴本信子  三上光敏、川上修己 

第八回諸橋轍次博士記念漢詩大会 新潟 （奨励）松井秀人、室橋幸子、（秀作）松本征儀、大森冽子、（特別）大谷明史

平成29年
（2017）

神漢連創立十周年記念漢詩大会 横浜 室橋幸子、萬谷美子
蔦清昭、
嶋内隆行、　　　
中野三琴

大谷明史、松本祐輔、
三上光敏、高津有二、
中島義和、犬飼勇雄

全日本漢詩大会 愛知 川上 修己 池上一利
岡田泰男、香取和之、
齋藤護、城田六郎、
杉森千枝美

扶桑風韻漢詩大会 杉森千枝美 小嶋明紀子 尾崎明子

第二十回全国ふるさと漢詩 多久 住田笛雄 城田六郎、杉森千枝美

第二回漱石記念漢詩大会 熊本
上田尤子、　　
牛山知彦、　　
小嶋明紀子

住田笛雄、 室橋幸子  

第九回諸橋轍次博士記念漢詩大会 新潟 （諸橋轍次賞）芝公男、（奨励） 香取和之、上田尤子、（秀作）住田笛雄、柴本信子

平成30年
（2018）

全日本漢詩大会 東京 俣野長生 生駒裕子 板本健作

扶桑風韻漢詩大会 小嶋明紀子 杉森千枝美、水城まゆみ

第二十一回全国ふるさと漢詩 多久 小嶋明紀子

第三回漱石記念漢詩大会 熊本 池上一利、　　
小嶋明紀子

上田尤子、杉森千枝美、　　　　
久川愛子、岩村順一

第十回諸橋轍次博士記念漢詩大会 新潟 （最優秀）小嶋明紀子、（奨励）川上修己、村上良明、（秀作）三上光敏

平成31年
令和元年 
（2019）

全日本漢詩大会 香川 川上修己 香取和之

扶桑風韻漢詩大会 小嶋明紀子 大石加代子、仁上恵子、
村田瑛子

第二十二回全国ふるさと漢詩 多久  小嶋明紀子       池上一利  

第四回漱石記念漢詩大会 熊本  小嶋明紀子 上田尤子
池上一利、　　
高津有二、　　
堀端保聖

 室橋幸子、小林迪雄

第十一回諸橋轍次博士記念漢詩大会 新潟   （最優秀）坂上貞夫、（優秀）岡田康男、牛山知彦、（秀作）大谷明史、小嶋明紀子、（奨励）岡崎勝郎、三上光郎、俣野長生、杉本千恵美

令和２年
（2020）

全国漢詩の祭典（国民文化祭） 宮崎 （文部科学大臣賞）城田六郎、住田笛雄、岡田泰男                                                                  大石加代子
上田尤子、 高津有二、
高橋純子、横山真吾

扶桑風韻漢詩大会  高橋純子 山口幸雄 大谷明史 岩村順一、五嶋美代子 、　　　　
杉森千枝美、水城まゆみ

第二十三回全国ふるさと漢詩 多久 高橋純子 小嶋明紀子

第五回漱石記念漢詩大会 熊本 横溝喜久男 小嶋明紀子・杉森千枝美

第十二回諸橋轍次博士記念漢詩大会 新潟   （優秀）高橋純子、小嶋明紀子、杉森千枝美、（秀作）大谷明史、宇野次郎、小嶋明紀子
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令和３年
（2021）

全日本漢詩大会 石川 石川俊之 高橋純子 大石加代子、横溝喜久男

扶桑風韻漢詩大会 高橋純子、　　
水城まゆみ 杉森千枝美 岩村順一、大谷明史、

小嶋明紀子

第六回漱石記念漢詩大会 熊本 高橋純子、柴本信子

第十三回諸橋轍次博士記念漢詩大会 新潟    （優秀）大谷明史、（秀作）大石佳代子、（佳作）岡田泰男、高田宗治、宇野次郎、俣野長生、牛山知彦

令和４年
（2022）

全日本漢詩大会 東京  高橋純子、 五嶋美代子、
廣田雅人 大野若人 松本祐輔、水城まゆみ、　　　　

横溝喜久男

第七回漱石記念漢詩大会 熊本 高橋純子、　　
小嶋明紀子

宇野次郎、牛山知彦、
松田奈月、横溝喜久男

第十四回諸橋轍次博士記念漢詩大会 新潟   （最優秀）高橋純子、（優秀）小嶋明紀子、（秀作）宇野次郎、小嶋明紀子、杉森千枝美、（佳作）杉森千枝美、（日中友好の部・佳作）牛山知彦、小嶋明紀子、杉森千枝美

令和５年
（2023）

全国漢詩の祭典（国民文化祭） 石川 三村公二、高橋純子 廣田雅人
岡島宣昭、小嶋明紀子、
五嶋美代子、杉森千枝
美、三浦哲郎 

扶桑風韻漢詩大会 五嶋美代子 大谷明史 小嶋明紀子 内山早奈江、高橋純子、
松本祐輔

第二十六回全国ふるさと漢詩 多久 中山洋子・小嶋明紀子

第八回漱石記念漢詩大会 熊本 木村孝
五嶋美代子、
久川憲四郎、
小嶋明紀子

 大谷明史、柴本信子、　　　　
（高壽奨励）永野澄

第十五回諸橋轍次博士記念漢詩大会 新潟   （最優秀）五嶋美代子、（秀作）大谷明史、（佳作）小林迪雄、柴本信子、大野若人、木村孝、（生誕記念の部）（優秀）小嶋明紀子、（佳作）杉森千枝美

令和６年
（2024）

全日本漢詩大会・神奈川大会 横浜 白石信隆、小島数子、高橋
純子、松本祐輔 岡嶋宣昭 青山正子、石川昌良、

田内隆、　福田忠夫

扶桑風韻漢詩大会 高橋純子    
大森 冽子、 
小嶋明紀子、
仁上恵子

水城まゆみ

第九回漱石記念漢詩大会 熊本 五嶋美代子        杉本千枝美 柴本信子

第十六回諸橋轍次博士記念漢詩大会 新潟   （諸橋轍次賞）高橋純子、（優秀）木村孝、宇野次郎、（佳作）木村孝、牛山知彦

令和7年
（2025）

全日本漢詩大会 徳島 （文部科学大臣賞）高橋純
子、杉森千枝美、 木村孝

岡嶋宣昭、小嶋明紀子、
山口幸雄

扶桑風韻漢詩大会 （石川岳堂賞）高橋純子、
小嶋明紀子

久川憲四郎、
松本祐輔 宇野次郎、福田忠夫

第二十八回全国ふるさと漢詩 多久 金澤武司郎

第十回漱石記念漢詩大会 熊本 横溝喜久男

岡嶋宣昭、
金澤武司郎、
木村孝、　　
平賀康雄

高橋純子、岡嶋宣昭、
金澤武司郎、仁上恵子

第十七回諸橋轍次博士記念漢詩大会 新潟   （諸橋轍次賞）岡嶋宣昭、（優秀）岡嶋宣昭、（秀作）小嶋明紀子、（佳作）青山正子、鈴木潔州、小嶋明紀子

注） 特別賞欄…特別賞（全日本漢詩大会、全国漢詩の祭典）、最優秀・優秀（扶桑風韻）、最優秀（全国ふるさと）、最優秀（漱石）
 入賞欄…秀作・佳作（全日本漢詩大会、全国漢詩の祭典）、秀作・佳作（扶桑風韻）、優秀（全国ふるさと）、優秀・佳作（漱石）
 全国ふるさと漢詩…正式名称は、「全国ふるさと漢詩コンテスト」。
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◇
二
〇
一
六
年
度
（
平
成
二
十
八
年
度
）

平
成
二
十
八
年
度　
全
日
本
漢
詩
大
会
京
都
大
会

 
 

秋
吉
邦
雄

　

鶴
陵
廟
偶
成 

　

鶴か
く

陵り
ょ
う

廟び
ょ
う（
鶴
岡
八
幡
宮
）偶
成

亭
亭
朱
廟
屹
靑
天 

亭
々
た
る
朱
廟　
青
天
に
屹そ
ば
だち

鬱
鬱
綠
雲
纍
紫
烟 

鬱う
つ
々う
つ
た
る
緑
雲　
紫
烟
を
纍ま
と
う

磴
上
偏
憐
小
靈
樹 

磴
上
偏ひ
と
え
に
憐
れ
む　
小
霊
樹

蘖
栽
期
得
又
千
年 

蘖げ
つ
栽さ
い
期
し
得
た
り　
又
た
千
年

◇
二
〇
一
七
年
度
（
平
成
二
十
九
年
度
）

平
成
二
十
九
年
度　
全
日
本
漢
詩
大
会
愛
知
大
会

 
 

川
上
修
己

　

犬
山
城
下
鵜
飼 

　

犬
山
城
下
の
鵜
飼　

瞻
仰
古
城
雲
靜
流 

瞻せ
ん
仰ぎ
ょ
うす
古
城　
雲
静
か
に
流
れ

蘇
江
汎
汎
遶
陵
丘 

蘇
江
汎
々
と
し
て　
陵
丘
を
遶
る

月
潭
篝
火
漁
翁
影 

月
潭
の
篝
火　
漁
翁
の
影

溌
剌
香
魚
躍
客
舟 

溌
剌
た
る
香
魚　
客
舟
に
躍
る

Ｎ
Ｈ
Ｋ
京
都
放
送
局
賞

大
本
山
總
持
寺
賞

第
九
回
諸
橋
轍
次
博
士
記
念
漢
詩
大
会

 
 

芝　

公
男

　

尺
蠖 

　

尺せ
き
蠖か
く　

燕
子
頻
來
桑
葉
搖 

燕
子
頻
り
に
来
り
て　
桑
葉
揺
る
る

見
危
尺
蠖
化
蕭
條 

危
う
き
を
見
て
尺せ
き
蠖か
く　

蕭
條
と
化
す　

暫
須
無
事
顯
姿
體 

暫
く
事
な
き
を
須ま

ち
て　
姿
体
を
顕あ
ら
わし

欲
進
屈
身
為
拱
橋 

進
ま
ん
と
欲
し
身
を
屈
め
拱こ
う
橋き
ょ
うを
為な

す

平
成
二
十
九
年
度　
扶
桑
風
韻
漢
詩
大
会

 
 

杉
森
千
枝
美

　

小
笠
原
諸
島
聟
島
戰
跡 

小
笠
原
諸
島
聟む
こ
島
戦
跡

孤
島
潮
回
南
海
頭 

孤
島　
潮う
し
おは
回
る　
南
海
の
頭ほ
と
り　

屯
營
壁
壘
變
荒
丘 

屯
営　
壁へ
き
塁る
い　

荒
丘
に
変
ず

二
千
里
外
故
山
遠 

二
千
里
外　
故
山
遠
く

征
客
北
望
登
戍
樓 

征
客
北
望　
戍
じ
ゅ
う
楼ろ
う
に
登
る

◇
二
〇
一
八
年
度
（
平
成
三
十
年
度
）

平
成
三
十
年
度　
全
日
本
漢
詩
大
会

全
日
本
漢
詩
連
盟
設
立
十
五
周
年
記
念
大
会

 
 

俣
野
長
生

　

河
畔
偶
成 

　

河
畔
偶
成

櫻
花
爛
漫
映
江
流 

桜
花
爛
漫　
江
流
に
映
え　

歲
歲
雙
鳧
此
復
游 

歳
々
双そ
う
鳧ふ　

此
に
復ま

た
游
び
た
り

翁
媼
相
攜
去
年
路 

翁
媼　
相あ
い
携た
ず
さえ
し　
去
年
の
路

低

孤

奈
春
愁 

低て
い
か
い
す
る
孤
　

春
愁
を
奈い
か
んせ
ん

最
優
秀
賞
・
諸
橋
轍
次
賞

優
秀
賞

全
国
漢
文
教
育
学
会
会
長
賞

第
十
回
諸
橋
轍
次
博
士
記
念
漢
詩
大
会

 
 

小
嶋
明
紀
子

　

蘭
亭
懷
古 

　

蘭ら
ん
亭て
い
懐
古

溶
溶
曲
水
映
韶
光 

溶
々
た
る
曲
水　
韶
光
に
映
ず　

佳
句
染
箋
漂
墨
香 

佳
句　
箋
を
染
め　
墨
香
を
漂
わ
す

晉
代
烏
衣
開
宴
處 

晋
代
の
烏う

衣い　

宴う
た
げを
開
き
し
処　

騒
人
今
日
共
流
觴 

騒
人　
今
日　
共
に
流
り
ゅ
う
し
ょ
う觴
す

◇
二
〇
一
九
年
度（
平
成
三
十
一
年・令
和
元
年
度
）

令
和
元
年
度　
全
日
本
漢
詩
大
会
香
川
大
会

 
 

川
上
修
己

　

函
嶺
道
中 

　

函
嶺
道
中　

田
城
拂
曉
向
雲
峰 

田で
ん
城じ
ょ
う払
暁　
雲
峰
に
向
か
う

八
里
行
程
七
尺
筇 

八
里
の
行
程　
七
尺
の
筇

磴
道
羊
腸
人
馬
喘 

磴
道
羊
腸　
人
馬
喘
ぎ

函
山
登
盡
夕
陽
舂 

函
山
登
り
尽
せ
ば
夕
陽
舂う
す
づ
く

第
十
一
回
諸
橋
轍
次
博
士
記
念
漢
詩
大
会

 
 

坂
上
貞
夫

　

謝
諸
橋
博
士
浩
恩 　
諸
橋
博
士
の
浩か
う
恩お
ん
に
謝
す　

實
直
謹
嚴
博
士
魂 

実
直
謹
厳
な
る
は
博
士
の
魂

人
生
在
勤
止
軒
言 

人
生
勤
む
る
に
在
り　
止し

軒け
ん
の
言

漢
和
大
典
無
窮
業 

漢
和
の
大
典
は
無
窮
の
業

編
纂
功
勞
謝
浩
恩 

編
纂
の
功
労　
浩
恩
に
謝
す

最
優
秀
賞
新
潟
県
知
事
賞

高
松
市
長
賞

最
優
秀
賞
新
潟
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

「
こ
こ
十
年
の
歩
み
」資
料
編

特
別
賞
受
賞
作
一
覧
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第
四
回
漱
石
記
念
漢
詩
大
会

 
 

小
嶋
明
紀
子

　

西
湖
孤
山
觀
梅 

　

西
湖
孤
山
観
梅

湖
邊
幽
歩
柳

 

湖
辺　
幽
歩
す
れ
ば　
柳
さ
ん
さ
ん
た
り

閑
聽
春
鶯
水
似
藍 

閑
か
に
春
鶯
を
聴
け
ば
水
藍
に
似
た
り

千
載
風
流
在
何
處 
千
載
の
風
流　
何
処
に
か
在
る

梅
開
隱
士
一
山
庵 
梅
は
開
く　
隠
士
の
一い
ち

山さ
ん

庵あ
ん

第
二
十
二
回
全
国
ふ
る
さ
と
漢
詩
コ
ン
テ
ス
ト

 
 

小
嶋
明
紀
子

　

多
久
聖
廟 

　

多
久
聖
廟

韶
樂
今
猶
奏
廟
堂 

韶
楽　
今
猶
ほ
廟
堂
に
奏
す

一
山
碧
樹
自
淸
涼 

一
山
の
碧
樹　
自
ら
清
涼
た
り

淳
風
千
載
因
賢
守 

淳
風　
千
載　
賢
守
に
因
る

人
謂
恰
如
鄒
魯
鄕 

人
は
謂
ふ　
恰
か
も
鄒す
う
魯ろ

の
郷
の
如
し
と

◇
二
〇
二
〇
年
度
（
令
和
二
年
度
）

第
三
十
五
回
国
民
文
化
祭
・
み
や
ざ
き
２
０
２
０

全
国
漢
詩
の
祭
典

 
 

城
田
六
郎

　

酒
匂
川
畔
村
酒 

　

酒さ
か
匂わ

川が
わ
の
畔
の
村
酒

嶽
麓
發
源
淸
冽
川 

岳が
く
麓ろ
く
に
源
み
な
も
とを
発
す
清
冽
の
川　

麴
塵
粳
稻
僻
村
傳 

麹き
く

塵じ
ん

粳こ
う

稲と
う
僻
村
に
伝
う

綠

初
熟
醍
醐
味 

緑
り
ょ
く
ば
い
初
め
て
熟
し
醍だ
い
醐ご

の
味

一
斗
十
千
何
惜
錢 

一
斗
十
千
何
ぞ
銭
を
惜
し
ま
ん
や

最
優
秀
賞

最
優
秀
賞

文
部
科
学
大
臣
賞

 
 

住
田
笛
雄

　

賞
國
寳
土
器
有
感 　
国
宝
の
土
器
を
賞
し
て
感
有
り

繩
文
火
焰
至
今
遺 

縄
文
の
火か

焔え
ん
今
に
至
る
も
遺の
こ
る

穰
禱
齋
祈
憶
昔
時 

穰
じ
ょ
う

禱と
う

斎さ
い

祈き

昔せ
き

時じ

を
憶
ふ

一
萬
年
前
民
族
技 

一
万
年
前
の
民
族
の
技

寰
球
無
類
贊
神
奇 

寰か
ん
球き
ゅ
うに
無
類
神
奇
を
賛た
た
ふ

 
 

岡
田
泰
男

　

高
千
穗
峽
寫
望 

　

高
千
穂
峡
写し
ゃ

望ぼ
う

澗
水
安
流
湛
幽
壑 

澗か
ん
水す
い
安
流
し
て
幽ゆ
う
壑が
く
に
湛た
た
え

石
林
相
對
挾
蒼
江 

石
林
相
対
し
て
蒼
江
を
挟
む

開
闢
以
來
遮
俗
韻 

開か
い
闢び
ゃ
く以
来
俗
韻
を
遮
る

峽
天
鳥
道
峻
無
雙 

峡
き
ょ
う

天て
ん

鳥ち
ょ
う

道ど
う

峻し
ゅ
ん無
双

令
和
二
年
度　
扶
桑
風
韻
漢
詩
大
会

 
 

高
橋
純
子

　

海
畔
卽
事 

　

海
畔
即
事

松
風
謖
謖
送
淸
涼 

松
風　
謖
し
ょ
く
々し
ょ
くと
し
て　
清
涼
を
送
り

碧
海
渺
茫
潮
氣
香 
碧
海　
渺
び
ょ
う
茫ぼ
う
と
し
て　
潮
気
香
し

鷗
語
數
聲
回
首
處 
鷗
語
数
声　
首
を
回
ら
す
処

漁
舟
一
片
入
斜
陽 

漁
舟
一
片　
斜
陽
に
入
る

◇
二
〇
二
一
年
度
（
令
和
三
年
度
）

令
和
三
年
度　
全
日
本
漢
詩
大
会
石
川
大
会

 
 

石
川
俊
之

宮
崎
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

全
日
本
漢
詩
連
盟
会
長
賞

優
秀
賞

全
日
本
漢
詩
連
盟
会
長
賞

　

奈
良
公
園 

　

奈
良
公
園

高
天
淸
朗
古
都
秋 

高
天　
清
朗　
古
都
の
秋

霜
葉
飄
風
舞
寺
樓 

霜
葉　
風
に
飄
り
て　
寺
楼
に
舞
う

寂
寞
四
邊
林
囿
路 

寂
寞
た
る
四
辺　
林り
ん
囿ゆ
う
の
路

哀
聲
遠
聽
鹿
呦
呦 

哀
声　
遠
く
聴
く　
鹿
呦ゆ
う

々ゆ
う

◇
二
〇
二
二
年
度
（
令
和
四
年
度
）

第
十
四
回
諸
橋
轍
次
博
士
記
念
漢
詩
大
会

 
 

高
橋
純
子

　

晩
秋
郊
行 

　

晩
秋
郊
行

深
秋
小
徑
曉
寒
生 

深
秋
の
小
径　
暁
寒
生
ず

風
拂
幽
叢
香
氣
淸 

風
は
幽い
う
叢そ
う
を
払
い
て
香
気
清
し

誰
折
一
枝
供
古
墓 

誰
か
一
枝
を
折
り
て
古
墓
に
供
せ
る

傲
霜
白
菊
映
苔
明 

霜
に
傲
る
白
菊　
苔
に
映
じ
て
明
ら
か
な
り

令
和
四
年
度　

全
日
本
漢
詩
連
盟
設
立
二
十
周
年

記
念
大
会

 
 

高
橋
純
子

　

江
都
雪
景 

　

江
都
雪
景

月
冷
深
更
雪
已
収 

月
冷
や
か
に
し
て
深
更
雪
已
に
収
ま
る

朔
風
吹
袂
水
邊
樓 

朔さ
く
風ふ
う　

袂
を
吹
く　
水
辺
の
楼

皚
皚
九
陌
人
蹤
絶 

皚が
い
々が
い
た
る
九
陌　
人じ
ん
蹤し
ょ
う絶
え

只
見
墨
江
分
二
州 

只
だ
見
る　
墨
江
の
二
州
に
分
か
つ
を

 
 

五
嶋
美
代
子

　

不
懷
都 

　

都
を
懐
は
ず

最
優
秀
賞
・
三
条
市
長
賞

二
松
学
舎
大
学
学
長
賞

日
本
詩
吟
学
院
賞
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◇
二
〇
二
四
年
度
（
令
和
六
年
度
）

令
和
六
年
度　
全
日
本
漢
詩
大
会
神
奈
川
大
会

 
 

白
石
信
隆

　

柳
津
送
別 

　

柳
津
送
別

同
袍
歸
老
向
天
涯 

同
袍
帰
老
し
て　
天
涯
に
向
か
う

楊
柳
津
頭
共
酒
卮 

楊
柳
の
津
頭　
酒し
ゅ
卮し

を
共
に
す

鶴
髪
固
知
難
再
会 

鶴
髪　
固
よ
り
知
る　
再
び
は
会
い
難
き
を

登
舟
解
纜
故
遲
遲 

舟
に
登
り
て
纜
を
解
く
こ
と　
故
に
遅
遅
た
り

 
 

小
島
数
子

　

氷
川
丸 

　

氷
川
丸

鷗
鳥
舞
風
金
港
天 

鷗
鳥　
風
に
舞
う　
金
港
の
天

碧
波
蕩
漾
岸
堤
邊 

碧
波　
蕩
漾
す
る　
岸
堤
の
辺

百
般
航
海
渾
如
夢 

百
般
の
航
海　
渾
て
夢
の
如
し

端
麗
孤
高
繫
纜
船 

端
麗　
孤
高
た
る　
纜
を
繋
ぐ
の
船

 
 

高
橋
純
子

　

灣
上
月
明 

　

湾
上
月
明

風
拂
輕
煙
秋
水
閑 

風
は
軽
煙
を
払
い
て　
秋
水
閑
な
り

玉
輪
涵
影
小
溪
灣 

玉
輪　
影
を
涵
す　
小
渓
の
湾

三
更
依
約
桂
香
裏 

三
更　
依
約
た
る
桂
香
の
裏

一
棹
扁
舟
貫
月
還 

一
棹
の
扁
舟　
月
を
貫
い
て
還
る

 
 

松
本
祐
輔

　

橫
濱
港
雜
詠 

　

横
浜
港
雑
詠

漁
家
數
點
碧
波
頭 

漁
家
数
点　
碧
波
の
頭

晒
網
汀
沙
繋
釣
舟 

網
を
汀
沙
に
晒
し
て
釣
舟
を
繋
ぐ

神
奈
川
県
知
事
賞

神
奈
川
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

横
浜
中
華
街
発
展
会
協
同
組
合
賞

神
奈
川
新
聞
社
賞

第
十
五
回
諸
橋
轍
次
記
念
漢
詩
大
会

 
 

五
嶋
美
代
子

　

秋
日
登
樓 

　

秋
日
楼
に
登
る

暮
雲
搖

碧
湖
頭 

暮
雲　
揺

す　
碧
湖
の
頭

荻
岸
蒼
蒼
一
片
秋 

荻て
き
岸が
ん　

蒼
蒼　
一
片
の
秋

坐
想
謝
公
千
古
詠 

坐
し
て
想
ふ　
謝
公　
千
古
の
詠

聊
乘
逸
興
試
登
樓 

聊い
さ
さか
逸
興
に
乗
じ
て
試
み
に
楼
に
登
る

第
八
回
漱
石
漢
詩
記
念
大
会

 
 

木
村　

孝

　

獨
遊
熱
海
梅
園 

　

独
り
熱
海
梅
園
に
遊
ぶ

溪
水
潺
潺
一
曲
琴 

渓
水　
潺せ
ん
々せ
ん　

一
曲
の
琴

花
晨
淸
冷
步
梅
林 

花
晨　
清
冷　
梅
林
を
步
す

温
湯
暖
氣
亦
如
舊 

温
湯
の
暖
気　
亦
旧
の
如
し

折
杪
贈
君
紅
玉
簪 

杪
を
折
り
て
君
に
贈
ら
む
紅
玉
の
簪し
ん

令
和
五
年
度　
扶
桑
風
韻
漢
詩
大
会

 
 

五
嶋
美
代
子

　

秋
宿
山
家 

　

秋　
山さ
ん
家か

に
宿
る

秋
蟬
向
晚
送
寒
聲 

秋
し
ゅ
う
蝉せ
ん　

晩
に
向む
か
い
て　
寒
声
を
送
る

翠
嶂
參
差
四
面
橫 

翆す
い

嶂し
ょ
う　

参し
ん
差し

と
し
て　
四
面
に
横
た
わ
る

乍
雨
乍
晴
林
變
相 

乍た
ち
まち
雨
ふ
り
乍た
ち
まち
晴
れ　
林　
相
を
変
ず

獨
身
止
宿
看
雲
行 

独
身　
止し

宿し
ゅ
くし
て　
雲
の
行
く
を
看
る

最
優
秀
賞
新
潟
県
知
事
賞

最
優
秀
賞

優
秀
賞

山
如
高
閣
聳
嶙
峋 

山
は
高
閣
の
如
く
聳
え
て
嶙り
ん
峋し
ゅ
ん

　

鳥
若
街
衢
喧
噪
頻 

鳥
は
街が
い
衢く

の
若
く
喧け
ん
噪そ
うな
る
こ
と
頻
り
な
り

京
邑
遙
遙
千
里
外 

京け
い
邑い
ふ　

遥
　々

千
里
の
外

何
愁
漫
叟
不
逢
人 

何
ぞ
愁
へ
ん　
漫ま
ん
叟そ
う　

人
に
逢
は
ざ
る
を

 
 

廣
田
雅
人

　

都
城
大
雪 
　

都
城
の
大
雪

亂
飄
雪
後
靜
無
風 
乱ら
ん
飄ぴ
ょ
うの
雪
後　
静
と
し
て
風
無
く

紫
陌
高
樓
一
白
中 

紫し

陌は
く　

高
楼　
一
白
の
中

日
出
雲
端
光
曄
曄 

日　
雲う
ん
端た
ん
を
出
づ
れ
ば　
光　
曄よ
う

々よ
う

都
城
忽
變
水
晶
宮 

都
城　
忽
ち
変
ず　
水
晶
宮
に

◇
二
〇
二
三
年
度
（
令
和
五
年
度
）

第
三
十
八
回
国
民
文
化
祭
石
川
百
万
石
文
化
祭

二
○
二
三
全
国
漢
詩
の
祭
典

 
 

三
村
公
二

　

廬
山
懷
古 

　

廬
山
懐
古

突
兀
群
峯
春
色
回 

突
兀
た
る
群
峯　
春
色
回か
え
り

香
爐
瀑
布
絶
塵
埃 

香
爐
の
瀑ば
く
布ふ　

塵じ
ん
埃あ
い
を
絶
つ

昔
時
仙
客
逃
名
住 

昔
時　
仙
客　
名
を
逃
れ
て
住
み

今
日
行
人
拾
翠
來 

今
日　
行
人　
翠
を
拾
い
て
来
た
る

 
 

高
橋
純
子

　

曉
渡 

　

暁
渡

霜
風
瑟
瑟
荻
蘆
洲 

霜
風　
瑟
々
た
る　
荻て
き
蘆ろ

の
洲

野
渡
無
人
曉
色
幽 

野
渡　
人
無
く　
暁
色
幽
な
り

獨
立
鸕

不
飛
去 

独
り
立
つ
鸕ろ

じ　

飛
び
去
ら
ず

煙
霞
横
處
護
虛
舟 

煙
霞　
横
た
わ
る
処　
虚
舟
を
護
る

斯
文
会
理
事
長
賞

石
川
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

全
日
本
漢
詩
連
盟
会
長
賞
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江
上 

　

江
上

春
陰
漠
漠
暮
江
涯 

春
陰　
漠
漠
た
り　
暮
江
の
涯

楊
柳
依
依
拂
水
垂 

楊
柳　
依
依
と
し
て
水
を
払
ひ
て
垂
る

幼
女
未
知
兵
革
動 

幼
女
は
未
だ
知
ら
ず　
兵
革
の
動
く
を

征
衣
牽
袖
問
歸
期 

征
衣　
袖
を
牽
き
て
帰
期
を
問
ふ

 
 

小
嶋
明
紀
子

　

月
夜 

　

月
夜　

新
婦
擣
衣
江
水
秋 

新
婦　
衣
を
擣う

ち
て　
江
水　
秋
な
り

良
人
今
夜
守
邊
州 

良
人　
今
夜　
辺
州
を
守
ら
ん

誰
堪
一
別
已
千
里 

誰
か
堪
へ
ん　
一
別　
已
に
千
里
な
る
に

月
照
東
西
兩
地
愁 

月
の
東
西　
両
地
の
愁
ひ
を
照
ら
す
に

資
料
編
特
別
賞
受
賞
作
品
の
選
定
基
準

① 

全
日
本
漢
詩
大
会
、及
び
全
国
漢
詩
の
祭
典
…

 

特
別
賞（
文
部
科
学
大
臣
賞
、各
賞
）

② 「
扶
桑
風
韻
」漢
詩
大
会
…
最
優
秀
賞
、優
秀
賞

③ 

諸
橋
轍
次
博
士
記
念
漢
詩
大
会
…
最
優
秀
賞

④ 

全
国
ふ
る
さ
と
漢
詩
コ
ン
テ
ス
ト
…
最
優
秀
賞

⑤ 

漱
石
記
念
漢
詩
大
会
…
最
優
秀
賞

優
秀
賞

注
記

繡
帽
胡
童
笑
迎
處 

繍し
う
帽ば
う
の
胡こ

童ど
う　

笑
ひ
て
迎
ふ
る
処

明
眸
秋
果
兩
深
靑 

明め
い
眸ぼ
う　

秋
果　
両ふ
た
つ
な
が
ら
深
青

 
 

杉
森
千
枝
美

　

采
摘
枇
杷 

　

枇
杷
を
采
摘
す

枇
杷
黃
熟
正
離
離 

枇
杷　
黄
熟
し
て　
正
に
離
離
た
り

攀
樹
尤
欣
未
覺
衰 

樹
を
攀よ
ぢ
て
尤
も
っ
とも
欣
よ
ろ
こぶ
未
だ
衰
へ
を
覚
え
ざ
る
を

不
意
筠
籠
傾
瀉
處 

不
意
に　
筠い
ん
籠ろ
う　

傾け
い
瀉し
ゃ
す
る
処

金
丸
散
落
駭
羣
兒 

金
丸
散
落
し
て
群
児
を
駭お
ど
ろか
す
と
は

 
 

木
村　

孝

　

鄕
校
枳
籬 

　

郷
校
の
枳き

籬り

春
日
枳
花
迎
我
開 

春
日　
枳
花　
我
を
迎
え
て
開
く

淸
芬
馥
郁
學
堂
隈 

清
芬　
馥
郁
た
り　
学
童
の
隈

舊
秋
同
摘
黃
金
實 

旧
秋　
同と
も
に
摘
み
し　
黄
金
の
実

追
憶
籬
邊
胡
蝶
回 

籬
辺
に
追
憶
す
れ
ば　
胡
蝶
回
る

第
十
七
回
諸
橋
轍
次
博
士
記
念
漢
詩
大
会

 
 

岡
嶋
宣
昭

　

雪
徑
款
冬 
　

雪
径
の
款
く
わ
ん

冬と
う

侵
寒
遠
訪
野
翁
家 
寒
を
侵
し
て
遠
く
訪
ふ　
野
翁
の
家

曳

村
郊
雪
徑
斜 
を
村
郊
に
曳
け
ば
雪
径
斜
め
な
り

門
巷
鋪
銀
人
不
見 

門
巷
銀
を
鋪
き
て
人
見
え
ず

款
冬
纔
發
一
株
花 

款
冬
纔わ
づ
か
に
発ひ
ら
く　
一
株
の
花

令
和
七
年
度　
扶
桑
風
韻
漢
詩
大
会

 
 

高
橋
純
子

徳
島
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

四
国
漢
詩
連
盟
会
長
賞

最
優
秀
賞
諸
橋
轍
次
賞

最
優
秀
賞
石
川
岳
堂
賞

今
看
繁
華
桑
海
變 

今
看
る
繁
華　
桑
海
の
変

摩
天
大
廈
幾
層
樓 

天
を
摩
す
大
廈　
幾
層
の
楼

第
十
六
回
諸
橋
轍
次
博
士
記
念
漢
詩
大
会

 
 

高
橋
純
子

　

牡
丹 
　

牡
丹

庭
樹
陰
濃
掩
翠
苔 
庭
樹　
陰
濃
か
に
し
て　
翠
苔
を
掩
ひ

春
光
欲
盡
牡
丹
開 

春
光
尽
き
ん
と
欲
し
て　
牡
丹
開
く

紅
妝
麗
豔
馨
香
遍 

紅こ
う
妝し
ょ
う

　

麗
艶　
馨
香
遍
し

宛
似
太
眞
含
笑
來 

宛
あ
た
かも
似
た
り　
太
真
の
笑
ひ
を
含
み
て
来
た
る
に

令
和
六
年
度　
扶
桑
風
韻
漢
詩
大
会

 
 

高
橋
純
子

　

淸
明
展
墓 

　

清
明
展
墓

絲
絲
雨
歇
鳥
聲
妍 

糸
々
た
る
雨
歇や

み　
鳥
声　
妍
な
り

爛
漫
山
櫻
發
墓
前 

爛
漫
と
し
て
山
桜　
墓
前
に
発
く

一
縷
香
烟
忽
飄
處 

一
縷
の
香
烟
忽
ち
飄
ひ
る
が
える
処

懷
中
孫
子
載
花
眠 

懐
中
の
孫
子　
花
を
載
せ
て
眠
る

◇
二
〇
二
五
年
度
（
令
和
七
年
度
）

令
和
七
年
度　
全
日
本
漢
詩
大
会
徳
島
大
会

 
 

高
橋
純
子

　

吐
魯
蕃
旅
亭 

　

吐ト

魯ル

蕃フ
ァ
ン旅
亭

蓁
蓁
綠
葉
繞
旗
亭 

蓁し
ん
蓁し
ん
た
る
緑
葉　
旗
亭
を
繞
り

映
日
葡
萄
滿
架
馨 

日
に
映
ず
葡
萄　
架
に
満
ち
て
馨
し

最
優
秀
賞
諸
橋
轍
次
賞

優
秀
賞

文
部
科
学
大
臣
賞
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役員・運営委員他一覧

年度 ◎会長、○副会長、●
事務局長、▲事務次長 理事 執行理事 ◎監事、○特別相談

役、●相談役、▲顧問 運営委員

2017年
（H29）

◎三村公二、○水城ま
ゆみ、中島龍一、●高
津有二、▲香取 和之

玉井幸久、石川省吾、
古田光子、岡田泰男、
横山真吾、桜庭慎吾

吉岡昭夫、室橋幸子、
川上修己、飯島敏雄、
瀧川智志、喜多基

◎柴田洋、松井秀人、
○岡崎満義、●住田笛
雄、▲石川忠久、窪寺
啓、淺岡清明、城田六
郎、三上光敏、池上一
利

中島義和、山口幸雄、
中野雅利男、家吉幸
二、犬飼尭、新井治仁、
大森冽子、山岡健郎、
岩波弘道、橋本孝一、
牛山知彦

2018年
（H30） ──── ──── （新）新井治仁、大森

冽子、山口幸雄 ────

（退）新井治仁、大森
冽子、山口幸雄、中
島義和、中野雅利男、
（新）芝公男、細江利
昭、篠崎吉之

2019年
（H31、
R1）

──── ────

室橋幸子、川上修己、
飯島敏雄、瀧川智志、
新井治仁、大森冽子 、
山口幸雄、牛山知彦

◎松井秀人、三上光
敏、○岡崎満義、●住
田笛雄、▲石川忠久、
窪寺啓、淺岡清明、池
上一利

家吉幸二、犬飼堯、岩
波弘道、芝公男、細江
利昭、篠崎吉之、
鈴木正敏、安田茂

2020年
（R2） ──── ──── ──── （退）◎三上光敏、

（新）◎鈴木正敏

（退）鈴木正敏、（新）
上田尤子、竹村文孝、
飯田政治、内山義浩

2021年
（R3）

◎三村公二、○水城ま
ゆみ、中島龍一、飯島
敏雄、●高津有二、▲
香取 和之

玉井幸久、古田光子、
岡田泰男、横山真吾、
桜庭慎吾、室橋幸子、
川上修己

瀧川智志、新井治仁、
山口幸雄、牛山 知彦、
蔦清昭

◎松井秀人、鈴木正
敏、○岡崎満義、●住
田笛雄、▲石川忠久、
窪寺啓、淺岡清明、池
上一利

家吉幸二、犬飼堯、  　
岩波弘道、細江利昭、 
安田茂、竹村文孝、内
山義浩、柴本信子、高
田宗治、五嶋美代子、　
東島正樹、橋本孝一、　
白石信隆

2022年
（R4） ──── （退）川上修己

（新）久川憲四郎、柴
本信子、白石信隆、五
嶋美代子、高橋純子、
東島正樹

────
（退）犬飼堯、安田茂、
（新）中村講二、安藤
啓子

2023年
（R5）

◎香取和之、○水城ま
ゆみ、新井治仁、●久
川憲四郎、▲東島正樹

古田光子、岡田泰男、
横山真吾、桜庭慎吾、
室橋幸子、中島龍一、
飯島敏雄、高津有二

瀧川智志、山口幸雄、
蔦清昭、柴本信子、白
石信隆、五嶋美代子、
高橋純子、牛山知彦、
高田宗治

◎松井秀人、鈴木正
敏、○岡崎満義、三村
公二、●住田笛雄、▲
窪寺啓、淺岡清明、池
上一利

家吉幸二、岩波弘道、
竹村文孝、田川行雄、
橋本孝一、中村講二、
内山早奈江、田内隆

2024年
（R6） ──── （退）桜庭慎吾 ──── ────

（退）竹村文孝、
（新）大森冽子、吉池
純、木村孝、松田奈月、
久保裕章、伊藤邦彦

2025年
（R7） ────

古田光子、横山真吾、
室橋幸子、中島龍一、
飯島敏雄、高津有二、
瀧川智志

山口幸雄、蔦清昭、白
石信隆、五嶋美代子、
高橋純子、牛山知彦、
高田宗治、木村孝、吉
池純、伊藤邦彦

◎松井秀人、中村講
二、○岡崎満義、三村
公二、●住田笛雄、▲
窪寺啓、池上一利

家吉幸二、田川行雄、
橋本孝一、内山早奈
江、田内隆、大森冽子、
松田奈月、佐野輝美、
宮代まゆみ

2026年
（R8）

（退）▲東島正樹
（新）▲牛山知彦 （退）古田光子 （退）吉池純、伊藤邦

彦 ──── （新）北野ますみ、坂
本慎治

注） 改選年2017，2019，2021，2023，2025年は、当該年の役員・運営委員他の氏名を記載。中間年は人事異動を記載。
 特別会員は2021年に制度が発足し、現在は市川桃子、高芝麻子、後藤淳一、鄧捷の諸先生である。
 現竹林舎友は、玉井幸久、飯沼一之、古田光子、住田笛雄、三村公二、水城まゆみ、中島龍一、高津有二の諸氏。
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神
漢
連
会
計
の
こ
の
十
年

会
計
担
当　

山
口
幸
雄

　

前
年
度
の
決
算
は
表
①
の
と
お
り
で
あ
り
、
十
年

前
の
決
算
は
表
②
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

一
般
会
計
に
つ
い
て
は
大
き
な
変
わ
り
は
な
く
、

基
本
は
会
費
収
入
に
よ
っ
て
通
常
の
事
業
や
庶
務
経

費
等
を
賄
い
、
入
門
講
座
や
吟
行
会
・
研
修
会
な
ど

の
事
業
に
つ
い
て
は
参
加
者
か
ら
の
収
入
を
も
っ
て

経
費
に
充
て
る
こ
と
で
事
業
を
遂
行
し
て
い
る
。

　

こ
の
十
年
間
で
最
も
大
き
な
で
き
ご
と
は
、
平
成

二
十
九
年
故
田
原
健
一
副
会
長
の
ご
遺
族
か
ら
お
贈

り
い
た
だ
い
た
寄
付
金
に
よ
り「
田
原
基
金
」が
設

置
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
以
後
一
般
会
計
か
ら
独
立

し
た「
田
原
会
計
」と
し
て
神
漢
連
叢
書
の
刊
行
に

充
て
ら
れ
て
お
り
、「
だ
れ
で
も
わ
か
る
七
言
絶
句

こ
こ
か
ら
一
歩
上
・
下
」は
こ
の
基
金
に
よ
り
刊
行

さ
れ
た
。
近
年
は
こ
の
基
金
の
執
行
が
休
止
し
て
い

る
が
、今
後
さ
ら
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　

ま
た
平
成
二
十
八
年
度
及
び
令
和
三
年
度
に
は
そ

れ
ぞ
れ
創
立
十
周
年
、十
五
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、

記
念
式
典
や
漢
詩
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
等
の
行
事
を
開

催
し
て
お
り
、
そ
の
決

算
内
容
は
表
②
。
表
③

の
と
お
り
で
あ
る
。
い

ず
れ
も
多
く
の
方
々

の
協
賛
金
に
よ
っ
て

支
え
ら
れ
て
い
る
。
感

謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

各年度末会員数 総会報告のデータに基づく

年度 入会数 退会数 在籍数 備考
2015年度（H27年度） 1 5 209 入会数、退会者数共に少ないが、理由不明

2016年度（H28年度） 92 12 289 大量入会者数は千代田岳精会漢詩受講生を新会員にカウン
トした為と思われる

2017年度（H29年度） 14 42 261
2018年度（H30年度） 20 27 254
2019年度（R1年度） 29 46 237 会費滞納退会者29名
2020年度（R2年度） 18 27 228
2021年度（R3年度） 23 29 222
2022年度（R4年度） 16 15 223
2023年度（R5年度） 17 20 220
2024年度（R6年度） 27 23 224
2025年度（R7年度） 28 16 236 会費滞納退会者5名

表② 平成28（2016）年度決算
一般会計決算 10周年事業基金決算

収
入

前年度より繰越 508,977

収
入

経常会計基金 500,000
年度会費 508,000 協賛金 577,000
行事参加費 337,000 その他（懇親会費、

記念誌頒布代等） 1,811,860
その他収入 272,330
合計 1,626,307 合計 2,888,860

支
出

経常支出 247,047

支
出

記念式典 579,061
行事費 271,072 記念式典 147,540
経常外支出 696,086 記念誌（会報他） 1,431,379
合計 1,204,204 漢詩大会・フェスティバル 461,860

差
引
翌年度へ繰越 422,103 トートバッグ 455,105
先納分を除く実質繰越 (382,103) 合計 3,074,945

差
引

△186,085

一般会計より 186,085

補填後残高 0

表① 令和7（2025）年度決算
一般会計決算 田原会計決算

収
入

前年度より繰越 627,328

収
入

前年度より繰越 946,257
年会費 716,500 神漢連叢書頒布等 0
行事参加費 418,000 その他 0
その他 73,980
合計 1,835,808 合計 946,257

支
出

庶務費 533,150

支
出

神漢連叢書刊行 0
広報事業費 211,518 その他 0
教育事業費 366,257
全漢連費 231,350
その他 8,080
合計 1,350,355 合計 0

差引 翌年度へ繰越 485,453 差引 翌年度へ繰越 946,257

表③ 令和3（2021）
年度決算
15周年記念事業決算

収
入

一般会計から 0
協賛金 817,500
懇親会参加費 0
記念品等頒布費 430,300
合計 1,247,800

支
出

案内・記念式典 158,740
会報29号 56,080
漢詩フェスティバル 111,306
神奈川清韻刊行 190,062
記念グッズ製作 529,599
合計 1,045,787

差
引

202,013
翌年度一般会計へ 202,013
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神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
規
約

（
名
称
）

第
一
条 

本
会
は
、
神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
と
称
す
る
。

（
目
的
）

第
二
条 
本
会
は
、
神
奈
川
県
に
お
け
る
漢
詩
の
研
究
、
普
及

な
ら
び
に
交
流
を
目
的
と
す
る
。

（
活
動
）

第
三
条 

本
会
は
全
日
本
漢
詩
連
盟（
以
下
、
全
漢
連
と
い
う
）

の
下
部
組
織
と
し
て
、そ
の
目
的
達
成
の
た
め
の
活
動
を
行
う
。

２
．
本
会
は
、
神
奈
川
県
下
の
全
漢
連
傘
下
の
友
好
漢
詩
団
体

と
連
携
、
協
力
し
て
、
漢
詩
の
普
及
や
啓
蒙
活
動
に
取
り
組
む
。

（
会
員
及
び
会
費
）

第
四
条 

本
会
は
、
本
会
の
目
的
に
賛
同
す
る
者
を
も
っ
て
会

員
と
す
る
。

２
．
会
員
は
一
般
会
員
、
賛
助
会
員
及
び
法
人
会
員
の
３
種
類

と
し
、
各
々
入
会
手
続
き
を
と
り
第
４
項
の
会
費
を
納
め
た
個

人
及
び
法
人
を
会
員
と
す
る
。

３
．
一
般
会
員
、
賛
助
会
員
に
つ
い
て
全
漢
連
と
の
関
係
は
次

の
通
り
と
す
る
。

＊
全
漢
連
個
人
賛
助
正
会
員（
個
人
と
し
て
全
漢
連
に
入
会
）

＊
全
漢
連
個
人
一
般
正
会
員（
個
人
と
し
て
全
漢
連
に
入
会
）

＊
全
漢
連
個
人
一
般
正
会
員（
本
会
経
由
で
全
漢
連
に
入
会
）

＊
全
漢
連
一
般
団
体
正
会
員（
一
般
漢
詩
団
体
経
由
で
全
漢
連

に
入
会
）

＊
全
漢
連
個
人
地
区
会
員（
本
会
の
み
の
会
員
で
全
漢
連
に
人

数
の
み
登
録
）

４
．
会
費
は
、
一
般
会
員
は
年2,000

円
、
賛
助
会
員
は
一
口
年

10,000

円
、
法
人
会
員
は
一
口
年50,000

円
と
す
る
。

①
10
月
１
日
以
降
に
入
会
し
た
一
般
会
員
の
会
費
は
、
当
該
年

度
の
１
／
２
、
年1,000

円
と
す
る
。

②
上
記
と
は
別
に
本
会
経
由
の
全
漢
連
会
員
か
ら
は
、
下
記
の

全
漢
連
年
会
費
を
徴
収
し
、
本
会
か
ら
全
漢
連
に
一
括
納
入
す

る
。

全
漢
連
個
人
一
般
正
会
員
は2,500

円
／
年
と
す
る
。
こ
れ
に

伴
っ
て
、
全
漢
連
か
ら
の
資
料
は
本
会
経
由
で
上
記
会
員
に
配

布
す
る
。

③
85
歳
以
上
の
一
般
会
員
又
は
賛
助
会
員
は
、
５
年
間
分
の
一

般
会
費
又
は
賛
助
会
費
を
一
括
納
入
す
れ
ば
、
終
身
一
般
会
員

又
は
終
身
賛
助
会
員
と
し
て
扱
わ
れ
る
。

５
．
入
退
会
手
続
き

①
入
会
は
所
定
の
申
込
書
に
よ
っ
て
必
要
事
項
を
記
載
し
て
事

務
局
に
申
し
込
む
。

②
退
会
は
口
頭
ま
た
は
書
面（
書
式
自
由
）で
事
務
局
に
申
し

出
る
。

③
年
会
費
が
２
年
間
以
上
未
納
の
場
合
は
自
然
退
会
と
す
る
。

④
本
会
の
運
営
を
著
し
く
妨
害
す
る
行
為
が
あ
っ
た
会
員
に

は
、
理
事
会
で
協
議
し
て
、
適
宜
に
し
か
る
べ
き
対
応
を
決
め

る
こ
と
が
出
来
る
。

（
特
別
会
員
及
び
Ｕ
23
会
員
）

第
五
条 

前
条
の
規
定
で
定
め
る
会
員
の
ほ
か
、
特
別
会
員
及

び
Ｕ
23
会
員
を
設
け
る
。

２
．
特
別
会
員
は
、
漢
詩
・
中
国
文
学
の
学
識
経
験
者
で
、
本

会
の
運
営
及
び
会
員
の
教
育
を
支
援
す
る
意
思
を
有
す
る
者
と

す
る
。

３
．
特
別
会
員
の
選
任
は
、
会
長
が
依
頼
し
、
理
事
会
で
の
承

認
を
経
て
、
総
会
で
承
認
す
る
。

４
．
特
別
会
員
の
会
費
は
無
料
と
し
、
本
規
約
に
定
め
る
会
員

（
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
定
め
る
者
）に
つ
い
て
の
規
定
は
適

用
し
な
い
。

５
．
Ｕ
23
会
員
は
、
23
歳
以
下
で
、
本
会
の
目
的
に
賛
同
す
る

者
と
す
る
。

６
．
Ｕ
23
会
員
の
会
費
は
無
料
と
し
、
本
規
約
に
定
め
る
会
員

（
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
定
め
る
者
）に
つ
い
て
の
規
定
は
適

用
し
な
い
。

（
事
業
）

第
六
条 

本
会
は
、
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
為
、
次
の
事
業
を

行
う
。事
業
内
容
に
つ
い
て
は
細
則
に
定
め
る
こ
と
が
出
来
る
。

（
１
） 教
育
関
連
事
業

 

漢
詩
入
門
講
座
、
漢
詩
サ
ー
ク
ル
指
導
、
研
修
会
、

 

漢
詩
鑑
賞
会
等

（
２
） 出
版
関
連
事
業

 

神
奈
川
清
韻
、
神
漢
連
叢
書

（
３
） 広
報
関
連
事
業

 

会
報「
漢
詩
神
奈
川
」、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
４
） 趣
味
関
連
事
業

 

自
詠
自
書

（
５
） そ
の
他
本
会
に
ふ
さ
わ
し
い
事
業

 

吟
行
会
、
サ
ー
ク
ル
交
流
会
、
神
辞
会
等

２
．
趣
味
関
連
事
業
に
お
い
て
新
し
い
事
業
を
開
始
す
る
場
合

は
運
営
委
員
会
の
承
認
を
得
る
も
の
と
す
る
。

（
役
員
）

第
七
条 

本
会
を
運
営
す
る
た
め
、
次
の
役
員
を
置
く
。

　
　
　
　

会
長 

１
名

　
　
　
　

副
会
長 

若
干
名

　
　
　
　

理
事（
執
行
理
事
を
含
む
） 

若
干
名

　
　
　
　

事
務
局
長 

１
名

　
　
　
　

事
務
局
次
長 

必
要
に
応
じ
て
若
干
名

　
　
　
　

監
事 

２
名
以
内

２
．
そ
の
他
必
要
に
応
じ
て
会
長
の
委
嘱
に
よ
り
顧
問
、
特
別

相
談
役
、
相
談
役
及
び
名
誉
会
長
を
置
く
こ
と
が
出
来
る
。

（
役
員
の
選
任
）

第
八
条 

役
員
の
選
任
は
次
の
通
り
と
す
る
が
、
理
事
会
で
の

承
認
を
経
て
、
総
会
で
承
認
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
。

（
１
）会
長
は
、
理
事
会
で
理
事
の
互
選
と
す
る
。

（
２
）理
事
は
、
会
長
が
推
薦
し
、
理
事
会
の
承
認
を
経
て
、
総

会
で
承
認
す
る
。

（
３
）副
会
長
は
、
理
事
の
中
か
ら
会
長
が
指
名
す
る
。

（
４
）執
行
理
事
は
、
会
長
が
理
事
の
中
か
ら
指
名
す
る
。

（
５
）事
務
局
長
及
び
事
務
局
次
長
は
、
会
長
が
執
行
理
事
の
中

か
ら
指
名
す
る
。

（
６
）監
事
は
、
会
長
が
会
員
の
中
か
ら
指
名
す
る
。
但
し
理
事

ま
た
は
そ
の
他
の
役
員
と
兼
務
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

（
役
員
の
任
務
）

第
九
条 

役
員
の
任
務
は
、
次
の
通
り
と
す
る
。

（
１
）会
長
は
本
会
を
代
表
し
、
会
務
を
統
括
す
る
。

（
２
）副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐
し
、
会
長
に
事
故
あ
る
と
き
は
、

会
長
の
職
務
を
代
行
す
る
。副
会
長
が
複
数
の
場
合
は
、予
め
理

事
会
に
お
い
て
定
め
た
順
位
に
従
っ
て
会
長
代
行
の
任
に
就
く
。

（
３
）理
事
は
、
理
事
会
を
構
成
し
、
総
会
に
諮
る
予
算
、
決
算

お
よ
び
本
会
の
運
営
に
係
わ
る
重
要
案
件
を
審
議
し
、
そ
の
決

定
事
項
を
総
会
に
提
案
す
る
。

（
４
）執
行
理
事
は
、正
副
会
長
と
共
に
会
務
を
運
営
執
行
す
る
。

（
５
）事
務
局
長
は
、
会
長
の
指
示
を
受
け
、
本
会
の
事
務
を
統
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括
、
推
進
す
る
。

（
６
）事
務
局
長
の
も
と
に
次
の
実
行
グ
ル
ー
プ
を
置
き
分
担

し
て
本
会
の
運
営
を
行
う
。

①
総
務
グ
ル
ー
プ
、
②
教
育
グ
ル
ー
プ
、
③
事
業
グ
ル
ー
プ

④
広
報
グ
ル
ー
プ
、
⑤
経
理
グ
ル
ー
プ

（
７
）事
務
局
次
長
は
、
事
務
局
長
を
補
佐
す
る
。

（
８
）監
事
は
、
会
務
及
び
会
計
の
監
査
を
行
う
。

（
役
員
の
任
期
）

第
一
〇
条 

役
員
の
任
期
は
２
年
間
と
し
、
再
任
を
妨
げ
な

い
。
ま
た
、
欠
員
補
充
と
し
て
選
任
さ
れ
た
役
員
の
任
期
は
、

前
任
者
の
残
余
期
間
と
す
る
。

（
運
営
委
員
）

第
一
一
条 

運
営
委
員
の
選
任
及
び
任
務
は
次
の
通
り
と
す

る
。

（
１
）運
営
委
員
は
、
漢
詩
サ
ー
ク
ル
の
代
表
者
及
び
本
会
運
営

の
た
め
に
必
要
な
知
識
、
技
能
を
有
し
て
い
る
者
の
中
か
ら
会

長
が
推
薦
し
、
理
事
会
の
承
認
を
経
て
、
総
会
で
承
認
す
る
。

（
２
）運
営
委
員
は
、
会
長
、
副
会
長
、
執
行
理
事
と
共
に
運
営

委
員
会
を
構
成
し
、
会
務
の
運
営
、
執
行
に
当
る
。

（
３
）運
営
委
員
の
任
期
は
２
年
間
と
し
、
再
選
を
妨
げ
な
い
。

（
諸
会
議
）

第
一
二
条 

総
会
は
、
本
会
の
最
高
意
思
決
定
機
関
と
し
て
、

会
長
が
年
１
回
招
集
し
、
役
員
の
選
任
、
規
約
改
定（
但
し
、
細

則
は
除
く
）、
事
業
計
画
、
予
算
、
決
算
の
承
認
を
行
う
。

２
．
理
事
会
は
、
必
要
に
応
じ
て
会
長
が
招
集
し
、
総
会
に
提

案
す
る
議
案
を
審
議
す
る
。
理
事
会
の
構
成
員
は
役
員
と
し
、

監
事
は
議
決
に
加
わ
ら
な
い
。

３
．
運
営
委
員
会

①
運
営
委
員
会
は
、
定
例
と
し
て
月
１
回
開
催
し
、
総
会
で
承

認
さ
れ
た
事
業
計
画
を
具
体
化
し
、
実
行
計
画
を
策
定
す
る
。

②
総
会
で
承
認
さ
れ
た
事
業
に
関
連
の
深
い
事
業
の
実
施
、
或

は
現
状
に
即
し
た
内
容
の
変
更
は
、
特
に
理
事
会
に
諮
ら
な
く

て
も
運
営
委
員
会
の
決
議
に
従
っ
て
執
行
出
来
る
も
の
と
す

る
。

③
第
六
条
の
事
業
の
運
営
に
必
要
な
細
則
の
制
定
、
改
定
は
運

営
委
員
会
の
決
定
に
よ
り
行
う
こ
と
が
出
来
る
も
の
と
す
る
。

④
但
し
、
次
の
よ
う
な
重
要
案
件
は
必
ず
理
事
会
の
承
認
を
必

要
と
す
る
。
10
万
円
以
上
／
一
件
の
新
規
事
業
、
そ
の
他
本
会

運
営
の
根
幹
に
係
わ
る
事
項

４
．
総
会
、
理
事
会
及
び
運
営
委
員
会
の
議
長
は
、
会
長
が
務

め
る
。

５
．
各
会
議
で
議
決
が
必
要
な
場
合
は
、
各
々
出
席
者
の
過
半

数
の
賛
成
に
よ
り
決
す
る
。

（
漢
詩
サ
ー
ク
ル
）

第
一
三
条 

漢
詩
に
興
味
を
持
ち
、
漢
詩
の
勉
強
を
希
望
す
る

者
を
対
象
に
し
た
漢
詩
入
門
講
座
を
実
施
す
る
。

２
．
入
門
講
座
終
了
後
に
漢
詩
鑑
賞
ま
た
は
詩
作
を
継
続
的
に

勉
強
す
る
た
め
有
志
が
集
ま
っ
て
漢
詩
サ
ー
ク
ル（
以
下
サ
ー

ク
ル
と
い
う
）を
結
成
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

３
．
サ
ー
ク
ル
活
動
推
進
の
助
言
、
指
導
の
た
め
神
漢
連
と
し

て
講
師
を
派
遣
す
る
。

４
．サ
ー
ク
ル
に
は
神
漢
連
会
員
以
外
の
者
は
参
加
出
来
な
い
。

５
．
サ
ー
ク
ル
の
活
動
は
独
自
に
、
自
由
に
活
動
す
る
こ
と
が

出
来
る
。
但
し
、
対
外
的
な
活
動
を
行
う
場
合
は
、
事
前
に
総

務
グ
ル
ー
プ
に
報
告
し
て
了
解
を
得
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、

年
度
末
に
は
活
動
報
告
書
と
会
員
名
簿
を
総
務
グ
ル
ー
プ
に
提

出
す
る
も
の
と
す
る
。

６
．
サ
ー
ク
ル
の
代
表
者
は
、
サ
ー
ク
ル
の
活
動
の
取
り
纏
め

の
任
に
当
た
る
と
と
も
に
、
運
営
委
員
と
し
て
本
会
運
営
の
実

務
を
担
当
す
る
。

７
．
サ
ー
ク
ル
員
及
び
サ
ー
ク
ル
間
の
相
互
交
流
と
親
睦
を
図

る
た
め
、
サ
ー
ク
ル
交
流
会
を
実
施
す
る
。

（
竹
林
舎
）

第
一
四
条 

漢
詩
に
関
す
る
造
詣
が
深
い
シ
ニ
ア
会
員
が
、
会

員
の
詩
力
向
上
及
び
本
会
の
諸
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め

「
竹
林
舎
」を
設
置
す
る
。
構
成
員
を「
竹
林
舎
友
」と
称
す
る
。

２
．
入
会
資
格
は
次
の
通
り
と
す
る
。

①
漢
詩
に
関
す
る
造
詣
が
深
く
、
か
つ
詩
力
が
高
い
シ
ニ
ア
会

員②
本
会
の
諸
活
動
に
対
し
て
日
常
的
な
サ
ポ
ー
ト
が
可
能
な
会

員③
会
長
が
推
薦
し
て
理
事
会
が
承
認
し
た
会
員

（
会
計
）

第
一
五
条 

本
会
の
事
業
年
度
は
、
４
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月

31
日
ま
で
と
す
る
。

２
．
本
会
の
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
書
に
つ
い
て
は､

毎
事

業
年
度
の
開
始
日
の
前
日
ま
で
に
会
長
が
作
成
し
、
そ
の
後
理

事
会
及
び
総
会
に
て
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
．
本
会
の
事
業
報
告
及
び
決
算
に
つ
い
て
は
、
毎
事
業
年
度

終
了
後
、
事
業
報
告
、
及
び
収
支
決
算
書
を
作
し
、
監
事
の
監

査
を
受
け
た
上
で
、
理
事
会
及
び
総
会
の
承
認
を
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

４
．
本
会
の
運
営
費
用
に
充
て
る
た
め
、
寄
付
金
の
申
出
が
あ

る
場
合
は
、
こ
れ
を
受
け
る
。

５
．
本
会
の
運
営
上
、
行
事
費
用
が
必
要
な
場
合
に
は
、
そ
の

都
度
こ
れ
を
徴
収
す
る
。

（
所
在
地
）

第
一
六
条 

本
会
の
所
在
地
は
、
事
務
局
長
の
自
宅
と
し
、
同

地
に
事
務
局
を
置
く
。

（
そ
の
他
）

第
一
七
条 

こ
の
規
約
に
定
め
な
い
事
項
に
つ
い
て
は
、
理
事

会
に
お
い
て
協
議
し
て
定
め
る
。

付
則

１
．
こ
の
規
約
は
、
平
成
18
年
10
月
14
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
．
第
六
条
の
定
め
に
か
か
わ
ら
ず
、
設
立
第
一
期
の
会
長
は
、

発
足
人
会
で
選
出
す
る
。

３
．
規
約
改
定　

平
成
24
年
５
月
22
日（
運
営
委
員
の
設
置
、

他
）

４
．
規
約
改
定　

平
成
27
年
５
月
20
日（
理
事
会
・
執
行
理
事

会
の
役
割
明
確
化
、
竹
林
舎
の
設
置
に
関
す
る
補
則
新
設
）

５
．
規
約
改
定　

平
成
29
年
６
月
21
日（
全
漢
連
及
び
傘
下
友

好
団
体
と
の
関
係
を
明
記
、
執
行
理
事
会
の
廃
止
、
運
営
委
員

会
の
新
設
と
役
割
の
明
確
化
、
漢
詩
サ
ー
ク
ル
の
位
置
づ
け
を

明
記
、
竹
林
舎
の
規
約
本
文
化
、
そ
の
他
）

６
．
規
約
改
定　

平
成
30
年
５
月
30
日（
10
月
１
日
以
降
に
入

会
し
た
一
般
会
員
の
会
費
を
改
定
）

７
．
規
約
改
定　

令
和
元
年
５
月
29
日 

（
自
然
退
会
の
会
費
未

納
期
間
を
３
年
か
ら
２
年
に
改
訂
）

８
．
規
約
改
定　

令
和
３
年
10
月
14
日（
準
会
員
制
度
の
廃
止
、

特
別
会
員
の
新
設
）

９
．
規
約
改
定　

令
和
７
年
５
月
29
日（
終
身
一
般
会
員
の
新

設
、
Ｕ
23
会
員
の
新
設
、
理
事
会
の
構
成
員
と
議
決
権
、
会
計

の
追
記
、
所
在
地
の
追
記
、
用
語
の
不
統
一
の
訂
正
）
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相
原　

一
輝

浅
岡　

清
明

飯
沼　

一
之

石
井　

彦
徳

石
川　

省
吾

石
川　

忠
久

石
川　
　

豊

石
田　

和
子

磯
野　

衛
孝

市
川　
　

泰

岩
崎　

徳
康

内
村　

才
五

宇
都
宮
義
人

梅
本　

光
男

大
井
川
満
利

大
藤　
　

宏

大
本　
　

久

岡
崎　

満
義

岡
田　

泰
男

重
谷　
　

薫

國
田　

公
義

川
口
美
智
子

窪
寺　
　

啓

小
館　

裕
彦

小
林　

栄
一

近
藤
喜
一
郎

酒
井
謙
太
郎

坂
上　

貞
夫

坂
本　
　

矗

桜
庭　

慎
吾

佐
々
木
正
人

佐
藤　

敏
彦

城
田　

六
郎

住
田　

笛
雄

仙
場　

幸
男

高
瀬
美
佐
子

高
瀬　

享
徳

田
原　

健
一

玉
井　

幸
久

塚
本　

周
吉

豊
田
小
夜
子

圓
谷　

照
男

中
須　

洋
二

中
田　

英
則

中
野　

國
武

中
山　
　

清

中
山　

重
臣

永
野　
　

澄

名
和　

道
男

根
津　

伶
子

乘
竹　

恒
男

長
谷
川
胤
彦

花
田　

公
行

春
山　

右
濤

福
原　

豊
弘

藤
野
破
磨
雄

古
田　

光
子

堀
田　

泰
生

松
田　
　

滋

松
山　

正
明

三
崎　
　

肇

水
城
ま
ゆ
み

三
谷
富
美
子

三
谷　

昌
子

三
橋　

保
三

宮
路　

栄
輔

宮
山　

昌
子

室
橋　

幸
子

本
宮　

陽
子

森　
　

重
光

山
内　

大
五

山
崎　

勝
枝

山
田　

文
央

山
本　

佐
知

山
本　

博
一

横
山　

真
吾

渡
辺　
　

恵

渡
辺　

美
宏

青
木　

修
司

青
木　

美
憲

青
山　

正
子

浅
岡　

清
明

浅
田　

洸
一

安
喰
真
理
子

新
井　

直
行

新
井　

治
仁

荒
木　

榮
子

荒
木
美
知
子

安
藤　

啓
子

安
藤　
　

弘

飯
沼　

一
之

家
吉　

幸
二

池
上　

一
利

池
田　

清
二

池
谷　

淑
子

生
駒　

祐
子

石
川
喜
三
郎

石
川　

俊
之

石
川　

昌
良

石
川　

幹
男

石
塚　

昌
弘

石
松　

和
善

礒
野　

衞
孝

板
本　

健
作

市
川　
　

修

市
川　

克
美

市
川　

桃
子

伊
藤　

邦
彦

伊
藤　

光
子

犬
飼　

勇
雄

今
藤　

洋
海

今
村　

絹
子

妹
脊
真
理
子

岩
崎
美
佐
子

岩
澤　

克
恵

岩
波　

弘
道

岩
村　

順
一

上
田　

尤
子

上
田　

幸
文

上
野　

芳
博

牛
山　

知
彦

内
山
早
奈
江

宇
野　

次
郎

梅
田　

京
子

梅
村　

郁
郎

王　
　

淑
珍

大
沢
み
ゆ
き

大
谷　

明
史

大
野　

若
人

大
橋　

裕
治

大
森　

冽
子

岡
崎　

勝
郎

岡
崎　

満
義

岡
嶋　

宣
昭

岡
田　

一
郎

岡
部
サ
チ
子

奥
田　

英
道

小
野
寺　

薫

影
山
亥
史
郎

風
巻
ひ
さ
美

嘉
嶋　

宏
子

梶
原　

礼
子

門
松　

牧
子

香
取　

和
之

金
澤
武
司
郎

金
澤　

雅
義

鎌
田
美
代
子

川
上　

修
己

川
喜
田　

康

川
久
保
普
美
子

川
村　

達
夫

神
田　

英
昭

北
野
ま
す
み

木
村
英
太
郎

木
村　
　

孝

京
谷　

隆
男

國
田　

公
義

久
保　

裕
章

窪
寺　
　

啓

公
文　

龍
彦

倉
片　

孝
恵

小
泉　

計
治

河
野　

真
一

神
山
嘉
代
子

小
浦
場　

博

古
賀　

野
偉

小
嶋
明
紀
子

小
島　

数
子

五
嶋
美
代
子

小
菅　

幸
枝

後
藤　

淳
一

後
藤　

俊
男

小
林　

豊
朗

小
林　

迪
雄

小
林　

由
紀

小
森　

香
織

最
所　

郁
恵

坂
上　

貞
夫

坂
本　

慎
治

佐
々
木
佐
紀
子

指
方
順
一
郎

佐
竹　

信
一

佐
藤　

一
夫

佐
藤　

恵
子

佐
藤　

三
禄

佐
藤　

浩
史

佐
藤　

佳
子

佐
野　

輝
美

澤
口
る
み
子

塩
瀬　

正
明

篠
崎
佳
代
子

柴
田　

豊
彦

柴
田
ま
り
子

柴
本　

信
子

澁
井　

二
郎

志
村　

典
子

朱　
　

妙
桃

白
石　

信
隆

白
川　

祐
太

杉
森
千
枝
美

鈴
木　

栄
次

鈴
木　

勝
巳

鈴
木　

潔
州

鈴
木　

重
成

鈴
木　

拓
子

鈴
木　

宏
久

鈴
木
冨
士
子

鈴
木　

正
敏

住
田　

笛
雄

瀬
崎　

麻
子

田
内　
　

隆

高
芝　

麻
子

高
田　

宗
治

高
津　

有
二

高
橋　
　

智

高
橋　

純
子

高
橋　

光
代

高
橋　

幸
雄

田
川　

行
雄

瀧
川　

智
志

瀧
野　

雅
夫

竹
田　
　

勲

武
田　

一
郎

武
田　

利
廣

竹
村　

文
孝

田
中　

國
夫

田
中　

啓
和

田
邊　
　

実

田
辺
美
代
子

谷
川　

勝
利

玉
井　

幸
久

玉
木　

伸
枝

玉
谷　

朋
美

田
村
左
千
子

近
添　

智
子

辻　
　

寛
子

蔦　
　

清
昭

土
屋　

昇
三

土
谷　

益
美

程　
　
　

梅

鄧　
　
　

捷

遠
山　

和
年

登
丸　

昌
子

長
岡　

真
二

長
岡　

巨
知

中
沢　

宏
幸

中
島　

龍
一

永
野　
　

澄

中
野　

三
琴

中
野　

幸
子

中
村
惠
美
子

中
村　

講
二

中
村　

條
二

中
村　
　

泰

中
屋　

保
之

中
山　

洋
子

奈
良
千
鶴
子

成
澤
き
よ
子

南
上
清
一
郎

仁
上　

恵
子

西
島
美
絵
子

西
山　

弥
生

西
山　

友
貴

根
本　

正
一

野
﨑　

ま
り

野
村　

正
彦

橋
本　

孝
一

長
谷
川　

暁

長
谷
川　

昇

服
部　
　

治

服
部　

直
紀

濱
岡
日
出
夫

濱
口　

秋
子

浜
田　
　

勝

浜
辺　

又
八

原
田　

睦
夫

東　
　

直
子

東
島　

正
樹

久
川
憲
四
郎

平
賀　

康
雄

廣
田　

雅
人

福
田　

忠
夫

福
元　

弘
子

藤
田　

修
三

藤
村
富
士
雄

古
川　
　

彌

古
澤　

公
章

古
田　

光
子

保
科
眞
智
子

細
江　

利
昭

前
嶋　

彩
江

牧
野　

広
美

町
田　

直
之

町
田　

裕
子

松
井　

秀
人

松
尾　

守
之

松
田　

奈
月

松
原　

裕
子

松
本　

清
德

松
本　

祐
輔

三
浦　

昭
二

三
浦　

哲
郎

水
城
ま
ゆ
み

三
井
美
恵
子

三
塚　

昌
子

三
村　

公
二

宮
代
ま
ゆ
み

向
井　

恒
泰

村
田　

忠
和

室
橋　

幸
子

森
園　

尚
美

森
谷　

正
彦

諸
星　

暢
義

谷
嶋
美
知
子

山
口　

隆
久

山
口　

智
子

山
口　

幸
雄

山
下　

俊
勝

山
下　

政
嗣

山
本　

泰
生

横
溝
喜
久
男

横
溝
比
呂
美

横
山　

真
吾

吉
池　
　

純

吉
田　
　

登

和
田　

肇
允

渡
邉
美
貴
子

渡
辺　

麗
子

（
敬
称
略
）

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
会
員
一
覧

発
足
時（
平
成
十
八
年
十
月
十
四
日
） 

七
十
八
名

現
在（
令
和
八
年
六
月
末
現
在
） 

二
百
五
十
名
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十
月
十
四
日
に
、
神
漢
連
は
創
立
二
十
周
年
を
迎

え
る
。

　

約
一
年
前
か
ら
記
念
行
事
企
画
委
員
会
を
立
ち
上

げ
て
、
記
念
祝
賀
に
相
応
し
く
、
か
つ
、
次
の
十
年

に
繋
が
っ
て
い
く
企
画
を
検
討
・
実
行
し
て
き
た
。

　
「
会
員
間
の
親
睦
活
性
化
」「
サ
ー
ク
ル
を
越
え
た

交
流
の
促
進
」「
漢
詩
文
化
の
魅
力
を
広
く
社
会
へ
発

信
」の
三
つ
を
そ
の
目
的
に
掲
げ
、
神
漢
連
の
発
展

が
今
後
も
継
続
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

記
念
行
事
の
概
要

「
記
念
式
典
」

・ 

十
月
十
三
日（
火
）午
後
一
時
〜
、
横
浜
市
開
港

記
念
会
館
講
堂
で
開
催

・ 

来
賓　

全
日
本
漢
詩
連
盟
会
長　

鷲
野
正
明
先
生

・ 

神
漢
連
二
十
年
の
歩
み
の
解
説

・ 

功
労
者
表
彰

・ 

役
員
、運
営
委
員
の
紹
介

・ 

文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞
三
作
品
の
吟
詠

・ 

令
和
七
年
度
文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞
者

 

（
高
橋
純
子
）の
講
話

「
記
念
講
演
会
」

・ 

記
念
式
典
に
引
き
続
き
、
午
後
三
時
〜
、
同
会
場

で
開
催

・ 

講
師　

全
日
本
漢
詩
連
盟
会
長　

鷲
野
正
明
先
生

・ 

演
題　

美
し
い
日
本
の
風
景-

日
本
漢
詩
へ
の
誘
い

「
祝
賀
会
」

・ 

記
念
式
典
・
記
念
講
演
会
終
了
後
、
午
後
五
時
〜

ブ
リ
ー
ズ
ベ
イ
ホ
テ
ル
で
開
催

「
自
詠
漢
詩
作
品
展
」

・ 

記
念
式
典
前
日
か
ら
、
横
浜
市
開
港
記
念
会
館
一

階
会
議
室
に
て
一
般
公
開
で
開
催

・ 

自
詠
漢
詩
を
題
材
と
し
た
書
・
画
・
写
真
等
の
自

作
作
品
展

「
活
動
紹
介
コ
ー
ナ
ー
設
置
」

・ 

自
詠
漢
詩
作
品
展
会
場
の
一
角
に
、
同
展
開
催
中

設
置
し
て
、神
漢
連
の
各
漢
詩
鑑
賞
会
・
神
辞
会
・

オ
ン
ラ
イ
ン
吟
行
会
・
叢
書
発
行
・
そ
の
他
諸
活

動
を
紹
介

・ 
掲
示
物
・
資
料
配
置
に
加
え

て
、担
当
係
員
に
よ
る
会
員
・

連
盟
外
向
け
口
頭
説
明
・
宣

伝
を
実
施

「
記
念
グ
ッ
ズ
制
作
・
頒
布
」

・ 

記
念
式
典
会
場
・
自
詠
漢
詩

作
品
展
会
場
で
、頒
布（
１
枚

五
百
円
）

・ 

神
漢
連
オ
リ
ジ
ナ
ル
手
拭
い

（
司
馬
光
・
初
夏
）

「
記
念
吟
行
会
」

・ 

十
一
月
十
七
日（
火
）、
金
沢

八
景
で
の
リ
ア
ル
吟
行
会
を

復
活
開
催（
高
芝
麻
子
先
生
ご
指
導
）

「
旅
行
企
画
」

・ 

十
月
三
十
日
〜
十
一
月
一
日
、
全
国
漢
詩
の
祭
典

高
知
大
会
・
吟
行
会
へ
の
参
加
を
含
む
旅
行
企
画

を
実
施

「
神
奈
川
清
韻
第
四
集
」

・ 

百
四
十
四
首
の
会
員
投
稿
詩
を
掲
載
し
た
詩
集

を
編
集
・
発
刊
し
て
会
員
全
員
に
無
料
配
布

「
神
漢
連
二
十
年
史
ー
こ
の
十
年
の
歩
み
ー
」

・ 

十
年
史
以
降
の
連
盟
諸
活
動
の
歩
み
を
取
り
ま

と
め
、会
報
第
四
十
号
特
別
記
念
号
と
し
て
発
行

（
牛
山
知
彦
記
）

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟 

創
立
二
十
周
年
記
念
行
事
概
要　
　

ぜ
ひ
参
加
下
さ
い   
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あ
と
が
き

　

発
刊
に
あ
た
っ
て
は
、
鷲
野
正
明
先
生
か
ら
心

温
ま
る
祝
辞
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

神
漢
連
の
十
年
史（
会
報
二
十
号
）
を

二
〇
一
六
年
に
纏
め
て
か
ら
は
や
十
年
が
経
っ

た
。
十
年
史
の
時
は
、
神
漢
連
の
過
去
の
こ
と
は

あ
ま
り
知
ら
な
い
、
入
会
後
数
年
の
香
取
・
久
川

が
中
心
に
な
り
企
画
し
編
集
し
た
。　

　

今
回
も
、神
漢
連
の「
こ
の
十
年
の
歩
み
」を
あ

ま
り
知
ら
な
い
世
代
が
、
神
漢
連
の
伝
統
・
実
績

は
何
か
、
ま
た
今
後
何
を
す
べ
き
か
と
い
う
観
点

で
企
画
・
編
集
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

た
が
、
残
念
な
が
ら
そ
う
は
な
ら
な
か
っ
た
。
結

局
、
香
取
・
久
川
な
ど
の
ロ
ー
ト
ル
が
過
去
の
記

録
を
残
す
と
い
う
作
業
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
多

く
の
執
筆
者
の
ご
努
力
に
よ
り
、
こ
の
十
年
の
神

漢
連
の
歩
み
と
し
て
は
、
そ
れ
な
り
に
し
っ
か
り

し
た
記
録
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、「
こ
の
十

年
の
歩
み
」編
集
の
本
来
の
目
的
に
照
ら
す
と
、

前
述
の
重
要
な
点
が
残
っ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い

る
。

　

二
〇
一
六
年
に
神
漢
連
十
年
史
の
編
集
を
企
画

し
た
と
き
に
は
、
当
時
の
副
会
長
・
故
田
原
健
一

氏
は
当
初
は
反
対
さ
れ
て
い
た
、「
そ
ん
な
も
の

一
体
誰
が
読
む
の
か
」と
。
そ
の
後
、
田
原
さ
ん

と
こ
の
件
で
話
す
と
、「
過
去
を
懐
か
し
が
っ
て

い
る
暇
が
あ
る
な
ら
、
今
後
の
事
を
考
え
そ
の
仕

事
を
し
ろ
」と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
た
。

流
石
に
、
神
漢
連
を
創
り
上
げ
発
展
さ
せ
る
こ
と

に
尽
力
し
た
人
の
み
が
言
え
る
言
葉
で
あ
る
。

　

こ
の「
二
十
年
史
―
こ
の
十
年
の
歩
み
」の
刊

行
が
、
神
漢
連
の
将
来
に
吉
と
出
る
か
凶
と
出
る

か
は
今
は
判
ら
な
い
。
吉
と
出
る
こ
と
を
祈
っ
て

い
る
。
易
経
の
卦「
天
火
同
人
」

、
と「
地
山

謙
」

を
玩
味
す
る
こ
と
を
願
う
。

（
香
取
和
之
、久
川
憲
四
郎
記
）

「
神
漢
連
二
十
年
史
―
こ
の
十
年
の
歩
み
」編
集

委
員
会
メ
ン
バ
ー
…
高
津
有
二
、
新
井
治
仁
、
久

川
憲
四
郎
、
牛
山
知
彦
、
白
石
信
隆
、
山
口
幸
雄
、

佐
野
輝
美
、香
取
和
之
。

（
本
挿
絵
は
、故
田
原
健
一
作
）

表
紙
の
題
字
…
牛
山
知
彦
書
で
あ
る
。

青
木　

美
憲

青
山　

正
子

浅
田　

洸
一

安
喰
真
理
子

新
井　

直
行

新
井　

治
仁

荒
木
美
知
子

安
藤　

啓
子

飯
沼　

一
之

家
吉　

幸
二

池
田　

清
二

池
谷　

淑
子

生
駒　

祐
子

石
川　

俊
之

石
塚　

昌
弘

石
松　

和
善

礒
野　

衞
孝

板
本　

健
作

犬
飼　

勇
雄

今
藤　

洋
海

妹
脊
真
理
子

岩
村　

順
一

牛
山　

知
彦

宇
野　

次
郎

梅
村　

郁
郎

大
谷　

明
史

大
森　

冽
子

岡
崎　

満
義

香
取　

和
之

金
澤
武
司
郎

川
喜
多　

康

川
久
保
普
美
子

神
田　

英
昭

北
野
ま
す
み

木
村　
　

孝

神
山
嘉
代
子

小
浦
場　

博

小
島　

数
子

五
嶋
美
代
子

小
菅　

幸
枝

小
林　

豊
朗

小
林　

迪
雄

小
森　

香
織

最
所　

郁
恵

坂
本　

慎
治

佐
竹　

信
一

佐
藤　

一
夫

佐
藤　

三
禄

佐
野　

輝
美

塩
瀬　

正
明

篠
崎
佳
代
子

柴
田　

豊
彦

柴
田
ま
り
子

柴
本　

信
子

白
石　

信
隆

杉
森
千
枝
美

鈴
木　

拓
子

鈴
木　

正
敏

田
内　
　

隆

高
田　

宗
治

高
津　

有
二

高
橋　

純
子

高
橋　

光
代

田
川　

行
雄

瀧
川　

智
志

竹
田　
　

勲

武
田　

利
廣

竹
村　

文
孝

田
邊　
　

実

田
辺
美
代
子

玉
井　

幸
久

辻　
　

寛
子

蔦　
　

清
昭

長
岡　

真
二

長
岡　

巨
知

中
島　

龍
一

中
野　

三
琴

中
野　

幸
子

中
村
惠
美
子

中
村　

講
二

中
村　
　

泰

中
屋　

保
之

中
山　

洋
子

成
澤
き
よ
子

南
上
清
一
郎

仁
上　

恵
子

西
山　

友
貴

橋
本　

孝
一

浜
田　
　

勝

久
川
憲
四
郎

平
賀　

康
雄

廣
田　

雅
人

福
田　

忠
夫

福
元　

弘
子

藤
村
富
士
雄

古
川　
　

彌

古
澤　

公
章

保
科
眞
智
子

前
嶋　

彩
江

町
田　

裕
子

松
井　

秀
人

松
田　

奈
月

松
原　

裕
子

三
浦　

昭
二

三
浦　

哲
郎

水
城
ま
ゆ
み

三
井
美
恵
子

向
井　

恒
泰

村
田　

忠
和

森
谷　

正
彦

諸
星　

暢
義

山
口　

智
子

山
口　

幸
雄

横
溝
喜
久
男

横
溝
比
呂
美

横
山　

真
吾

和
田　

肇
允

　

多
大
な
ご
支
援
有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。
記
念
事
業
・
行
事

に
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

会
長　

香
取
和
之

二
十
周
年
記
念
行
事
協
賛
金
寄
付
者
氏
名
一
覧

（
令
和
八
年
八
月
十
日
現
在
）


